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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　荷物を積んだ馬車の一団が、重い足取りで山道を登っていく。

　護衛の騎き士しは十人ほど。馬車の前後左右に配置され、周囲に気を配りながら隊を守っていた。

　彼らはどこから見ても普ふ通つうの商隊にしか見えなかったが、この場に同業者がいればその一団がただの商隊ではない事は容易に看破出来たはずである。

　この付近はつい先さき頃ごろ、トーレ帝てい国こく軍とフレリカ王国軍が激しい戦いくさを行っていた。その戦で帝国軍はフレリカ軍を叩たたき潰つぶしたが、まだ戦が終わった訳ではない。

　いくら商隊に手を出さない事がラーカスの不文律になっているとはいえ、戦場での出来事は大たい抵てい恩おん赦しやされる。故ゆえに高価な品を積んで戦場に行くなど、わざわざ自分にバターを塗ぬって腹が減ったモンスターの前に行くようなものだった。

　そんな熟達した商人なら絶対に避さけるべき道を、迷う事なく彼らは進んでいた。

「皆みなさん。もう少しですから、頑がん張ばりましょう」

　柔やわらかい声が、耳にした者の気力を少し回復させた。

　商隊を率いているのは、長身の青年である。

　精せい悍かんで知的な瞳ひとみ、姫ひめ君ぎみのようになめらかな髪かみを持ちながら、まるで歴戦の士のように引き締しまった腕うでが、妙みように不ふ釣つり合いな取り合わせだった。

　パルディナ皇こう国こく神しん託たく師し、アレイア・スカラー。

　先の帝国大軍師ディオラの弟で子しにして帝国を裏切り、パルディナ皇国を一大勢力に押し上げ、帝国鎮ちん南なん軍との激戦となったティモリア草原の戦いを制してその名を世に知らしめた「天翼狼ジオードの軍師」その人である。

　神託師とはパルディナ皇国で絶対神アールビーの声を聴きく教皇と下しも々じもの信者を繋つなぐ取り次ぎ役の職名で、平たく表現すれば他国でいう軍師兼けん内政大臣にあたる。

　そんなアレイアが皆を鼓こ舞ぶしつつ向かっているのは、ラーカスを混乱に陥おとしいれた帝国を打だ倒とうするのに必要不可欠な楔くさび、フレリカ王国領ルナリムだった。

　そこに、天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートがいる。

　ガーネ山からの冷たい風が、南国生まれのアレイアを拒こばんでいるかのように強く吹ふき下ろしていた。







　第一章　天翔虎カルーデイアと天翼狼ジオード







「具合はどう、シエル？」

　温かい香こう茶ちやをトレイに載のせ、部屋に入って来たエナがそう訊きく。

　シエルは窓の外を、魅み入いられたかのように眺ながめていた。

「身体からだは起こせるけど……あまり良くない。痛い。寒い」

「もう、いきなり弱気ね」

　エナは香茶をシエルに渡わたし、シエルの視線につられて窓の外に目を向ける。

　今日も真っ白な雪が、ルナリムの城じよう壁へきを化け粧しようしていた。

「僕の事より、蜂はち蜘く蛛も隊たいはミオの行方ゆくえを掴つかめたの？」

　シエルが弱々しい声で訊くと、エナはシエルの横に腰こし掛かけて、溜ため息いき交じりに言った。

「ミオ様とニーア、それにフレイは二〇〇〇余の兵を引き連れてディアナを攻せめたけど、背後に潜ひそんでいた帝てい国こく軍に橋を落とされ、ディアナに閉じこめられているそうよ。付近の住人が、一部始終を見ていたわ」

「やっぱりか……」

　ミオ率いるフレリカのエリューディン遠えん征せい軍はここルナリムとランカスタを首しゆ尾び良よく陥かん落らくさせたが、その後は良くない情報ばかりが入ってくる。

　ミオの軍からの連れん絡らくがぱったりと途と絶だえ、ガーネ山さん道どうからは帝国四将の筆頭アルベルト・ベルガーが一〇〇〇〇を超こえる軍勢を動員してランカスタに向かっているという。

　現在、帝国平へい北ほく軍には将軍マギーとエリューディンからの協力者アンバーが当たり、その侵しん攻こうを防いでいる。

　だがマギーは先の奇き襲しゆう作戦の際に矢と矛ほこ、槍やりによる傷を負っており、その上寡か兵へいで戦っているのだから、ここはいつ突とつ破ぱされてもおかしくない状じよう況きようだった。

「そうか、ユミカはこれを待っていたのか」

　ぎゅ、と布団を握にぎるシエル。

「これって？」

「ユミカはルナリムの森で僕らを逃にがした。それはおそらくここに追い込んでミオの情報を集めさせる事で、僕らの動きを封ふうじるつもりだったんだ」

　シエルの視線は全く動かない。まるで自分すら駒こまの一つとして考えているような、無機質な言葉だった。

「確かにここでミオ様が危機に陥おちいっていると耳にすれば、あたし達はエリューディンから離はなれる訳にはいかなくなるけど……でも、ザグロニア将軍が助けに来てくれたから、結果的にこうなったんじゃないの？」

　ザグロニアの名を聞いてシエルはずん、と胃に重たい一いち撃げきをもらった気がした。

　モロ城でのユミカの策は、凄すさまじかった。一〇〇〇を超える大軍を率いてモロ城を攻めると同時に、別働隊を使ってフレリカ王都ルイユノークを陥落させ、エリューディンに逃とう亡ぼうを図はかる事まで読み切って待ち伏ぶせしていた。

　シエルもユミカの胸に矢を突つき立てるまでは上う手まくいったのだが、そのユミカはアーティファクトを使用した偽にせ者ものだった。

　ユミカが何な故ぜ、そんなアーティファクトを使用していたのか。

　その答えはすぐに思い当たった。

　ユミカはかつて帝国の征せい西せい将軍レンギルが持っていた、超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきを可能にするアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟での一撃を恐おそれていたのだ。

　そこまで考えて、ユミカは本ほん陣じんを穿うがたれても問題ないように、アーティファクトを使って分身を置いた。

　確かに卸浄咎ならば、モロ城の城壁から帝国軍本陣を攻こう撃げきする事が可能だ。だが卸浄咎は「使用するとその場から動けなくなる」という副作用セコンダリの他に、使いこなすのにかなりの修練が必要だという事がわかった。

　おかげでモロ城の戦いでシエルは卸浄咎を使いたくても、使えなかったのである。

　起きた事を後から分ぶん析せきするのは比ひ較かく的てき容易であり、先を見てそれを実行するのは並々ならぬ勇気と知ち恵えと度胸が必要なのだ。

　その点で、ユミカはシエルを凌りよう駕がしていた。

「相手はあのユミカだ。あのルナリムの森での包囲を破られる事すら想定して、そこに新たな策を用意しておくと思うよ」

　シエルが悔くやしそうに、そう言った。

「という事は……あたし達はまだ、ユミカの策から逃のがれてはいない？」

「うん。ユミカの策は、多分僕かミオの首を取るまで終わらない」

「そんな……」

　がくり、と項うな垂だれるエナ。

　そんなエナの肩かたに、シエルは手を置いた。

　少し張っていて、肉が硬かたい。きっと心労が重なったせいだろう。

「恐ろしいね、ユミカは」

「うん」

　二人は今まで、友人としてのユミカしか知らなかった。

　全てを見通しているかのように輝かがやく瞳に、真っ黒なストレートヘア。美しさと、可愛らしさを内包した顔立ちに、幼さを際きわ立だたせる身体つき。知っている者でなければ、それが帝国軍の軍事作戦を全て立案し、常勝無敗を誇ほこる天竜姫テユリオンの軍師その人だとは気づくまい。

　天翔虎カルーデイアの軍師シエルは、その天竜姫テユリオンの軍師ユミカに大敗北を喫きつした。

　幸いにも兵はそれ程失わなかったが、フレリカ王国の皆が頑がん張ばって帝国から切り取った新王都ルイユノークとヒューレの町、モロの城という三拠きよ点てんの全てを奪うばわれてしまった。

　今のフレリカはエリューディン遠征軍が落としたルナリム、ランカスタの二拠点のみである。これらは共に旧エリューディン王国領なので、フレリカ王国は滅めつ亡ぼうしたと見られても仕方ない状況だった。

　そして、旧ゼルバーグ王国の大将軍であり、若い将兵が多いフレリカの支えになっていたアルバーノ・ザグロニアの戦死はシエルだけでなく、多くの将兵の気持ちを沈しずませた。

　ユミカ率いる帝国軍に敗やぶれ、命からがらルナリムに逃げ込んだフレリカの将兵らはザグロニアの訃ふ報ほうを耳にすると、その在ありし日を思い浮うかべて涙なみだした。

　特に深く悲しんだのはザグロニア自ら声をかけて集めた兵士達である。彼らの半分はザグロニアと運命を共にしたが、もう半分はガーネ山道で帝国軍と戦っている。もしこの件で兵の士気が下がれば、ガーネ山道の防衛線が一気に崩くずされ、ランカスタに帝国平北軍一〇〇〇〇がなだれ込む事態になる。

　現在ガーネ山道を守るマギーからの報告では、ザグロニア兵らは確かに悲報を受けたその日は、立ち上がる事も出来ない程のショックを受けていたが、翌日からは将軍の仇あだ討うちだと、これまで以上に奮起してくれているという。このままの状態が続けばいいが、それを許すような甘い敵ではない事くらい、シエルでなくても予想がついた。

「ザグロニア将軍が僕らに与あたえてくれたものは大きかった。将軍の魂たましいは、これからもフレリカ全軍の支柱になってくれる」

　シエルはそう言って、命がけで武人の誇りを証明してみせた名将に黙もく祷とうを捧ささげる。エナもシエルに倣ならい、目を閉じた。

「あの、しし、失礼します」

　その時、部屋に一人のメイドが何故かおずおずと入ってきた。

　シエルの私し邸ていで働いていた、レネリーである。

「レネリー！　あなたも無事に逃げてこれたのね？」

　エナが目を丸くして言うと、レネリーは頭を搔かいて笑顔を見せた。

「はい。運が良かったみたいで……また、ご主人様に仕つかえさせて頂いてます」

　最初は帝てい都とで。次はフレリカ王都ルイユノークで。そして今はルナリムで。

　何だかんだありつつ、レネリーは結局シエルの後を追い続けていた。

「んー、やっぱり怪あやしいわね」

　じっとりと湿しめった視線を、レネリーとシエルに向けるエナ。

「シエル、やっぱりあんたレネリーに何かしたんじゃないの？」

「潔白です」

「どうしていきなり敬語になんのよ！」

「やましい事は何一つないからです」

「……理由はわからないけど、すっごく腹が立つわね」

　じろり、とレネリーを睨ねめつけるエナ。

　その視線に、レネリーはびくんと身体を震ふるわせて緊きん張ちようした。

「レネリー、あなたくらい優ゆう秀しゆうなメイドなら、雇やといたい貴族はいっぱいいるでしょうに。何でシエルなの？」

「あ、あうう……えっと」

　レネリーはちらりとシエルを見て、両手を胸の前できゅっと握り締めて言った。

「天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハート様にお仕え出来る事は、た、大変な名めい誉よだと思っております。シエル様はお優しくて、紳しん士し的で、聡そう明めいな方ですから」

「ふーん。それは王おう侯こう貴族に仕え、高い給料を貰もらう事よりも魅み力りよく的な事なの？」

「も、勿もち論ろん、あたし達は労働者ですから賃金は大事ですけど、働くという事は、お金の為ためだけではないと思ってます。理解ある雇い主ぬしと出会うのは、最高の妻を娶めとるよりも難しいという言葉があります。

　幸いにもあたしはシエル様という素晴らしい方に雇われました。ご主人様の為に最高のお仕事が出来れば、あたしはそれだけで幸せなんです」

　レネリーの必死な言葉に、エナは眼鏡を弄いじりながら溜息を漏もらし、シエルは照れくさくて頭を掻いた。

「でもシエルだって立派な男だし、豹ひよう変へんして襲おそいかかってくるかもしれないわよ？」

『え、ちょ……』

　とんでもない事を言い出すエナに、シエルが動どう揺ようする。

　だがレネリーは、頬ほおを染めて俯うつむいた。

「あう、そ、それは、ご主人様が、きちんと責任をとって下さるのなら……」

『『ホントに!?』』
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　予想外の肯こう定てい的な回答に、エナとシエルは声を揃そろえて叫さけんだ。

「あ、その、出過ぎた事を……申し訳ありません！」

「いや、何て言うか……要はシエルの事、好きなの？」

「はい！」

　気持ちいいくらいの即そく答とうだった。

「そ、そこまで気持ちをはっきり表現出来るって凄すごいわね。それよりもさっきの言葉……勉強させられたわ。確かに労働はお金の為の対価だけど、継けい続ぞくして働き続けるという事は、お金だけの問題じゃないわね」

「賃金は生活の糧かてであると同時に、労働者に対する評価だと考えております。賃金が低ければ認めてもらえていないと悲しい気持ちになりますし、充分に頂ければ、これだけ評価されているのだからもっと頑張らないと、と思います」

「なるほどね……レネリー、あなたも賢かしこいわ。シエルが側に置きたがる訳ね」

「あ、ありがとうございます、左尚しよう書しよ様」

　妙みような方向から打ち解けた二人に、シエルは安あん堵どの溜息を漏らした。こういう時は、流れに任せてみるものだ。

　その時、どんどん、と部屋のドアを叩たたく音がした。

「何？」

　シエルはまだベッドから起き上がる事が出来ないので、代わりにエナが返事をした。

「その声は、左尚書様ですか？」

「そういうあなたは、右尚書？」

　フレリカの内政を司つかさどる左尚書エナ・ワトソンと、右尚書ドリス・カーターが、ドア一枚を隔へだてて対たい峙じした。

「右尚書、何の用ですか？」

「軍師にお客様が見えておられるのですが、どうも妙な方々で」

「妙？」

　エナはドアを開け、右尚書ドリス・カーターを中に招き入れた。

　ドリスは貴族の家いえ柄がらでありながら、内政に関して類たぐい希まれなる才能を持っていた。更さらにフレリカ王女ミオに深く忠誠を誓ちかっており、ミオは勿論、シエルや他の将らも信しん頼らいを置く人物である。

「軍師、お加減は如何いかがですか？」

「だいぶ良くなったよ。もうすぐこの退たい屈くつな部屋を出られそうだ」

「それは、ようございました」

　ドリスはシエルに対し、優ゆう雅がに頭を下げて微笑ほほえんだ。

「で、シエルに客って？」

　エナがぶっきらぼうに言う。

「はい。見た目は商隊のようなのですが……軍師に贈おくり物をする為に、パルディナからやって来たと申しているのです」

「…………!?」

　パルディナ、と聞いてシエルの目つきが変わった。

「商人が、シエルに贈り物を？」

「ええ、いかにも不自然ですわ。ですからこうして軍師に直接ご意見を伺うかがおうと──」

　エナとドリスの会話に割って入るように、シエルが声を上げた。

「エナ、悪いけど今すぐここにラミナを呼んでくれ。ドリスはその商人をここへ。レネリーは悪いけど席を外してくれ」

「「はい」」

「わかったわよ」

　ドリスとレネリーはシエルに一礼し、眼鏡を弄るエナと共に急いで部屋を後にした。

　それから暫しばらくして、まずシエルの許もとへやって来たのはラミナだった。続いてエナが現れ、ドリスがその問題の商人たちを連れて来た。

　商人たちはみな白いマントに身を包み、金色のメダルを胸に下げている。厚底の茶色いブーツに、革かわの手て袋ぶくろ。そのいでたちは商人というより、冒ぼう険けん者に近かった。

　先頭に立つ男はすみれ色の髪かみを後ろに束ね、同じ色の優しい瞳ひとみを持つ好青年だ。長旅で雨土にまみれているはずなのに、不潔な感じは微み塵じんもなかった。

「まさか、ずっとその格好で旅をしてきた訳じゃないよね？」

　シエルが微笑みながら、すみれ色の男に声をかけた。

「当然ですよ。この城に着いてから着き替がえたんです。長旅をするなら商隊を偽いつわり、帝てい国こく軍の警護兵に絡からまれたら賄わい賂ろを渡わたして通過して来ようと思っていましたが、想像以上に警備が手て薄うすになっていて助かりました。

　これも、ザグロニア将軍のお陰かげでしょう。あの方の命を懸かけた救出劇は、ユミカにとって大きな誤算でしたね」

　にこっと笑う男。

　シエルもその顔を見て、目を細めた。

「ちょっとシエル、誰だれよこの人。知り合い？」

　エナがシエルに訊きいた、その時だった。長身の男の目が見開かれ、エナの瞳に吸い込まれていく。

　視線は自おのずと、その豊満すぎる胸むな元もとへと落ちた。

「な、何と美しい！　美と豊ほう穣じようの女神ザナアリスの生まれ変わりでしょうか……ああ慈じ悲ひ深ぶかき我らが主アールビーよ！　今日の素晴らしい出会いに、深く感謝致いたします」

　その長身の男はエナに向かって拝礼し、片かた膝ひざを突いてエナの片手に唇くちびるをつけた。

「ちょ、何よこれ、どうなってんの??」

　困こん惑わくするエナを見て、シエルが耐たえきれずに噴ふき出した。

「はは……全く、相変わらずの女性好きだね、アレイア」

　その名が出た途と端たん、フレリカの面々の表情が硬こう直ちよくした。

「あ、軍師、今何て？」

　ラミナが目を丸くして訊いた。

「この人は神聖パルディナ皇国の神しん託たく師しであり、天翼狼ジオードの軍師と呼ばれているアレイア・スカラーだよ」

『え……えええええええええええええええっ!?』

　エナ、ドリス、ラミナが、思わず揃って声を上げた。

　天翼狼ジオードの軍師アレイアといえば帝国の大軍師、天竜姫テユリオンユミカや、ここにいる天翔虎カルーデイアシエルと並ならび称しようされる名軍師の一人である。
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　先の帝国大軍師、天竜老デユロンアルセル・ディオラに師事し、ユミカに次ぐ実力の持ち主で、シエルよりも早く帝国に造反し、滅ほろぼされたパルディナ皇国を見事に再興した。

　その後、パルディナは次々と帝国軍を破り、今やラーカスの三分の一を勢力下に置いている。

　まさかそのアレイア本人が、目の前に現れるとは。

　ラミナが思わず剣けんの柄つかに手をかけた、その時だった。

「やめておきなさいお嬢じようさん。あなたの腕うでではアレイア様を倒たおせない」

　いつの間にか、アレイアの後ろにいた男がラミナに近づき、その手を優しく包んでいた。フードを深く被かぶっていて顔はよく見えなかったが、その陰から微かすかに覗のぞく金色の瞳が、まるで獰どう猛もうなモンスターのようだった。

「く……」

　その手を払はらい、目に殺気を漲みなぎらせるラミナ。

「いいですね、その表情。私は気の強い女性を啼なかせるのが大好きなんですよ」

「へっ、やってみやがれよ悪あく趣しゆ味み野や郎ろう！」

　ラミナとフードの男が放つ殺気が、部屋の雰ふん囲い気きを一気に重くする。

　そんな一いつ触しよく即そく発はつの空気を払ふつ拭しよくしたのは、アレイアだった。

「やめなさい。私は争う為にわざわざ来たのではありません」

　アレイアがぎらり、と鋭するどい視線をフードの男に向ける。

　男はびくんと身体からだを震ふるわせ、慌あわてて跪ひざまずいた。

「も、申し訳ありません。つい、殺気に反応してしまいました」

「……わかればよいのです。そちらのお嬢さんも、物ぶつ騒そうな真ま似ねはやめましょう。私はパルディナとフレリカ両国の為に、こうして旧交を温めに来たのです。それを無ぶ粋すいな刃やいばで汚けがさないで頂きたい」

　アレイアがラミナに微笑みかける。

　まるで人の心の扉とびらを、簡単に開けてしまうかのような笑みに、ラミナは空そら恐おそろしいものを感じた。

「いや、こっちこそ悪かった。かんべんしてくれ」

「ありがとうございます」

　眼力と柔にゆう和わな話術だけで、アレイアはあっという間にこの場を収めてしまった。

　エナは帝てい都とでアレイアに会った事は無かったのだが、この男は間ま違ちがいなく傑けつ物ぶつの類だと思った。

「さて、シエルは怪け我がをしているようですし、本題に入りましょう」

　アレイアがシエルに身体を向け、鋭い視線を投げた。

「現在、ラーゼンの砦とりで近辺に我がパルディナ軍を配備させています。シエルが色よい返事をくれるなら私はこの軍を率い、直ただちに帝国領ラーゼンに攻せめ込みます」

『!?』

　その話を聞いて、エナらがざわめいた。

　今、フレリカは帝国平北軍の侵しん攻こうを受けている最中である上に、先にフレリカ軍を倒したユミカ率いる帝国軍はルイユノークに駐ちゆう屯とんしてフレリカの動向を注視している。

　仮に帝国平北軍を撃げき退たい出来たとしても、すぐにユミカが大軍を率いて攻めてくるだろう。ここでパルディナが動けば、少なくともユミカの意識をパルディナに向ける事が出来る。

　悪くない話だったが、シエルは苦笑いして首を振ふった。

「とても有り難がたい話なんだけど、僕らは君が望む物を今すぐ用意は出来ないんだ」

　だがアレイアはそんなシエルの言葉を全て理解した上で、首を振った。

「いいえ、シエルとミオ陛へい下かとの絆きずなの強さは調査済みです。あなたが首を縦に振れば、ミオ陛下もお認めになるでしょう」

「いや、それはさすがに臣下としての一線を越こえているよ」

「状じよう況きようが状況です。後でシエルがたっぷり罰ばつを受ければ良い話ではありませんか」

　むむ、と考え込むシエル。

　この二人の会話は巧たくみに要点を外している。周りで聞いている者はそれだけ高次元の会話をしているんだな、という印象しか受けず、聞き手によっては苛いら々いらさせられる。

　そしてその代表格が声を荒らげた。

「ちょっと待ってくれよ軍師！　あんたらぁ、一体何の話をしてんだ？」

　ラミナである。シエルは視線をアレイアからラミナにずらし、説明した。

「アレイアはミオの決断を待たず、今すぐパルディナと同盟を結べって言ってるのさ」

『はっ!?』

　話が大きすぎて、ラミナはすぐに理解出来なかった。

「で、でもよ、陛下は……」

　ラミナはそこまで言い、はっとして口を手で押さえた。

　フレリカ王女ミオは今、ユミカの策によってディアナに閉じ込められているが、その事をわざわざ自ら暴ばく露ろする事はないと思い直したからだ。

　ところがシエルは、そんなラミナに微笑みかけた。

「心配しなくていい。アレイアが今のフレリカの状態を知らない訳がない。そうでなければフレリカの臣である僕に、こんな話を持ってくるはずがないじゃないか」

「そ、そうか？」

　ラミナはとんだ失言をするところだったと後こう悔かいしたが、シエルの言葉で救われた思いだった。

「ふむ。どうやら怪我をしていても、頭は冴さえているようですね」

　アレイアが感心しながら言った。

「これだからシエルと話をするのは楽しい。余計な事は口にしなくても察してくれますからね。では、返答を頂きましょうか？」

　アレイアにそう水を向けられ、シエルは頭を掻かく。

　エナが何か言いかけたが、シエルは瞬しゆん時じにそれを察して目で制した。

「僕らがここで帝国を相手に頑がん張ばる事は、パルディナにとって計り知れない程有利になる。パルディナがあれだけ領土を拡大している事を考えれば明らかだ。それに加えてミオ陛下からの罰を加えると……その条件じゃ、少し安いね」

　これには流石さすがのアレイアも、エナらフレリカの者達も、呆ぼう然ぜんとした。

　今や死に体に等しいフレリカ王国にとって、パルディナがユミカの相手を引き受けるという提案だけでも充分過ぎる。その上で更さらに要求を重ねるとは、誰もが予想だにしなかった。

「はは……やっぱり、シエルは気づいていたんですか」

　アレイアが笑いながら首を振った。

「当然さ。僕らが滅びて困るのは君らなんだから」

　今度はアレイアがむむ、と唸うなった。

「ユミカの意識をそちらに向けてくれるのはすごく助かるけれど、今、僕らは一二〇〇〇の帝てい国こく平へい北ほく軍に攻められている。これに敗れればフレリカは滅めつ亡ぼうし、わざわざ君がここに来た意味もなくなるね」

「確かにそうですが……我々との同盟の他に、何を望んでいるのですか？」

　シエルとアレイアの視線が交こう錯さくする。

　部屋の空気がずしりと重くなったが、それを払拭したのはシエル自身だった。

「今のパルディナの力をもってすればラーゼンの砦を落とす事は容易たやすいと思うけど、ここは敢あえてラーゼンを落とさず、ユミカを引っぱり出してもらいたい」

『む!?』

　それは、アレイアにとって意外な言葉だった。

　アレイアはラーゼンをすぐ陥かん落らくさせ、リルガ橋近辺でユミカと戦うつもりだったからだ。

　ラーゼンさえ落とせばその南にあるブレイブ、ミスティケープは簡単に落とせる。アレイアはユミカら帝国軍と戦いつつ、この東フレリカ地方の制圧をも視野に入れていたのだ。

　だが、シエルの案に全く利がない訳ではなかった。野や戦せんとなれば、パルディナ軍は川を背にして戦う事になる。パルディナがモロの城まで落とせれば後こう顧この憂うれいはなくなるが、そこまで戦線を延ばしてしまうと、ユミカは確実に防ぼう御ぎよの甘い部分を突つき、パルディナを分断してくるだろう。そうなれば如い何かに勢いのあるパルディナといえども、深刻な窮きゆう地ちに陥おちいりかねないのだ。

「シエルの言う通り、ユミカをこちらに引きつけるには無理に野戦を仕し掛かけるより、砦に閉じこめてしまった方がやりやすいのは事実です。ただ、その案で一番得するのは誰だれでしょうね」

「損をするか得をするかはずっと先の話じゃないかな、アレイア」

「……ふむ、確かにそうですね」

　天翔虎カルーデイアの軍師と、天翼狼ジオードの軍師。この二人による舌ぜつ戦せんは、先の先まで読み通さなければならない知略戦となっていた。

「いいでしょう。ではパルディナ軍をラーゼンの東に展開させ、ユミカを誘さそい出しましょう。これでどうですか？」

「ありがとうアレイア。でも、今の話はあくまでフレリカが存命出来れば、という前提で成り立っているし、パルディナと同盟を結んだお陰かげで助かったんだ、と陛下に報告するには……もう少し、踏ふみ込んでもらいたいかな」

　まだシエルは、望んだ回答を得ていない。

　アレイアは嘆たん息そくして、さすがに険しい表情を見せた。

「言いますね。あまり欲よく張ばるなら、これまでの話は全て無かった事とし、パルディナがエリューディンに乗り込んで、あなた方の敵を討ってさしあげますよ」

　その言葉に肝きもを冷やしたのは、エナらフレリカの面々だ。

　だが、シエルだけはあくまでも強気だった。

「アレイア、その行動がパルディナにとってどれだけ大きなリスクになるか、わからない君じゃないだろう？」

「…………」

　視線を交わす、シエルとアレイア。固かた唾ずを吞のんで見守る周りの者たち。

　そして、沈ちん黙もくを破ったのは……アレイアだった。

「ははは、少し見ない間に強したたかになりましたね、シエル」

「悪いね。でも、こっちもそれだけ追いつめられているのさ」

「わかってますよ」

　渋しぶ々しぶながら右手を軽く上げるアレイア。すると従者の一人が部屋の外に行き、程なくして白い布が被かぶせられたトレイのような物を、重そうに両手で持ってきた。

「何だいアレイア？」

「あなたが勝手に同盟を結んだことに対する、正当な理由になりうる物ですよ」

　ぱん、と手を叩たたくアレイア。

　他の従者たちが頷うなずき合って、白い布を取った。

『!!』

　それは、山のように積まれた金貨だった。

　シエルは目を細めながら頭を掻き、エナとラミナ、そしてドリスは逆に目を丸くした。

「一〇〇エルン金貨一〇〇〇枚。つまり一〇万エルンあります。これだけあればこの地でも冒ぼう険けん者や旅人をフレリカ兵として雇やとう事も出来るし、武具や馬なども買えるでしょう。更に、馬車の中に弓矢を積めるだけ積んできました。これも進しん呈ていしましょう」

　アレイアは笑顔をシエルに向けて話し続けた。

「本来は宝石と装そう飾しよく品で有名なエリューディンで何かいい品を買い付けようと用意したお金なのですが……仕方ありません。フレリカへの投資金として使いますか」

　ここまでされると、もはや断る理由を探す方が難しい。

　シエルは身体を起こし、アレイアを見た。

「もう一度確認するけど、すぐにラーゼンを攻めてくれるんだね？」

　シエルの視線が、鋭するどくアレイアを射い貫ぬく。

「パルディナ皇国神しん託たく師しの言葉です。ここにいる両国の者達が証人になるでしょう」

　アレイアも、シエルに負けじと視線を返した。

『では……フレリカ王国軍師シエル・スノーハートの名において、ここにパルディナ皇国との同盟が結ばれた事を宣言する』

　シエルはそう言ってアレイアに左手を差し出した。

「ようやく決まりましたね」

　アレイアが、シエルの手をしっかりと握にぎる。

　天翔虎カルーデイアの軍師と、天翼狼ジオードの軍師。

　それぞれの思おも惑わくは別として、ここにラーカスの二大軍師が手を結んだ。

「しかしシエル、パルディナと結んでもフレリカが窮地にあるのは変わりません。帝国平北軍に勝てなければ全てが終わりですよ？」

「わかってる。これだけの事をしてくれた君の顔を潰つぶさない為ためにも、僕は必ず帝国平北軍に勝つよ」

「……そうですね、私たちが出来るのはここまでです。これから先は、たっぷりとシエルに泥どろを被かぶってもらいましょう」

　にっ、と笑い合う、シエルとアレイア。

「では、パルディナは早さつ速そく動きます。事が落ち着いたら、教皇閣かつ下かに親書を認したためて頂きフレリカに送りましょう。それまでにフレリカが滅ほろぼされていないよう祈いのってますよ」

「ありがとう」

　アレイアは一同に向かって腰こしを折り、シエルに背を向けた。

「あ、そうだ。一つシエルに忠告しておきます」

「え？」

　アレイアは人差し指を立て、少し間を置いて話した。

「あなたの優ゆう秀しゆうな斥せつ候こう部隊……蜂はち蜘く蛛も隊たい、でしたか。それ、だいぶ前からユミカに狩かられてますよ。気をつけて下さい」

「何だって？」

「少し前、ユミカがシエルの蜂蜘蛛隊に倣ならい〝紅べに鴉がらす〟という組織を作りました。紅鴉は蜂蜘蛛の天敵です。その狙ねらいは明らかでしょう」

　これは、思いの外ほか重大な忠告だった。シエルはこれまで情報収集機関として蜂蜘蛛隊を早くに組織し、誰よりも早く様々な情報を集めてきた。シエルが広域的に戦略を練るにはどうしても必要な組織であるが、ユミカはそれすらも封ふう殺さつするつもりなのだ。

「でも、何でそれをアレイアが知っているの？」

　アレイアは腕うでを下ろし、背を向けたまま答えた。

「天竜姫テユリオンユミカ、天翔虎カルーデイアシエル。二人が考えている事を、この私も考えない訳がないでしょう。後はご自分で何とかして下さい。それでは」

　アレイアはつかつかと乾かわいた足音を立てて進み、エナに微笑ほほえむ。

　その後、供を従えて部屋を出て行った。




　天翼狼ジオードアレイア・スカラー。

　ラーカスで三指に入る軍師であり、卓たく越えつした武人。

　その存在感は強きよう烈れつで、エナやドリス、ラミナはアレイアが部屋から居なくなっても、その残ざん滓しを感じて緊きん張ちようを解く事が出来なかった。

「ふう、こりゃ忙いそがしくなりそうだ」

　シエルは頭を掻いてもう一度、上体をベッドに倒たおした。

「軍師。おおよそ話は見えましたが、もう少し補足を頂いて宜よろしいでしょうか？」

　そう訊たずねたのは右尚しよう書しよドリスだった。

「そうね、このままじゃよく分からない事が多いわ。あんたとアレイアの会話に、どんな意味が込められていたの？」

　左尚書エナもシエルに詰つめ寄る。ラミナに至っては話の筋が全く見えておらず、ただ口をぱくぱくさせているだけだった。

　シエルは天てん井じようを仰あおぎながら、重そうに口を開いた。

「僕らはパルディナに比べれば大した勢力じゃない。でも、立場は上なんだ」

「「は？」」

　ドリスとエナが、不思議そうに顔を見合わせた。

「そもそも発ほつ端たんはユミカがフレリカに攻せめ込んだ事にある。このまま帝国がフレリカを滅ぼせば、帝国は後顧の憂いを除いた事になり、安心してリュナス王国を全力で攻め落とすだろう。フレリカ、リュナスが滅びれば、パルディナも時間の問題だよ。何せ今でも国力で比ひ較かくしたら、帝国がラーカスで一番なんだから」

「それって……つまり、フレリカが滅亡したら──」

　エナの問いに、シエルが頷く。

「そう。帝国、いやユミカにとってフレリカを滅ぼす事が帝国によるラーカス再統一への重大な一手であり、僕やアレイアからしてみれば絶対に阻そ止ししなきゃならない事なんだ」

　シエルがそう言うと、突とつ然ぜんドリスがぽん、と手を叩いた。

「なるほど、だから軍師は同盟の条件を次々に上乗せしていたんですね？　パルディナからすれば自国を守る為には、フレリカを助けなくてはならない訳ですから」

「その通り」

　得心した顔のドリスを押しのけて、エナが前まえ屈かがみになってシエルに顔を近づける。

「でも、何でフレリカがそこまで重要になってくるの？　帝国やパルディナから見れば、あたしたちはそこまで厄やつ介かいな存在じゃないでしょ？」

「勢力の大小が問題じゃないんだよ、エナ。パルディナは急速に力をつけ過ぎたせいで、旧ゼルバーグ辺りでは統治能力のない人材でも領主にしなければならない事態に陥っている。この上フレリカ、エリューディンまで手を広げるのは、分厚いパン生地を薄うすく伸のばす行こう為いに等しい」

「あ！」

　エナは眼鏡めがねを弄いじりながら、思い出したかのように手を叩いた。

　近年、帝国とさほど戦いくさをせずに勢力を伸ばし続けたパルディナはシエルの指し摘てき通り、深刻な人材不足に陥っている。

　アレイアはフレリカが滅びた後にパルディナが帝国を討つと脅おどしてきたが、実際はそうする為の地じ盤ばんを固める将も時間も、圧あつ倒とう的に足りていない。

　シエルがアレイアに言ったリスクとは、国としての密度が薄くなったパルディナなど帝国の敵ではなく、瞬またたく間まに滅ぼされるだろう、という危険性を指摘していたのである。

「帝国は今回のフレリカ遠えん征せいにかなりの力を注そそいできたけど、その代わりに北のリュナスとの戦線は守備重視に変へん更こうした。これは如い何かに帝国が強大とはいえ、二国を同時に相手出来ない事を意味している。位置的にパルディナは帝国から離はなれているから安心してラーカス南東部を勢力下に置いてきたけれど、フレリカという盾たてを失えば帝国は一気にリュナス、パルディナを併へい吞どん出来るんだ」

　既すでに話に置き去りにされていたラミナは別として、ドリスとエナは、改めてシエルとアレイアの凄すごさを知った。

　フレリカを滅ぼされる訳にはいかないパルディナ。

　そのパルディナに頼たよる事で、圧倒的に不利な状じよう況きようを打開したいフレリカ。

　立場上はフレリカの方がかなり弱く見えるが、シエルは戦せん況きようの本質を巧たくみに利用し、交こう渉しように臨のぞんでいたのである。

「でもさ、あたし達は元々、すぐパルディナに同盟を求める使者を出したわ。だったら、あそこまで強気に出る事はなかったんじゃないの？」

　エナが首を傾かしげる。シエルはそんな仕草が面白くて、思わず噴ふき出してしまった。

「君と同様、きっとアレイアも不思議に思っただろうね。フレリカが帝国に潰されないようにするには、パルディナの協力が不可欠なはずだって。結局、こちらからの打だ診しんはユミカにもみ消されてしまったけれど、その事を知りようがないアレイアに、わざわざこちらから教えてやる必要はないじゃないか」

　意地悪そうに、にやりと笑うシエル。

　エナはその表情で、アレイアとの交渉中にシエルがエナの口を止めた訳を理解した。

　フレリカとパルディナの交渉に当たったファルリアは帝国からフレリカに降くだったが、それは偽いつわりの降こう伏ふくだった。ファルリアはシエルに全てを看破され、モロ城の牢ろうに入れられたが、今いま頃ごろは帝国軍の手によって救出されているだろう。

　何にしてもシエルは、ユミカの策によってファルリアがパルディナとの交渉をしていなかった事までも利用し、アレイアとの会談に臨んでいたのだ。その結果、アレイアから莫ばく大だいな資金を引き出したのだから、この外交戦はシエルに軍配が上がったと言えるだろう。

「今回僕は外交、戦術、戦略……あらゆる面でユミカに負けた。でももう、あんな大敗はしない。僕らを助けてくれた、ザグロニア将軍の為にも」

　シエルは腹に力を入れ、上体を起こしてベッドから出た。

「ちょっと、まだ寝ねてないとダメじゃない」

　エナがシエルの肩かたに手を添そえ、シエルはその手を握る。

「エナの気き遣づかいは嬉うれしいけど、もう寝ている訳にはいかない。僕らもすぐに動こう。ラミナ、ここルナリムには右尚書を領主とし、マードック、カリノ、そして怪け我がをしている兵一〇〇〇を残し、それ以外の将兵は全てランカスタに移動させる。急いで準備を」

「わかったぜ軍師！」

　ラミナは喜び勇んで、腕を振ふりながら部屋を後にした。彼女にとっては小難しい話よりも、やはり槍やり働きのほうが性しように合っているようだ。

「では私も、皆みなさんを送り出す支し度たくをしましょう。アレイアさんが持ってきた物もそのまま放置する訳にはいきませんから、誰だれかにすぐ保管するよう命じます」

　ドリスが優ゆう雅がに一礼する。その馴なれた仕草に嫌いやみなところは全くなく、生来持っている気品を漂ただよわせていた。

「頼たのみます、右尚書」

　ドリスは大輪の花のような笑顔を残し、去って行く。後に残ったのはエナだけだった。

　アレイアが置いていったぴかぴかの金貨には、不安そうなエナの表情が映っている。

「シエル、あんたもランカスタに行くの？　まだ怪我が全然治ってないのに」

　エナが眼鏡の奥の瞳ひとみを潤うるませた。大変珍めずらしい事だ。

「パルディナの援えん護ごを無にしない為にも、絶対に行かなきゃならない。ランカスタに行って、ディアナに閉じ込められているミオ達を助け、ガーネ山さん道どうのマギーを援護しなきゃ」

　顔をしかめながら立ち上がろうとするシエル。

　少しふらついて身体からだが泳ぐと、エナがシエルの腕をしっかりと掴つかんだ。

「全くもう。まだ熱が引いていないのに、右尚書にはあんな強がり言って……背中の傷だって痛むはずなのに、我が慢まんしてアレイアと渡わたり合って……ばか」

「う、ごめん」

　エナは嘆たん息そくし、シエルの腕を肩に回して立ち上がった。

「あんたの面めん倒どうはちゃんとあたしが見てあげるわ。だから、一いつ緒しよに行きましょ」

「うん」

　シエルは歩きながら、フレリカが滅ぼされたあの日の丘おかで、自分が泣き崩くずれるエナを励はげました時とは逆だな、と思った。




　ガーネ山は、街道をしんしんと降る雪に覆おおわれ、地面は大理石の床ゆかのように凍こおり、吐と息いきは雲のようにいつまでも宙に漂う。

　雪の女神に魅み入いられ、春の足音が聞こえるまではまだ遠い、帝てい国こく暦れき三九年三月。

　再びフレリカ王国の命運を分ける戦いまで、あと僅わずか。




　その間まを計っているのか、粉雪が砂時計のように、静かに時を刻んでいた。







　第二章　戦せん勝しよう旗き







　シエルが傷ついた身体からだに鞭むち打うってルナリムを出しゆつ立たつし、ランカスタに向かって移動を始めた頃ころ、旧エリューディン王国王都ディアナではフレリカ王女ミオ、将軍フレイと約二〇〇〇名の兵が、必死に外界への出口を捜そう索さくしていた。

「おかしいな、やっぱり何ど処こにもそれらしき道はねえってよ」

　町での聞き込みを終えて城の応接間に戻もどって来たフレイが、ミオに報告した。応接間では城内を調べてきた兵の部隊長らが暗い顔をして頭こうべを垂れていた。その様子でさすがのフレイでも、こちらも思わしくないのだと予想は出来た。

「こちらも妙みようだ。今、ニーアがディアナ城内の探たん索さくを効率化する為ために、城の見取り図を作りに出ている。そのおかげで地下に隠かくし通路があるのは発見出来たのだが……その奥は妙な蒼あおい岩で塞ふさがれていた」

　ミオは落ち着いて話した。こんな状じよう況きよう下かで、誰だれよりも溜ため息いきをつきたいのはミオなのだろうが、その瞳ひとみに疲ひ労ろうや焦しよう燥そうの色はない。

「とにかく今はどんな些さ細さいな事でも構わんから情報を集めよう。レンギルによって鉱山に閉じこめられている者達を解放する為にも、私は諦あきらめんぞ！」

「おおっ！」

　ミオが奮起を促うながすと、沈しずみきった部隊長達の瞳に力が戻り、もう一度勇んで応接間を出て行った。

　主あるじであるミオ王女が諦めなければ、フレリカ兵は何度でも立ち上がり、身体を張る。シエルやエナもそうだが、主の為ならば命も惜おしまないフレリカの民たみは、他国から侮ぶ蔑べつを込めて〝犬〟と呼ばれる事もある程だ。だがそれはフレリカの民にとって歴代のフレリカ王が施ほどこしてきた善政への感謝と尊敬の表れであり、決して失われぬ誇ほこりでもあった。

　そんな彼らに変化の報がもたらされたのは、それから二日後の事だった。

「陛へい下か！　軍師！」

　応接間で城の見取り図を作成していたミオとニーアの許もとに、一人の兵士が駆かけ込んできた。机に広げられたディアナ城の見取り図に目を落としていたミオとニーアが、何事かと視線を向ける。

「どうしたの？」

　兵士の表情で、ニーアがただならぬ事態が起きた事を瞬しゆん時じに察した。

『ディアナ城の地下にある蒼い岩が突とつ然ぜん輝かがやき、そ、その中から、人が出て来ましたっ！』

「「え!?」」

　ミオとニーアは、思わず顔を見合わせた。

「何者なの？　まさか帝てい国こくの？」

「いえっ、か、彼らは……エリューディンの民であると申しておりました！」

　そう聞いて、ニーアが勢いよく席を立った。

「フレイは何処!?」

「は、将軍は今、城内の馬屋におりますが──」

「なら、直ただちに剣けんを持って城の地下に来るようにと伝えて。その者達には私が会うわ」

「ははっ！」

　来た時と同じく、兵士は慌あわただしく一礼して走っていった。

「ニーア、今の報をどう思う？」

　ミオが問いかける。

「まだ判断は出来ませんが……そんな所から人が出て来たのであれば、私達もそこから何処かに出られるという事です。その者がどんな人物か、会ってみる価値はあります」

　ニーアがそう言って部屋を出ようとして、ぴたりと止まる。

　振り返ると、ミオがすぐ後ろについて来ていた。

「陛下はここでお待ちを」

「なっ、何な故ぜだ!?」

「相手がどんな人物か分からないのに、いきなり陛下に対面頂く訳には参りません」

「し、しかしだな」

「陛下。もし我らの味方であれば、すぐ陛下にお引き合わせしますから」

「……うー、わかった」

　ニーアはにこっ、と優しく微笑ほほえみ、部屋を出た。

　部屋の外には二人の衛兵が守りについていた。ニーアはその衛兵に人を呼んでもっと警備を固めろと命じ、急ぎ足で階段を降りる。

　その途と中ちゆうで、同じく地下に向かっていたフレイと出くわした。

「おお軍師ちゃん。妙なヤツが現れたって？」

「軍師ちゃんっての、やめてよね」

　それだけ口にして、ニーアはフレイの前を足早に歩いた。

　今のニーアは、あの自信に満ちた表情が風に飛ばされた霧きりのように消えていた。エリューディン遠征軍四〇〇〇のうち、その半数を割さいてディアナ城に攻せめ込んだが、後方にある橋を帝国軍に落とされてここに閉じ込められた。

　エリューディンを防衛していた帝国軍を押しに押した結果が、この状じよう況きようである。今になってハメられた事に気づいたニーアは、自分に対して憤いきどおりを感じていた。

　これは間ま違ちがいなく、トーレ帝国大軍師ユミカ・ローレンツの策だ。ユミカはフレリカ領であったモロでシエルと戦いつつ、こんな所にも策を張はり巡めぐらせていたのだ。

　それに気づけなかった事が、悔くやしくて悔しくてたまらなかった。

　思い返しただけでも眉み間けんに力がこもる。

　ぎりり、と奥歯を噛かむ。両拳こぶしをきつく握にぎる。

　シエルやエナの前で散々大きな口を叩たたいておいて、蓋ふたを開けてみたらこの有様だ。まるで二人の溜息が、耳の中に入ってくるようだった。

　ふと、もぞもぞとニーアの胸を何かが這はった。

　ごつごつとした硬かたいものだが、魂たましいを掴つかまれたかのように熱かった。

　目を落とすと……背後にいたフレイの両手が、ニーアの胸を鷲わし掴づかみにしていた。

「おー、やっぱそれなりにあるな。勘かん違ちがいじゃなかった」

『…………ッ！』

　瞬時にニーアの身体が動いた。

　両りよう腕うででフレイの手を払はらいのけ、跳ちよう躍やく前の鹿しかのように膝ひざを曲げて力を溜ためる。そして振り向きざまに力を解放し、思い切り右の拳でフレイの頬ほおを打ち抜ぬいた！

『何すんのよこのどスケベ将軍があああああっ』

「ほがっ!!」

　見事な一いち撃げきだった。フレイは吹ふき飛ばされ、煉れん瓦がの壁かべに背中を打ちつけると同時に後頭部までぶつけた。

「うおおいてぇ！　お前、将軍になれんじゃねぇ？」

　膝を突つき、涙なみだ目めで頬をさするフレイの前に、ニーアが腰こしに手を当て、いつものように薄うすい胸を突きだして立った。

「こんな時に、何考えてんのよあんたは──」

「そう、それだぜ軍師ちゃん」

　フレイは苦笑いしながら、ニーアの顔を指さした。

「はあっ？」

「お前がそんな如い何かにも悔しいです、みてぇな顔すんな。お前はそうやってあるかないかよくわからん胸ぇ突っ張ぱって、多少人を見下してるくれーが丁度いいんだよ」

　ニーアはその言葉で、はっとした。フレイは自分を慰なぐさめてくれているのだ。
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　やり方には大いに問題はあるし、そのおかげとは認めたくもないが、ニーアの思考を固着させていた何かが砕くだけた気がした。

　陽光に温められた、雪解け水のように。

「そもそもお前はそんなうじうじしたヤツじゃねぇだろ。もっとしゃんとしろよ。また背中を丸めてしょんぼりしてやがったら、容よう赦しやなく揉もんでやる」

　フレイの言葉に、今度は違ちがう意味でニーアの眉間に力が入った。

「…………」

「あん？　聞こえねぇ」

　次の瞬しゆん間かん、ニーアのつま先がフレイの臑すねを捉とらえた！

「はぎゃあああいてぇえええええ！」

　叫さけぶフレイ。どんな猛もう将しようであろうと、やはり臑は痛い。

『気安く揉んでくれてんじゃないわよバカ！　事が落ち着いたら懲ちよう罰ばつを考えるわ。さっさとついて来なさい！　あんたを呼んだのは私を護衛する為なんだからねっ！』

　怒いかりを露あらわにし、どすどすと歩いて行くニーア。

「護衛？　必要あんのか？」

　フレイは臑をさすり、嘆息してニーアの後を追った。

　その時だった。

　ぞわり、とフレイの背中に電流が走る。

『…………？』

　咄とつ嗟さに剣の柄つかに手をかけるフレイ。

　だがそれは、近くから感じるものではなかった。

（まさか、あんな所から？）

　フレイの目に映ったのは、窓の外に見える東側の山々の一つだった。

　そこから、異様に大きな気配を感じたのだ。

（何だか妙に気になるが……後で調べてみるか）

　フレイは顎あごをさすり、緊きん張ちようを緩ゆるめて歩き出した。




　二人がディアナ城の地下室に着くと、そこを監かん視ししていた四人の兵が道を開けた。

　まず目を引いたのはその二人組のうちの一人、鎧よろいをまとった長身の女性だった。

　三つ編みにした銀の髪かみが腰まであり、闘とう志しを宿した赤い瞳ひとみと相あい俟まって、美しい狼おおかみを思わせる。腰には細身のレイピアが差さっていたが、その刀身は不思議な緑色の輝かがやきを放っていた。

　そしてもう一人はその女性とは対照的に、シエルを連想するくらい華きや奢しやな男だった。

　線が細く色白の肌はだで、女性の方と同じ銀色の髪ながら、滑なめらかな布のように綺き麗れいなストレートで、首に掛かからない程度の長さが中性的な魅み力りよくを醸かもし出している。理知的な碧あおい瞳やその身体からだ全体から発せられている雰ふん囲い気きは、どこかミオを思わせた。

　二人が着ている装そう飾しよくのないフード付きのコートは、吐はく息も凍こおりそうな冷気を分厚い生地で跳はね返し、厚底のブーツはその上を歩く者を滑すべらせようと待ちかまえている氷の薄うす板いたを簡単に踏ふみ割れそうだった。

　そして男性の方が首に下げているのは、鈍にぶく輝く薄うす青あお色の鍵かぎだった。

「君たちは、フレリカの将校かい？」

　男性がニーアとフレイに臆おくする事なく訊たずねた。その声は変声期を迎むかえていない子供のようで、聞く者の耳にすんなりと染み込む心地よさがあった。

「私はフレリカ王国副軍師ニーア。後ろに居るのはフレイ・フォルク将軍よ」

　ニーアは男性の気品に吞のまれまいと思いながら返した。

「そうか、ではこちらも名乗らせて頂くよ。僕はヒノト、帝てい都とで処しよ刑けいされたエリューディン王の子なんだ。こちらは旧エリューディン王国近この衛え騎き兵へい隊隊長ベロニカ」

　ヒノトが紹しよう介かいすると、ベロニカは軽く会え釈しやくする。
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「エリューディンの……そんな人達が、どこから現れたの？」

「あ、そうだね、そこから説明が必要だよね」

　ヒノトは紐ひもを通した胸の鍵を手にした。

「後ろの青い岩はアーティファクトで、透とう蒼そう岩がんというんだ。で、これは透蒼岩を開く為ための鍵なんだ。副作用セコンダリとしてしばらく鉱物を判別する力を失うけど、僕にとっては大した問題じゃないよ」

　そう説明して微笑むヒノト。

「それじゃあ、この岩の先には何があるの……ですか？」

　ニーアが訊ねると、ヒノトはじっとニーアの瞳を覗のぞき込んだ。

「君達が望む物。つまり、ここを出る為の通路がある」

　ヒノトは頷うなずいて、話を続けた。

「ニーアさん、僕らをミオ王女の許もとへ連れて行ってほしい。ミオ王女は僕らを助けにわざわざこの地まで来てくれたのだから、今度は僕らがフレリカを助ける番だと思うんだ」

　ニーアはそう語るヒノトの様子をくまなく観察していたが、その言葉に嘘うそはなさそうだった。仮に帝国の手の者だとしても、こちらにはフレイがついている。武器さえ取り上げてしまえば心配には及およばないだろう。

「わかったわ。ベロニカさんがこの場に武器を置いてくれるなら王女の許へ案内する」

　ニーアの言葉を受けて、ベロニカがヒノトに視線を送る。ヒノトが頷くとベロニカは腰からレイピアを抜き、そっと地面に置いた。

「これでいいかい？」

「結構よ。では、こちらへ」

　背を向けるニーアに、ヒノトは少し声に力を込めて言った。

「急いだ方がいいと思うよ。このままだと、ガーネ山さん道どうのフレリカ軍が危ない。あそこを抜けられたらランカスタもルナリムも時間の問題だろうから」

「何ですって!?　……わかったわ、急ぎましょう！」

　ニーアはヒノトを連れ、地下室からミオがいる応接間まで案内した。

　その途中、フレイが窓から何かを目にして、再び足を止めた。

「ちょっとフレイ、何やってんのよ！」

　ニーアが叫ぶ。

　だが、フレイは窓の外から目を外さなかった。

「軍師ちゃん、先に行ってくれ」

「はあ？　さっさと来なさいよ!?」

　ニーアは頬を膨ふくらませ、ヒノトと共に応接間へと向かって行った。

「ひょっとして、さっきのもあいつか？」

　先程、同じようにその窓から眺ながめた時には何もなかった。

　だが今は、目線の先にとある一群があった。

　雪に覆おおわれ、人が立ち入れない程の急きゆう斜しや面めんで、獣けものの群れが静かに立ち止まっている。

　その先頭で、身体も角も、後ろに従う獣達よりひと回り大きくて目立つ、巨きよ大だいな牛のような獣がフレイの方をじっと睨にらんでいた。遠目からははっきりとわからないが、モンスターのようなオーラは、その一頭から発せられていた。

「何だありゃ？」

「ガーネカモシカの絶対王、ワーネスだ」

『うぉわっ！』

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、思わず身体を震ふるわせるフレイ。

　声の主ぬしは、ヒノトの従者ベロニカだった。

「お、驚おどろくじゃねぇかよ。あんた、ご主人様についていかなくていいのかよ？」

「ワーネスは数年前、エリューディン自じ慢まんの兵科〝ガーネカモシカ騎兵〟の前に忽こつ然ぜんと現れ、当時のカモシカ王を圧あつ倒とう的な力でねじ伏ふせ、騎兵として従えていたカモシカ達を全て奪うばい、消えていった」

　ベロニカはフレイの言葉を無視し淡たん々たんと語る。

　フレイはかちんときて、そんなベロニカに鋭するどい視線を向けた。

「ふーん。だから帝てい国こく侵しん攻こうの時、エリューディン最強の部隊といわれたガーネカモシカ騎兵を出せなかったのか？」

「そうだ。この国に私とガーネカモシカ騎兵があれば、帝国軍に後おくれは取らなかった」

　ベロニカが、フレイの視線を真っ向から受け止める。

　赤い瞳に、フレイの顔がくっきりと映っていた。

「じゃあよ、あのワーネスって奴やつを押さえ込めば、その他のカモシカどもも、また言う事を聞くようになるんだな？」

「……余計な事は考えない方が身の為だ。これまで何人もの戦士がワーネスに挑いどみ、誰だれ一人として無事に戻もどってはこなかった」

「へえ」

　フレイはもう一度、カモシカの王ワーネスに目を向けた。

「フレリカ王国のフレイ・フォルク将軍。かつて反帝国軍リヴェラルウィングにあって、千人斬ぎり将軍と呼ばれた猛将だな」

　ベロニカはフレイの前に、静かに手を差し出した。

「私は旧エリューディン王国近衛騎兵隊隊長、ベロニカルス・リューだ」

「べ、べろ……？」

「ベロニカでいい」

　はあ、と嘆たん息そくして歩き出すベロニカ。がしゃり、がしゃりと甲かつ冑ちゆうの音が響ひびいた。

「さあ行こう。お前達がここにいる間に外は大変な事になっているぞ」

「何？」

　がしゃり。ベロニカの足が止まる。そしてフレイに事態の重さを告げた。

「モロのフレリカ軍……天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートが、帝国の天竜姫テユリオンユミカ・ローレンツに敗北した。フレリカ王国はモロ、ヒューレ、そして王都ルイユノークを悉ことごとくユミカに奪われ、現在ルナリムとランカスタに退たい避ひしている」

『な、何だと!?』

　シエルが敗やぶれた。

　その事実を素直に受け止めきれぬまま呆ぼう然ぜんとするフレイを置いて、ベロニカは再び歩き始めた。




　ディアナ城、応接間。

　遅おくれたフレイが慌あわてて部屋に飛び込むと、ベロニカが語った事をヒノトがミオ、ニーアに話した直後だった。

「そ、それでシエルは……エナやマギーらは無事なのですか？」

　ミオもニーアも、さすがに蒼そう白はくとなっている。

　ヒノトはミオらの心痛を察しながら、重々しく口を開いた。

「フレリカ地方の諸将は皆みな、ルナリムに逃のがれたそうですが……何者かがフレリカを裏切り、元ゼルバーグ王国大将軍アルバーノ・ザグロニア殿どのが戦死、軍師シエルも負傷したとか」

「！…………」

　ずん、とフレリカの者達の両りよう肩かたに、見えない重しがのったようだった。

「おっさんが……死んだだと？　嘘だろ？」

　フレイの身体が小刻みに震え、顔から血の気が引いた。

「それにシエルが怪け我がを？」

　ミオが力なく、視線を落とす。

「ザグロニア将軍……何て事、フレリカにとっては計り知れない損失だわ。それに、裏切り者？」

　ニーアは難しい顔をして、そう呟つぶやいた。

「悲しんでいる暇ひまはありません。現在、ガーネ山さん道どうには兵一二〇〇〇を擁ようする帝国平北軍が攻せめ寄せています。マギー将軍がこれに当たっておりますが、もしここを突とつ破ぱされればランカスタ、ルナリムはあっという間に窮きゆう地ちに立たされるでしょう。いくら隘あい路ろで守りやすいとはいえ、それが起こるのは時間の問題です。そこで……」

　ヒノトは力を込めて、ミオとニーアに進言した。

「我らは旧エリューディン軍の兵二〇〇〇を集め、フレリカ軍と合流すべく待機させています。ここにいるベロニカと共にフレリカの麾き下かに加えて頂ければ、ガーネ山道までご案内しましょう。あの隠かくし通路を使えば帝国平北軍の背後を取れます」

『!?』

　名前を挙げられて、ミオに片かた膝ひざを突くベロニカ。

　その提案にいち早く反応したのは、ニーアだった。

「ヒノト殿。あなたはエリューディンの王族でしょう。フレリカ軍にエリューディン兵を入れるという事がどういう事か、おわかりなのですか？」

　ニーアの問いに、ヒノトは静かに目を閉じて答えた。

「当然です。熟考を重ねた末、我らエリューディンは王国再興を断念しました。帝国にどれだけ搾さく取しゆされようとも、命を落とすよりはいい。ずるい考え方かもしれませんが、地の底に閉じ込められ、長い間陽光を見る事すら禁じられた我らには、もう戦う気力が残っていないのです」

　その口調、その表情は平静を装っているものの、ヒノトの拳こぶしは固く握にぎられていた。

「故ゆえにエリューディンが出来る事はここからフレリカの皆みな様さまを外に出し、まだ戦意を失っていない二〇〇〇の兵とその将ベロニカを協力させる事くらいしかありません」

　苦く渋じゆう。まさにその単語が相応ふさわしいような言葉だった。

　二〇〇〇といえばシエルやエナがフレリカ再興を決意して帝国を脱だつ出しゆつした時の人数よりずっと多い。なのにその将兵をフレリカに託たくすという事は、エリューディンはもう帝国と真っ向から戦えない状態なのだと容易に想像出来た。

「しかしエリューディンの再興を諦あきらめるとは、少々決断が早すぎるのではないですか？」

　ミオが言うと、ヒノトは力なく首を振ふった。

「帝国の四将、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルはエリューディン再興の意志を秘めた者を次々と炙あぶり出し、容よう赦しやなく処しよ刑けいしました。そんな帝国に対し何度か反乱を起こしましたが、レンギルは待っていたかのように軍を動かし、徹てつ底てい的に反乱を力で押さえ込んだのです」

　反乱を起こす度たびに、罪なき人が巻き添ぞえにされる。ヒノトはその光景を何度も目にし、自分から反乱を起こさぬよう民たみを説得した。

　そんなヒノトを優しき王子と見る民もあれば、腑ふ抜ぬけの王族と蔑さげすむ者もいた。

「エリューディンの民は元々争いを好まず、鉱石相手に一日を過ごす事に喜びを見み出いだす者が多い。故に、戦う意志がある者達はフレリカで存分に働けばいい。それはこちらとしても、有り難がたい事なのです」

　ヒノトの懇こん願がんに、後方でベロニカと共に話を聞いていたフレイが発言した。

「ちょっと待ってくれ王子さんよ。ここにいるベロニカはかなり強つえぇだろ。こいつがいれば帝国征西軍ともまともに戦えたんじゃねぇのか？」

　ヒノトは驚きで目を見開き、フレイに目を向けた。

「あなたはベロニカと刃やいばを交えたのですか？」

「そういう訳じゃねぇけど、わかるんだよ。こいつからは並外れた武の匂においがする」

　フレイの感覚的な嗅きゆう覚かくは、時として周囲を驚かせる事があった。武に関して、フレイの言う事は当てになるのだ。

　ベロニカは片膝を突ついたまま、皆に向かって話した。

「私は訳あって国を離はなれており、エリューディンに戻ったのはつい最近なのだよ。私は帝国と戦いたい。その志こころざしを共にしてくれる兵が二〇〇〇人もいてくれたという事だ」

「ほう、じゃあベロニカ、あんたぁエリューディン軍じゃなくてよ、フレリカ軍として働く覚かく悟ごがあんだな？」

「既すでに結論は出ている。エリューディンの民として、帝国軍から我らを解放して下さるという皆様のご温情に応こたえるべく、私は兵を集めてガーネ坑こう道どうで皆様を待っていたのだ」

　銀の髪かみが、はらりと頬ほおにかかる。瞳ひとみには強い意志が宿り、身体からだ全体から怒ど気きが噴ふき出しそうだった。

　ミオとニーアは頷うなずき合った。

「エリューディンのご意志、このフレリカ王女ミオがしっかりと受け止めた。ニーアとフレイは城内のフレリカ兵をまとめ、中庭に待機させよ。準備が出来次第、順次ヒノト殿とディアナ城を脱出する。ベロニカは我らと共に、帝国軍と戦おうぞ！」

「「ははっ！」」

　フレイとベロニカは頭こうべを垂れ、急いで部屋を出て行った。

　だが、ニーアだけは片膝を突いたままその場に留まっていた。

「？……ニーア、何かあるのか？」

　ニーアは床ゆかに視線を落としたまま、ミオとヒノトに告げた。

「お二人に、大事なお話がございます」

「何だ？」

　そう答えるミオに、ニーアはそのまま話し始めた。

「ザグロニア将軍がガーネ山さん道どうを離れ、軍師シエルがルナリムにある現状を考えますと、おそらくここのフレリカ軍がガーネ山道に出る頃ころには、帝国平北軍に山道を突破されているでしょう。更さらに軍師シエルは、この帝国平北軍一二〇〇〇を迎むかえ討つのにランカスタ城での戦いは選ばず、野戦で決戦に挑むはずです。そこで……」

　ニーアは二人にある策を提案した.

　だが、その話を聞いたミオは血相を変えて叫さけんだ。

「いかんぞ、そんな策を認める訳には──」

『この策はフレリカを救う為ために必要な事なのです！　何があろうと、認めて頂きます』

　ニーアの強い口調と決意に、ミオは身体を震ふるわせた。

「確かにミオ様がガーネ山道に現れたとなれば平北軍は踵きびすを返すだろうが……」

　ヒノトも、険けわしい顔つきだった。

「ここにいる三百人長の中から二人、護衛としてつけます」

「三百人長とは……せめて将軍級の将でなければ、護衛にならないのでは？」

「フレリカ軍の将軍マギーもついこの間まで三百人長でした。それにこの策は平北将軍ベルガーをフレイ将軍とベロニカ殿で討つものです。首しゆ尾び良よくいけば問題ありません」

「首尾良くいかなければ？」

「その時は、命を懸かける事になりましょう」

　ヒノトはあっさりと答えるニーアに唖あ然ぜんとし、ミオと視線を交わした。

「お二人に申し上げます。この度の帝国軍の侵しん攻こうはミオ陛へい下かのお命が最大の目的で、次に軍師シエルの首なのです。故に、ベルガーは陛下がガーネ山道に現れたと聞けば、絶対に兵を向けてきます。大軍が動くのに不向きなガーネ山道におびき寄せ、ベルガーを返り討ちにするのです。それが軍師シエルとフレリカを救う唯ゆい一いつの策であると考えます！」

　シエルを救う。その言葉が、ミオの心に深く突き刺ささる。身体が震えそうになるのを堪こらえつつ、ミオは真しん剣けんな表情を作って上じよう申しんするニーアに言った。

「だが、その策は一歩間ま違ちがえれば……命はないのだな？」

　場が、しん、と静まりかえる。そんな中、ニーアは静かに頭を垂れて言った。

「ですが、この策なら確実にフレリカを救えます。後は、陛下のお心次第です」

　その言葉で、ニーアがこの策に全てを懸けているのが伝わってきた。

　ミオはニーアの肩かたに手を置いて、嘆息しながら言った。

「詳くわしく聞こう」

　その瞬しゆん間かん、ニーアは顔を上げ、晴れやかに叫んだ。

「ありがとうございます！」

　ミオとヒノトは、満面の笑みで応えるニーアに、かける言葉が見つからなかった。




　それから数時間後、ディアナ城にいたフレリカの将兵は直ただちに中庭に集められた。

　二〇〇〇近いフレリカ兵は白い息を吐はきながら整列し、壇だん上じようにあるミオ、ニーア、フレイ、ベロニカ、ヒノトに目を向けていた。

「勇ゆう敢かんなるフレリカの諸君。まずお前達に言っておかねばならない事がある！」

　ミオが声を張り上げた。

「現在、外ではフレリカの防衛軍が敗れ、王都ルイユノーク、ヒューレ、モロの三都市が帝国の手に落ちた！」

　ざわざわ、とどよめく兵士達。単純に考えれば、王都を失った時点で滅めつ亡ぼうと同義なのだから、無理もない事だ。

「だがしかし！　フレリカの主力はここにある。かくなる上は我らの手で帝国平北軍と戦い、このエリューディンの地に新たなフレリカ王国を建てるぞ！」

　ざわめきは、より一層大きくなって辺りを騒さわがせた。

「幸いにもエリューディンの王子ヒノト殿とベロニカ殿が、二〇〇〇のエリューディン兵を集めて我らを待っている。我らとエリューディンが力を合わせ一いち丸がんとなれば、帝国軍など恐るるに足りん。これから我らはベロニカ殿の案内でガーネ山道に向かう。そこから帝国軍の背後を襲おそい、ランカスタの兵と共きよう闘とうして平北軍を殲せん滅めつする。準備はいいか！」

『おおおおおおおおおっ！』

　フレリカ兵は雄お叫たけびを上げ、武器を叩たたいて鳴らし、ミオの言葉に応えた。

「よし。これより我が軍は二列縦隊でガーネ坑道に入る。出発は一時間後だ。準備を怠おこたるな！」

『『ははっ！』』

　一同が、壇上のミオに拝礼した。

「なお、軍師ニーアには五〇〇の兵を預ける。ヒノト殿に協力を仰あおぎ、ガーネ鉱山に囚とらわれているエリューディンの民をここへ救出させよ。その中から兵を雇やとい、早々に橋を復旧し、ランカスタに向かえ！」

「ははっ！」

　苦々しい面おも持もちでそう命じるミオに対し、ニーアは凜り々りしく返事をした。




　かくして、ディアナに閉じ込められたフレリカ軍の脱出が始まった。

　この行動が後の戦せん況きように大きな影えい響きようを与あたえる事を予見出来ていたのは、この中では軍師ニーアただ一人だった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　シエルが傷ついた身体に鞭むち打うってランカスタに向かい、ミオらが暗く狭せまい坑道に入って行った頃、ガーネ山道ではザグロニアの後を引き受けたマギーが必死に帝国平北軍の侵攻を食い止めていた。

　三重の柵さくを巡めぐらせ、帝国平北軍の猛もう攻こうに長なが槍やりと弓矢で応戦する。フレリカ軍から見て右手は崖がけ、左手は切り立った岩がん壁ぺきになっており、攻せめる側からすればこれ程やりづらい地形はなかった。

　ここまでフレリカ軍は十倍近い帝国平北軍相手に一歩も引かない戦いを繰くり広げており、指揮官がザグロニアからマギーに代わってもその状じよう況きようは変わらなかった。マギーはモロの戦いで傷を負っていたが、ガーネ山道が破られればフレリカは圧あつ倒とう的に不利となる事を理解しており、気力を振り絞しぼって前線に立っている。

　元々マギーはその容姿からは想像できない程思し慮りよ深ぶかく、危機を察知する能力を持つ将である。少々甘い面があって中々その能力を活かす事が出来ないでいたが、副将バスケスを失ったメリッサの戦いで眠ねむれる才能が開花し、ついには帝国の四将、征せい西せい将軍レンギルを討つに至った。

　そこまで成長したマギーだからこそ、ザグロニア将軍の訃ふ報ほうに胸を痛めた。

　ルナリムの森で帝国大軍師ユミカがシエルを包囲すると読んだマギーは、この苦境を打開できるのは自分ではなくザグロニア将軍だけだと判断し、このガーネ山道に自らやって来た。包囲されたシエルやエナを救うには、ザグロニア将軍が持つ武人としての心意気とアーティファクトが必ひつ須すだと考えたのだが、その結果、フレリカは歴戦の勇将を失った。

　あの時、ザグロニア将軍に助けを請こわず、自分が向かっていれば良かったのではないか。そんな思いが、いつまでもマギーの両りよう肩かたに重くのしかかっていたのだ。

　せめて今のマギーに出来るのは、ザグロニア将軍の代わりにここガーネ山道を死守する事だけだ。

　だがマギーは今、その帝国平北軍にかつてない脅きよう威いを感じ取っていた。これまで何度か帝国兵と矛ほこを交えたが、彼らの戦い方は攻めるぞ、と見せかけて深入りはしてこない。しかも肝かん心じんの平北将軍ベルガーが未だに姿を見せないという、よくわからないものだった。

（何かを待ってるですね）

　マギーは足に穿はいた爪そう甲こう沓とうの刃に目を落とし、吐いた息で手を温めた。

　ガーネ山の朝は冷え込む。特にこの日はガーネ山を頻ひん繁ぱんに覆おおっていた霧きりもなく、空は快晴だったせいか、身を切るような寒さがフレリカ兵を襲っていた。

「……来たです！　全員、配置につけ！」

　マギーの声で火に当たって暖を取っていたフレリカ兵が、一いつ斉せいに弓矢と長槍を手にして持ち場につく。いつものように、ざん、ざんと、山道に降り積もった雪を押おし潰つぶしながら、帝国平北軍がフレリカ軍の柵に攻め寄せてきた。

　だがその姿は無意味に声を張り上げ、がむしゃらに突つっ込んできた昨日までとは、まるで違ちがう重みがあった。真っ赤な鎧よろい兜かぶとが、雪の白と岩の灰色を背景に浮うかび上がる。その軍の中央に、天高く掲かかげられた赤の布地に北の文字がある。

　ついに帝国四将筆頭、アルベルト・ベルガーが出て来たのだ。

　その威い容ように、フレリカ兵は思わず息を吞む。

　目の前で帝国平北軍の兵が左右に分かれ、手にした武器を地面に打ちつける。まるで兵を鼓こ舞ぶする楽器のように打ち鳴らされる高らかな音に、平北軍兵は心を高こう揚ようさせた。

　その中央から一ひと際きわ大きな歓かん声せいに包まれ、騎き兵へいが二つ前に出て来た。

　一人は一見してこれがベルガーだと理解できた。騎き乗じようしているので正確にその体たい躯くはわからないが、低く見てもフレイと同等かそれ以上あり、盛り上がった筋肉には、計り知れない力が秘められている。逆立つ太い赤茶色の眉まゆは、自身のオーラで燃え上がっているかのようで、手には刃は元もとの部分に赤い布が巻き付けられた巨きよ大だいな槍が握にぎられていた。

　そしてもう一人は小こ柄がらな老人だ。白くなった眉も髭ひげも短く整えられ、年老いてはいるが端たん整せいな顔立ちだった。だが、目つきと緩ゆるい微笑ほほえみを浮かべる口くち許もとが、どうにも不快感を与える。この人物も、ただの老人ではないとマギーはすぐに看破した。

「往おう生じよう際ぎわの悪いフレリカの犬どもに告ぐ！」

　地鳴りのようなベルガーの声が、フレリカ兵の意識を強引に彼に向けさせた。

「先程、我が帝国の大軍師、天竜姫テユリオンユミカより連れん絡らくが来た！　モロで激げき突とつした我が軍は、天昇虎カルーデイアの軍師シエルを完かん膚ぷ無なきまで打ち破り、貴様等の王都と拠きよ点てんを全て陥かん落らくさせた！

　つまり貴様等はもう国を滅ほろぼされた遊軍に過ぎん。早々にここを去り、家族の許へ帰れ。それでもここに残って我らに矢を向けるならば、容よう赦しやなく紅べに鴉がらすどもの餌えさにしてくれる！」

『!?』

　王都陥落。それはこの地で奮ふん闘とうするフレリカ兵の心をへし折った。

　数に劣おとるフレリカが帝国と五ご分ぶに戦うには、気力で勝まさるしかない。マギーはこの状況を恐おそれて、あえて王都陥落の事実を兵に伝えなかったのだ。

「ようやく出て来たですねベルガー！　征西将軍レンギルを討ったこのマギー・バイパーが、あんたの首も叩き落としてやるですよ！」

　おおお、とマギーの背後から兵の声がする。だがその声量は明らかにこれまでとは違ちがい、低くて少なかった。

「レンギル如ごとき老いぼれとこの俺を、一いつ緒しよにするな」

　ベルガーが口を開くと、まるで空気が三倍くらい重くなった気がした。

　そんなベルガーの隣となりに、白はく髪はつの老人が馬を進めて口を開く。

「征西将軍レンギルは確かにある意味では帝国最強だったのう。じゃが、それに頼たよりきっておったから、お前如き小こ娘むすめにでなくともいずれ誰だれかにやられていたじゃろうて」

　老人がにいっ、と笑う。

「お前誰です？　ご老体はすっこんでろですよ」

　マギーが意気込むと、老人は顎あごをさすりながら高らかに笑った。

「そうかそうか、ワシを知らんか。ならば自己紹しよう介かいしてやるわい」

　老人はそう言うと、マギーに向かって声をあげた。

「ワシは帝国平北軍軍師、オリバー・ブリックじゃ。ようやくユミカから進しん撃げき命令が下ったからの、今日は容赦なくやらせてもらうぞ」

「…………！」

　マギーはオリバーの言葉に、妙みような引っかかりを覚えた。

　ようやく進撃命令が下った。

　つまり今までは、進撃してはならないと命令されていた事になる。

「老師、少しお下がりを。巻き添ぞえを喰くらいますゆえ」

　ベルガーが丁てい寧ねいに言うと、オリバーは馬を反転させた。

「では、ワシは後こう陣じんにおるでな。ベルガー殿どの、ここを突とつ破ぱしたら一〇〇〇の兵を上じよう山さん道どうに向けられよ。それで上も片付くでな」

「はっ」

　オリバーが後方に下がっていくと、ベルガーはその後ろ姿に軽く頭を下げる。

　その姿は、まるで主従のようだった。

「では、そろそろ始めようか」

　オリバーに向けた真しん摯しな眼まな差ざしから一転し、ベルガーの瞳ひとみに狂きよう気きが宿る。

　心なしか、ベルガーの周りにいる兵士達の顔色も変わっていた。

「い、今までは、手加減していたですか!?」

　ただならぬ雰ふん囲い気きを察知したマギーが、思わずそう呟つぶやいた。

「まあな。我らの役目はこの地でフレリカ王女ミオか、天翔虎カルーデイアの軍師シエルを討つ事だからな。ユミカがここにシエルを閉じこめるのを待っていたのだ。そして──」

　ベルガーは手にした円えん月げつ刀とうを振ふり、刃元に巻き付けられた布を広げて高く翳かざす。

　それはただの布ではなく、旗だった。

「まさか、あれが!?」

　マギーの顔色が、一変した。

「察しがいいな小娘。そうだ、これが俺のアーティファクトだ」

　ベルガーが不敵な笑みを浮かべる。マギーは全身を、まるで液状モンスターが這はいずっているかのような強きよう烈れつな不快さを感じた。

「レンギルの卸おん浄じよう咎きゆうが最強クラスの破は壊かい力を持ったアーティファクトならば、俺のこれは最強の軍隊を作り出す。覚かく悟ごはいいか、フレリカの犬どもよ！」

　ベルガーが槍を振るうと、真っ赤な旗が金色に輝かがやいた。

「やばいです！」

　マギーがそう叫さけんだ次の瞬しゆん間かん、ベルガーの旗から目映まばゆい光が放たれた。

『呼び起こせ。アーティファクト〝戦せん勝しよう旗き〟』

　カッ、と旗から一際強い閃せん光こうが放たれる。

　次の瞬間、平北軍の兵士らの体が、輝く鱗りん粉ぷんのようなものに包まれる。兵の顔から全ての表情が失われ、獰どう猛もうな怪かい物ぶつのように目を光らせた。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　前線にいた帝国平北軍、その数二〇〇〇。

　その全員が人とは思えぬ雄お叫たけびを上げた。

　その声が大地を揺ゆらし、積もった雪を吹ふき飛ばす。

　狂戦士と化した帝国平北軍二〇〇〇が、獲え物ものを求めて涎よだれを垂らした。

「ひッ……」

　フレリカ兵の誰だれ一人、帝国兵の変へん貌ぼうした姿に恐きよう怖ふ心しんを感じぬ者はなかった。

『狩かりの時間だ。行けい、栄えい誉よあるトーレ帝国の強兵達よ！』

　ベルガーが命じると、帝国兵らは雄叫びを上げながらフレリカ軍に襲おそいかかった。

「こ、後陣は矢を放て！　長槍隊、応戦するです！　相手がどう変わろうが人は人です。これまで通り防衛していれば簡単には崩くずれないですよ！」

『ははっ！』

　マギーの命令で、直ただちに堅けん陣じんが布しかれる。フレリカ軍には三重の防ぼう護ご柵さくがあり、ここまで帝国平北軍を一騎も寄せ付けなかった長槍隊も健在だ。

　弓隊が矢の雨を降らせ、長槍隊が無防備に突とつ撃げきしてくる帝国兵を迎むかえ撃うつ。

　だが、今回の帝国平北軍の攻こう撃げきは、これまでとはまるで違っていた。全身に矢を受け、槍で身体からだを貫つらぬかれても、帝国兵はまるで傷一つ負っていないかのように平然と前進を続ける。その目に恐きよう怖ふや迷いは一切無い。

　やがて帝国兵がフレリカ軍の柵まで到とう達たつすると、力任せに柵を矛で撫なで払はらい、引きちぎり、蹴けり飛ばす。あっという間に三重の柵はただの木片と化し、フレリカ軍と帝国軍を隔へだてる物が無くなった。

　前線が崩ほう壊かいすると、後はなし崩しだった。

　あっさりと潰かい走そうするフレリカ軍。

　こうなると、もはや立て直しは不可能だった。

「く……後軍はボクがやる。退ひけ、全軍退たい却きやく！　長槍隊三〇〇、味方を逃にがす事を最優先とし、敵を食い止めろっ！」

「ははっ！」

　マギーは馬上から異様な帝国兵を斬きりながら叫び、一人でも多くの兵を逃がそうと奮闘する。だが帝国兵はマギーに身体を斬られても、腕うでを飛ばされても、その足を止める事はなかった。

「な、何ですかこいつらは！」

　困こん惑わくしつつも、マギーは足を振り上げて帝国兵の首を次々と刎はねた。マギーは蹴しゆう爪そう術じゆつという武術の達人で、刃が付いたブーツを武器に、男勝りの斬撃を繰くり出す。

　そんなマギーにしてみれば、闇やみ雲くもに突っ込んでくる帝国兵の首を狙ねらうのは容易だった。

　さすがに首が胴どうから離はなれて生きていられる生物はいない。マギーは帝国兵を斬り伏ふせつつ、長槍隊と連れん携けいしてゆっくりと退いていく。

　その間に後方の弓隊は、全力でランカスタ方面に逃げていった。

「逃がすなァ！　追え！　四し肢しがちぎれても敵を倒たおせ！」

　ベルガーが叫ぶと、帝国兵は目を剥むき出してマギーに襲いかかった。

　帝国兵は、完全に正気を失っている。マギーはさざ波のように襲いかかってくる帝国兵を斬りながら、兵士をこんな状態にして敵に突っ込ませたベルガーに激しい怒いかりを感じ、同時にかわいそうな帝国兵に対してはいたたまれない気持ちになって胸を痛めた。

「ベルガ───────！　お前が出て来いですよ──────ッ！」

　マギーの怒りが爆ばく発はつする。だがベルガーは、したり顔でそんなマギーに言ってのけた。

「我こそは帝国四将の筆頭。貴様如き小物と交まじえる刃は持たんな」

「ッ！！！」

　言葉にならない激情が、マギーの全身を駆かけ巡めぐる。

　だがマギーは怒りにまかせて無理に突撃を敢かん行こうし、大敗を喫きつした過去がある。その時の屈くつ辱じよくが瞬しゆん時じに脳のう裏りを過よぎると、今すぐベルガーと一いつ騎き討うちに持ち込んでその首を叩たたき落としてやりたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえ、馬の頭を返して退いていった。

「見ろォ、フレリカの小娘将軍が、我が軍の武ぶ威いに飲まれて尻しりを振っているぞ！」

　ベルガーの口くち汚ぎたない挑ちよう発はつに涙なみだが出そうな程の怒りを覚えたが、それでもマギーは全軍を退却させた。

　もう二度と、あの時の失敗は繰り返さない。王女ミオと義兄シエルの信しん頼らいを裏切り、副将バスケスを失ったマギーは、迫せまり来る帝国兵を長槍隊と連携しながら巧うまくいなし、見事な撤てつ退たい劇を演じて見せたのだった。




「ほォ、妙だな」

　ベルガーは軍師オリバーからの情報で、あのメリッサ城の戦いを伝えられていた。

　フレリカのマギー・バイパーは征西将軍レンギルの挑発に乗って深入りし、その時のフレリカ軍の半数を失うという大敗北を喫した。故に少々挑発すれば無む謀ぼうな決戦を挑いどんでくると踏ふんでいたのだが、予想に反してマギーは退却を選んだ。

「ふん、少しは成長しているという事か」

　ベルガーが戦せん勝しよう旗きを振り上げると、展開した時とは逆に円えん月げつ刀とうの柄えにくるくると旗が巻き付いた。帝国兵らは戦勝旗の影えい響きようから解き放たれて意識を戻もどしたが、同時に恐怖心や激痛までも蘇よみがえってきた。

　あちこちで倒れ、悲鳴を上げて悶もん絶ぜつする帝国兵を後しり目めに、ベルガーが叫んだ。

「ザナーク、イザベラぁ！」

　名を呼ばれ、二人の将が後方から馬で駆けつけた。

　一人は女性で、気の強そうな目をしていた。赤い甲かつ冑ちゆうに身を包み、背中には巨きよ大だいな刀を背負っている。もう一人はベルガーにも匹ひつ敵てきする程の大おお柄がらな男で、顔中傷だらけだった。禿とく頭とうで、髭ひげを首元まで伸のばしている。その男の後ろには食料を積んだ荷駄が付いてきていた。

　二人は帝国平北軍の副将を務める猛もう将しようである。

「お呼びで？」

　女性が短く言うと、ベルガーは前方を指さした。

「おう。ザナークは逃げていったフレリカ軍を追え。イザベラはこの道を完全に制圧し、拠きよ点てんを築け！」

「「ははっ！」」

　ザナークとイザベラはそれぞれ隊たい伍ごを整え、進軍の準備を始める。その間、ベルガーは幕ばく舎しやに戻りザナークが持って来たパンやチーズ、ワインなどを貪むさぼるように食べた。

　最強の軍隊を作り出すアーティファクト、戦勝旗。その副作用セコンダリは、強烈な空腹だった。

「はっはっは、相変わらずきつい副作用セコンダリだのうベルガー殿」

　運ばれてくる食べ物を貪り食らうベルガーの許に、オリバーがやって来た。

「これは老師、お見苦しいところを」

　そう言いつつ、ベルガーは厚切りのベーコンを口に運んでいた。

「構わんよ。それより、新たな情報が入ったぞ。大軍師ユミカにやられた天翔虎カルーデイアの軍師シエルが、この先にあるランカスタに入ったそうじゃ」

「ほう……」

　天翔虎カルーデイアの軍師と聞いて、ベルガーの手が止まった。

「このままランカスタに進軍すれば、待ち受けているのは天翔虎カルーデイアという事ですな？」

「そうじゃな。そやつとの戦いは避さけられまい。ワシらがランカスタを落とせば、もうこの辺り一体は帝国平北軍のものじゃからのう」

　オリバーはテーブルの上にあった空のグラスを手に取り、ワインを注いで一口飲んだ。

「じゃが、ユミカからこうも言われておる。フレリカの滅めつ亡ぼうは、天翔虎カルーデイアか王女ミオの首を持って成されると。その意見には同感じゃ。何せあやつ、前もって準備をしていたとはいえたった数百人から反乱を始め、一時でも西フレリカを奪だつ取しゆした男じゃからな」

　オリバーの言葉に、油断や慢まん心しんはない。

　率直にシエルの行動を分ぶん析せきし、手て強ごわい相手だと認識しているようだった。

「では老師、我が軍が次にやるべき事は何でしょう？」

　ベルガーが敬意を込めて、オリバーに訊たずねた。

「先にベルガー殿が言った通りで良い。まずはこのガーネ山さん道どうを制圧し、退路と補給路を確保する事が先決じゃ。その上で、ランカスタから討って出て来るフレリカ軍を一気に殲せん滅めつする。ここで平北軍は一五〇〇ほど兵を減らしたが、まだ一〇〇〇〇はあるからのう」

「討って出る？　まさか、天翔虎カルーデイアは我らに対して野戦で臨のぞんでくるというのですか？」

「間ま違ちがいない」

　オリバーは、再びワインを口にして断言した。

「我らは一〇〇〇〇。対してフレリカは多く見積もってもその半分でしょう。なのに野戦なのですか？　勝ち目がない事くらい天翔虎カルーデイアは理解していると思うのですが」

「あやつらにとっては籠ろう城じようした方がもっと危険じゃよ。ランカスタを包囲するのは五〇〇〇程度もあれば可能じゃ。残りの兵でルナリムやディアナに通じる道を封ふう鎖さすれば、こちらの勝利は揺るぎないものになるからの」

「なるほど、確かに仰おつしやる通りです」

　まるで晩ばん餐さん会の時の世間話のように軽く話すオリバーだったが、そこには深い知識と経験に基づく論理が込められており、ベルガーはただ舌を巻くばかりだった。

「それにユミカはこの状じよう況きようをも想定し、密ひそかに伏ふく兵へいを用意しておる」

「伏兵？　それは一体？」

　ベルガーの言葉に、オリバーは思わず声を上げて笑った。

「お主ぬしですら忘れている程、ちっぽけな伏兵なのじゃが……この局面で見み逃のがせば、致ち命めい的な仕事をする事になるぞ」

「誠に汗かん顔がんの至いたりでございます。その伏兵とは？」

「まだわからんか。フレリカ王女ミオをディアナに閉じ込め、その後、ずっと身を隠かくしておる者がおるじゃろうが！」

「……あっ！」

　ベルガーは、思わず膝ひざを叩いた。

　レンギル亡き後、このエリューディンの防衛を任されていたシュルツ将軍である。

「シュルツは策を成功させた後、三〇〇程度の兵でランカスタ付近の洞どう窟くつに身を隠しておる。天翔虎カルーデイアが討って出るとすれば、おそらくフレリカ全軍を率いて城を出るじゃろう。その隙すきを突つき、シュルツにランカスタを陥かん落らくさせるのじゃよ」

「おお、おおお……」

　鳥のもも肉を獣けもののように食いちぎり、オリバーの話に耳を傾かたむけるベルガー。まさかこの局面で、たった兵三〇〇のシュルツが決定的な存在になるとは予想も出来なかった。

「さすがは先の大軍師ディオラ様を陰かげで支えたお方。恐おそれ入りました」

　素直に頭を下げるベルガー。

　オリバー・ブリックはベルガーの言う通り、ディオラの影となって様々な戦場で戦果を上げた名軍師である。ところが誰だれにでも思った事を平気で口にする性格が災わざわいし、皇こう帝ていの逆げき鱗りんに触ふれて西の田舎いなか都市ハニーメンサへ左さ遷せんされた。

　そこに目をつけたのがハニーメンサを治めていた平北将軍ベルガーである。ベルガーは常々、円えん月げつ刀とうを振ふるう腕では誰にも負けないが、戦術で劣おとっている事を自覚し、良き軍師を求めていた。

　ベルガーはたった一人で城を飛び出し、懇こん願がんしてオリバーを軍師に迎むかえ入れた。以後、帝てい国こく平北軍はオリバーの策を用いて次々と戦果を上げ、帝国四将まで上り詰つめた。

　故ゆえにオリバーに対する信頼は絶大であり、オリバーもベルガーをよく助けていた。

「こんな策でワシを褒ほめるなベルガー殿どの。そもそもこの策はワシのものではないしの」

「は……は？」

　オリバーの言葉がうまく飲み込めず、困惑するベルガーに、オリバーが告げた。

「これは全て天竜姫テユリオンユミカの立案じゃ」

「何ですと!?」

　ベルガーは、思わず唸うなった。

「さすがは大軍師に抜ばつ擢てきされるだけはある……見事なものだ」

　オリバーはそう口にするベルガーに、口許を緩ゆるめて言った。

「じゃがワシはのう、この策は失敗すると見ておる」

「は？」

「相手が並の軍師であればこの策で詰みじゃが、これまでの天翔虎カルーデイアを見ていると、この程度の策をあれが見逃すとは思えんのじゃ」

「という事は、シュルツは……」

　手にしたワイングラスをテーブルに戻し、オリバーが首を振った。

「将を失うのは痛手じゃが、これはお主の責任ではない。今は当面の敵、天翔虎カルーデイアの首を取る事に全力を注ぐべきじゃろうて」

　そう言い残し、オリバーは静かに幕舎を出て行った。




　その頃ころ、マギーはベルガーの戦勝旗の効果が切れ、混乱に陥おちいっている帝国兵を後しり目めに、ガーネ山さん道どうの中で最も狭せまい場所まで逃にげて来ていた。

　そこでマギーは振り返り、後を追って来るであろう帝国軍に相対する事にした。

　この辺りは昨晩降った雪が残っている為ため、馬を勢いよく走らせると崖がけ下したに転落する恐れもある。まさに、少数で追っ手を凌しのぐには丁度いい場所だった。

「誰か、ガーネ山道の守りが破られた事をランカスタに知らせ、上じよう山さん道どうにいるアンバーにも撤退するよう伝えるです。その他の者は出来る限りここで平北軍を食い止めるですよ」

「ははっ」

　マギーの命令を受け、二人の兵が騎き乗じようして駆けていった。

「将軍、我らもこのまま逃げた方がよろしいのでは？」

　長槍兵の一人がそう進言したが、マギーは首を振り、力強い笑顔を見せた。

「このままボクらがランカスタに逃げれば、敵はすぐ上山道に兵を送るですよ。そうなればアンバーが逃げ場を失うです。それにこの先はカリューノン台地があるだけで、ランカスタまでは目と鼻の先。ここで時間を稼かせげば、きっとあにきが何とかしてくれるです」

　そう言い、手た綱づなを引いて振り返るマギー。

　背中の甲冑の隙すき間まから、かなりの量の血が湧わき水のように滲にじみ出ていた。

「しょ、将軍……これ程のお怪け我がを!?」

「こんなものは怪我に入らないです」

　誰の目にも、その言葉が強がりである事が理解出来た。

　マギーはこのガーネ山道に来る前、モロの戦いで奇き襲しゆう隊として僅わずかな兵で帝国大軍師ユミカの本ほん陣じんに突とつ撃げきを敢かん行こうし、その奇襲が失敗に終わった為、かなりの深手を負っている。

　何とかリンシア軍と合流してルナリムまで辿たどり着いたが、今度は義兄シエルがユミカの策によって窮きゆう地ちに立たされていたので、ここガーネ山道を死守していたザグロニア将軍に助けを請こい、今に至っている。

　つまりマギーはひと時も休む暇ひま無く戦場を駆かけ回り、戦い続けていたのだが、弱よわ音ねなど一切吐はかなかった。こんな小さな身体からだのどこにそれほどの強さが秘められているのか。そんなマギーの背中を目にしたフレリカ兵達は、互たがいに視線を交わして頷うなずき合う。

　何があろうと将軍だけは守る。その意志が三〇〇人の長槍兵全員に伝でん播ぱした。

「みんな、来たですよ」

　マギーが静かに告げると、前方からじわりじわりと進軍してくる平北軍の姿があった。

「ここなら兵は一気に通れないです。敵は定じよう石せき通り弓矢でボクらを攻こう撃げきし、怯ひるんだところに歩兵を突撃させるはずです。矢は盾たてで防ぎ、二重の陣じんで敵の足を止めるですよ！」

『おおっ！』

　フレリカ兵の一人一人が全力で声を張り上げ、その声量にマギー自身が目を丸くした。

　これは撤てつ退たい戦である。普ふ通つうは意い気き消しよう沈ちんし、まともに戦えるかどうかも怪あやしいのに、マギーの背中を守る兵達の目には力が漲みなぎっていた。

　頼たのもしい味方達に勇気を貰もらい、マギーの全身に再び力が巡めぐっていた。

　こうしてガーネ山道の戦いはフレリカ軍の前線が崩ほう壊かいした為にフレリカ軍の総そう崩くずれとなったのだが、その後のマギーとフレリカ兵の奮ふん闘とうで、半日も帝国平北軍をガーネ山道に足止めする事が出来た。

　そしてその間に上山道を封鎖していたアンバーを退たい却きやくさせる事が出来た。

　この半日という時間が、後々に大きく響ひびく事になるのである。







　第三章　分ぶん水すい嶺れい







　ランカスタに到とう着ちやくしたシエルは、まだ傷の痛みと発熱が治まっていなかったが、すぐに大広間へ向かい諸将を集めた。

　ルナリムに右尚しよう書しよドリスと千人長マードックを残しており、セラックからの山さん道どうにはカリノ三百人長に二〇〇名の兵を与あたえ、防ぼう御ぎよに専念させた。

　そして左尚書エナにはここランカスタにて軍馬兵ひよう糧ろうの準備を頼んだので、この軍議の場には軍師シエル、将しよう軍ぐんリンシア、千人長ラミナ、特とく殊しゆ千人長アルガードが参加していた。

　兵力はシエルが率いていた兵二〇〇〇、リンシア率いる守備兵五〇〇。さらにアレイアから引き出した金で急きゆう遽きよ雇やとった一〇〇〇人の民間兵が加わって三五〇〇になっていたが、それでも帝てい国こく平へい北ほく軍の半分以下である。

　時刻は夕刻であり、部屋の中央に置かれたテーブルの上には燭しよく台だいに灯ひが点ともされている。その明かりが照らし出しているのは、アンバーが持って来たエリューディンの地図だった。

「では軍議を開く。現在、帝国平北軍はガーネ山道にあるが、マギーが守る前線を突とつ破ぱし、ここに向かっているという。その兵力は……一〇〇〇〇だ」

　ぴん、と室内の空気が張りつめた。

「知っての通り、こっちは寄せ集めで三五〇〇。帝国平北軍は屈くつ強きようの精せい鋭えいが一〇〇〇〇。まともに戦えば敗北は明白だ。それに帝国平北軍には名軍師オリバー・ブリックもいる」

「……オリバー？」

　知らない名を聞いて、諸将が困こん惑わくした。

「僕はみんな知っての通り、ミオ陛へい下かを救出する為に帝国へ潜せん入にゆうしていた。そこで知ったんだけど、オリバー・ブリックは先の大軍師ディオラの右みぎ腕うでとして、各地で活かつ躍やくした軍師なんだ。ディオラが東に赴おもむけば西に行って反乱を制し、南に行けば北の守りを固める。そんな存在だった」

「ちょ、待ってくれ軍師。あたいは帝国にそんなヤツがいるなんて聞いたことがないぜ？」

　そう口にするラミナだけでなく、他の者も同感だった。

「聞いていなくて当然さ。トーレ帝国は大軍師ディオラと大だい元げん帥すいジン、そして四将の名においてラーカスを制圧した事にしたからね。でも彼らを除いたとしても帝国はやはりラーカスの覇は者しやになっただろう。それ程に帝国の将は層が厚く、軍略家も多かった」

　シエルは軽く嘆たん息そくし、話を続けた。

「オリバー・ブリックもその一人だよ。ディオラの陰かげに隠れてしまったけど、武力しかなかった帝国平北軍に知識と軍略を与え、ベルガーを四将筆頭まで引き上げたその実力は、本物だと思う」

　しん、と軍議の場に沈ちん黙もくが落ちてきた。敵は倍以上の兵力を持ち、四将の筆頭ベルガーがあり、名のある軍師までついている。

　勝ち目など、まるでないのではないか。諸将の胸にそんな不安が滲にじみ出ていた。

「さて、敵状の説明はここまでにしようかな。リンシア！」

「はい」

　シエルの前にリンシアが歩み出た。シエルは地図上の、カリューノンと記された場所を指さした。それはランカスタとガーネ山道の中間に位置し、岩いわ肌はだが覗のぞき、起き伏ふくだらけのガーネ山において唯ゆい一いつとも言える円形の平地であり、南側に川を示す印が書き込まれていた。

「まず、このカリューノンという場所の詳しよう細さいを教えてほしい」

「はい。カリューノンはガーネ山で最もなだらかな台地です。台地の上は平らなので敵軍の動きもよく見えますが、それは相手も同じでしょう。野や戦せんに持ち込むには最適なのですが、不運にも台地の南、つまりランカスタ側にセリム川が流れているので、カリューノン台地で戦う場合、我々は川を背にする事になります」

　リンシアは厳きびしい表情で説明した。

　戦場では川を背にするなかれ。これは誰だれもが知る兵法の初歩である。

　過去にシエルはリルガ橋の戦いで敵軍をこの状じよう況きように陥おとしいれ、一〇〇〇弱の兵で五〇〇〇の敵軍を破った。だが今回の平北軍と戦う場合、どうしてもフレリカ軍が冷たい川を背にしなくてはならない。

　状況は、極きわめて不利だった。

「川かわ幅はばは？」

「およそ五メートル程ですが、ガーネ山の雪解け水なのでかなりの低温です。落ちれば命はないかと」

「台地の上から川までの距きよ離りは？」

「カリューノン台地はそれ程高くはありませんので、徒歩で数分というところでしょう」

「台地の周辺は？」

「雪深い森になっております。ここに踏ふみ込むのは危険ですね」

「ガーネ山道に向かうのに、他に道はあるかい？」

「街道以外にはありません」

「……よくわかった、ありがとう」

　シエルはこれらの情報を集め、解かい析せきし、策を練る。

　だがその前に、まずやるべき事があった。

「ラミナ」

「おうっ！」

　シエルの声でリンシアが下がり、ラミナとアルガードが前に出た。

「ラミナは精鋭三〇〇を集めて北の城門前で待機してくれ。ランカスタ城には兵二〇〇とエナに守備を任せよう」

　その命令に、アルガードが首を傾かしげた。

「軍師……ガーネ山道に向かわれるのでは？」

　今はガーネ山道の防衛戦が破られ、一刻も早く帝国平北軍に対して手を打たねばならない時なのに、城に兵を五〇〇も残す事に疑問を覚えたのだ。

「アル、いやアルだけでなく誰もが一〇〇〇〇という大兵力を持つ帝国平北軍に意識を奪うばわれ、大事な事に目がいっていないようだね」

　シエルの言葉に、顔を見合わせる諸将。

「そもそもエリューディンは誰が守っていたんだい？　ミオ陛下やフレイ、そして副軍師ニーアを欺あざむいてディアナに閉じ込めたのは誰だった？」

『あ！』

　その瞬しゆん間かん、諸将はみな目を見開いた。

「そうか……帝国の将軍、シュルツですね!?」

　リンシアがそう言うと、シエルは口くち許もとを緩ゆるめて頷いた。

「蜂はち蜘く蛛も隊たいからの情報を分ぶん析せきすると、シュルツはフレリカの攻撃で兵を一〇〇〇から三〇〇程度まで減らしたという。その状態でディアナへと通じる巨きよ大だいな石橋を破は壊かいしたのだから、何かとてつもない破壊力を持つアーティファクトを持っているのは明白だよ。そして問題はその後、シュルツは一切の行動を隠かくしてランカスタ近辺に潜ひそんでいる。それは何故か。僕らが城を空からにするのを待っているのさ」

　澱よどみ無く話すシエルの口調や雰ふん囲い気きには、これまでにない強い確信のようなものが含ふくまれていた。それは聞く者に奇き妙みような納得感を与え、異論を挟はさむ隙すきを与えなかった。

「軍師、まさかこのシュルツの動きもあのユミカってぇヤツの策なのか？」

　ラミナが訊きくと、シエルは顔色を変えずに答えた。

「間ま違ちがいない。シュルツは征せい西せい将軍レンギル亡き後、一〇〇〇の兵でエリューディンを守っていた。初めはわざと隙を見せて敵を誘さそい込み、一いち網もう打だ尽じんにする誘ゆう引いんの計かと思ったけど、これは巧こう妙みように偽ぎ装そうされた針しん崩ほうの計だ」

「針崩の計？」

「針一本で城をも崩くずすって意味。少人数をあえて敵城の周囲に残し、敵軍が出で払はらった後に城を乗っ取る策だよ。だから、まずはその針をきっちり取り除く必要がある」

　ははぁ、と唸うなるラミナ。

「僕らが出しゆつ陣じんすれば、シュルツは必ずここに現れる。エナにはシュルツ軍を出来るだけ城に引きつけ、矢で攻撃するよう伝えておく。ラミナはそれを合図に討って出て、シュルツを倒たおしてくれ。シュルツはこの城に兵が残っているとは思いも寄らないだろうから、簡単に動どう揺ようするはずだよ」

「なるほど、了りよう解かいだ！」

　ラミナが拳こぶしをもう一方の手の平で叩たたいて意気込んだ。

「くれぐれもシュルツのアーティファクトには気をつけてくれ。それと首しゆ尾びよくシュルツを討ったら、すぐ僕らと合流してほしい」

「合流？　という事は……」

　リンシアが訊くと、シエルは立ち上がって諸将に告げた。

『一〇〇〇〇の帝国平北軍相手に、守城戦では万に一つも勝ち目はない。よって僕らはこれより川を渡わたり、カリューノン台地に布ふ陣じんする』

「!?」

　帝国平北軍との戦いに、奇き襲しゆうではなく真っ向勝負で挑いどもうというシエルの言葉に、全員が呆あつ気けにとられた。

「軍師、圧あつ倒とう的な兵力差がある帝国平北軍相手に、野戦で対たい抗こうするというのですか!?」

　リンシアが叫さけんだ。

「ランカスタの兵はモロの戦いで負傷者も多いし、新たに雇こ用ようした兵は訓練をまるっきりしてない素人しろうとだ。いくら何でも無茶だぜ……」

　ラミナも眉まゆをひそめて弱よわ音ねを吐はく。

「軍師、どうか再考を。討って出ても勝機はありません」

　アルガードまで、シエルに諫かん言げんする。

　つまりこの軍議に参加している将全員が、出陣には反対したのである。

　だがシエルは首を振ふって、皆みなに告げた。

「普ふ通つうに考えればみんなの言う通りだけど、それこそユミカの思う壺つぼなんだよ。僕が平北軍の軍師だったら、まず五〇〇〇の兵でランカスタを完全包囲する。そして三〇〇〇をルナリムに向けてこれを落とす。そして残る二〇〇〇でディアナに侵しん攻こうしルナリム、ランカスタが帝国の手に落ちたと吹ふい聴ちようしてミオ王女を降こう伏ふくさせる。さてみんな、それでもこの城に籠こもって戦った方がいいと言えるのかい？」

「う、うう……」

　絶句するラミナとアルガード。そしてリンシアが呟つぶやくように言った。

「つまり天竜姫テユリオンの軍師ユミカは我々が出陣すれば針崩の計でランカスタを取り、籠ろう城じようすれば各地に兵を送って一気に制圧する……二重三重の計を張り巡めぐらせていると？」

「その通り」

　静かにそう答えるシエルに、皆はやはり天翔虎カルーデイアの軍師は未だ健在であると、大きな安心感を覚えた。

　シエルは諸将の表情を見て、軽く微笑ほほえんだ。

「僕はモロの戦いでユミカに負けて王都を奪われ、ルナリムの森ではザグロニア将軍を死なせるという大敗を喫きつした。みんなが僕の策を信じてくれなくなっても仕方ないと思う。

　だけど今回は僕を信じてほしい。フレリカが生き残る道は、この城の中にはない。僕は必ずカリューノン台地で帝国平北軍を倒し、ディアナに閉じ込められたミオ王女を救出する。約束する！」

　シエルはそう叫びながら、皆に強い視線を向けた。フレリカは国土を失ったとはいえ、王女は健在であるし、一国である事に変わりはない。そのフレリカ王国の総軍司令官である軍師シエルが自分の失策を素直に認める姿は、諸将に強きよう烈れつな印象を与あたえた。

「信じない訳ないじゃねぇか、軍師」

　ラミナ千人長が、右手を差し出して言った。

「それにオヤジは犬死にした訳じゃねぇ、武人として国の要人を救って華はな々ばなしく死んだんだ。軍師にはわからねぇだろうけどよ、それって武人にとってはこの上なく幸せな最さい期ごだと思うぜ。それにオヤジの意思は、あたいらの中に息づいてる。だから軍師はいつも通り命令してくれればいいんだよ。針の事は任しとけ！」

　にっ、と笑うラミナの手をシエルが握にぎる。

　武人らしくごつごつしてはいるが、温かくて、力強かった。

　ラミナは踵きびすを返し、そのまま部屋を出ていく。

　そんなラミナの後に続いたのは、弟のアルガードだった。

「僕も軍師を信じています。特とく殊しゆ千人長という地位を与えて下さった陛下と軍師のご恩にお応こたえすべく……亡き父に代わって働きます。何なりとお命じ下さい」

　ラミナの弟とは思えぬ程丁てい寧ねいに、片かた膝ひざを突いてシエルに右手を差し出す。

　シエルはそんなアルガードの手を取り、命令した。

「アルガード・ザグロニア。君はこれから一〇〇〇の兵を率いてガーネ山さん道どうで潰かい走そうしている味方を集め、カリューノン台地に陣じんを布しいてくれ。半円状に柵さくを設もうけ、セリム川になるべく近い位置でね」

「お任せを。直ただちに出陣します」

　アルガードは軽く頷うなずき、勇ましく歩いていった。

　残るはかつてマギーの副将であった将軍、リンシアだ。

「私も、あの二人と同じ気持ちです。針崩の計を見破り、広域的な戦せん況きようを把は握あくしておられる軍師はさすがですよ。私は、何を致いたしましょう？」

　リンシアも前の二人に倣ならい、片膝を突ついて右手をシエルに向ける。だがシエルはその手を握ると、自分も片膝を床ゆかに着けてリンシアに顔を近づけた。

「リンシア。聡そう明めいな君は今回の策に不信感を抱いだいているはずだ。君は多分、こう思っている。僕の策はセリム川を背にする事で自ら退路を断ち、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで敵を討つ背はい水すいの陣なんだろうってね」

　リンシアが、顔を上げてシエルと目を合わせた。

「もしそうであれば背水の陣は一か八かの作戦だし、仮に緒しよ戦せんをそれで勝ったとしても、長期戦に持ち込まれれば負けは確実だ。敵はガーネ山道を押さえた事により、糧りよう道どうも確保しているんだから、フレリカに付き合って短期決戦を挑むとは考えにくい。そうだね？」

　リンシアの懸け念ねんは、まさにシエルが指し摘てきした通りの内容だった。

「そういう所が、さすがなんです。という事は……あえて川を背に戦う事に、別の狙ねらいがあるのですね？」

　シエルはその疑問に、大きく頷いた。

「僕の考えは敵に悟さとられず速すみやかに実行しなければならない。これを頼たのめるのはリンシアしかいないと考えている。エリューディンで雇やとった一〇〇〇人の素人兵と共にね」

「はい？」

　それからシエルは、自分の策を事細かに説明した。

　モロの戦いではリンシアに「ダンジョンの中に兵を伏ふせておく」という奇き抜ばつな策を与え、見事に実行してユミカの胸に矢を当てた。もっとも、そのユミカは偽にせ物ものだった訳だが、それでもシエルの戦術に誤りはなかった。

　そしてリンシアが今回聞かされた策は、先の策よりも更に常識破りのものだった。

「それはまた……とんでもない事を考えましたね」

　思わずそんな言葉が、リンシアの口を突いた。

「不可能ではないはずだよ」

「勿もち論ろんです。では、早さつ速そく準備に向かいます。これは、普通の準備では無理そうなので」

「うん、よろしく頼むよ」

「ははっ」

　リンシアは改めてシエルという軍師に敬意を払はらい、頭を下げてから部屋を出ていった。

　それからのフレリカ軍の行動は、実に迅じん速そくだった。

　アルガードは一〇〇〇の兵を調ととのえてその日のうちにランカスタを出しゆつ立たつし、ガーネ山道から逃にげて来た兵を自軍に組み込みつつ、カリューノン台地を目指した。

　翌日にはリンシアが同じく一〇〇〇の兵と大量の荷馬車を率いて出陣し、更さらにその翌日にはシエルが一〇〇〇の兵を引き連れて出陣した。

　シエルの軍は旗はた指さし物ものを多めに用意し、威い風ふう堂どう々どうと進軍する。

　その姿は、実数以上の兵力を従えているかのように見えた。




　ランカスタのフレリカ軍、出陣。

　その報は直ちにランカスタの北、森の中にある洞どう窟くつに潜んでいた一団に届いた。

　ディアナにミオらを閉じ込めた帝てい国こくの将軍シュルツと、その麾き下かにある兵三〇〇だ。

「ほっほっほ、さすがは大軍師様ねぇ。仰おつしやる通りになったわ」

　厳いかつい顔をした男が、気き色しよく悪い声を上げて笑った。

「よし、敵はランカスタを空にしたわ。直ちに出陣準備をなさい」

『ははっ！』

　命を受けた副将ヘスタが、大急ぎで出陣命令を下す。

　三〇〇しか兵がいないシュルツ軍は、僅わずか一時間で準備を整え、ランカスタに向かって森の中を進軍した。

　帝国軍がランカスタ北の城門前にやって来ると、そこは既すでに静まりかえっていた。

「見なさいヘスタ。大軍師様の言葉通り、ランカスタは空き家同然じゃないの。一気に攻せめ取るわよん！」

「ははっ！」

　シュルツが右手を挙げると副将ヘスタが馬に乗り、兵を率いて攻め寄った。

「ランカスタの住民に告ぐ！　我らはラーカスの覇は者しやにして、栄えい誉よあるトーレ帝国軍である！　大人しく城門を開けーっ！」

　ヘスタの脅おどしに対し、返ってきた答えは深夜の暗くら闇やみのような沈ちん黙もくだった。

「むう……これは一体、どういう事だろう？」

　それから暫しばらく城の前で返事を待ってみたが、やはり何の反応もない。

　そこへ痺しびれを切らしたシュルツ将軍が、兵を率いて様子を見に来た。

「ヘスタ、何をやっているの？　ランカスタの者共が城門を開ける気がないのなら、城じよう壁へきを登って力ずくで門を開けさせなさ──」

『今だ、撃うてぇーっ！』

　シュルツが言い終わる前に突とつ然ぜん、城壁の上から声が響ひびくと、ざざざっ、と弓矢を持った兵士達が顔を出した。

　そしてありったけの力で、帝国軍に向かって矢を放った！

　穿うがたれ、刺さされ、抉えぐられ、ばたばたと討たれていく兵士達。この一いつ瞬しゆんで、シュルツ率いる帝国軍三〇〇のうち、一〇〇名以上が命を落とした。

「し、しまった、敵には備えがあったというのっ!?」

　シュルツが大きく動どう揺ようする。将軍ですら予想外のこの自体に心を乱しているのだから、それ以下の将兵は混乱を極きわめた。

「しょ、将軍、急いで……うわあっ！」

　シュルツに退たい却きやくを促うながそうとしたヘスタの背中に、無数の矢が突き刺さる。

『ヘスタぁああ！』

　力なく落馬する副将ヘスタ。

「お、お、おのれフレリカの犬どもめ────────っ！」

　シュルツが矢の雨の中で絶ぜつ叫きようしたその時、ランカスタ城の門が、ぎぎぎ、と音を立てて開いていく。

　その奥から籠かごから解き放たれた鳥のように、フレリカ軍が飛び出した！

「帝国の弱虫将軍シュルツはどこだ！　このフレリカ軍千人長、ラミナ・ザグロニアが相手してやる！」

　その声を耳にして、びきり、とシュルツの額に縦筋が走る。

「たかだか千人将の分際で将軍のアタシに喧けん嘩か売ろうって──」

『あいつが敵将よ！　全軍、一いつ斉せい射しや撃げき！』

　城壁の上から女の声がする。

　シュルツが口を閉じて顔を上げると、眼鏡めがねをかけた胸の大きい女が剣けんをシュルツに向けていた。

　その指示に従い、城壁の上の弓兵が全員、シュルツに狙いを定さだめている。

「おのれ……」

　シュルツの顔が青ざめる。

　そして弓兵全員が矢を放つと、シュルツを中心とした一帯に矢が降り注ぎ、その中心にいた人間と馬は、瞬しゆん時じにして意識を断たれた。

『よし、敵将シュルツは討ち取った！　ラミナ、残った敵兵を一人も逃さないで！』

「はいよ、左尚しよう書しよ！」

　既に潰走し始めている帝国軍の残党を、ラミナ率いる騎き馬ば隊が次々と狩かっていった。

　城の守備を任されたフレリカ王国左尚書エナはシエルの言葉を聞き、敵軍を引きつけて矢で壊かい滅めつさせるという策に、もう一つ付け加えた。

　城壁の上からでは、入り乱れる兵の中でどれが敵将なのかを判断するのは難しい上に、もしシュルツを討ち洩もらせば、カリューノン台地で戦うシエルらの脅きよう威いになりかねない。

　そこでエナは出しゆつ撃げきする千人長ラミナに、戦場に出たらすぐシュルツを馬ば鹿かにしろと命じ、その声に反応した人物に一斉射撃をかけ、確実に敵将シュルツを討とうとしたのだ。

　エナの策は見事に的中し、後こう顧この憂うれいを除く事に成功した。

　この後、ランカスタのフレリカ軍はシエルの指示通りカリューノン台地へ向かい、フレリカの存亡を賭かけた戦いに身を投じる事となる。
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　その頃ころ、純白のコートに身を包み、そのフードを目ま深ぶかにかぶって寒さを防いでいるフレリカ王女ミオと将軍フレイは、突然現れたエリューディンの士ベロニカによって導かれ、兵を連れてディアナ城脱だつ出しゆつを試みていた。

　狭せまくて視界が悪く、歩きにくい洞窟を慎しん重ちように進む。時折、天てん井じように空けられた穴から入って積もった雪が、外光を反射させて明かりの代わりになっていた。

　ミオはベロニカに手を引かれ、足場の悪い道を歩いていく。ベロニカはこの環かん境きように慣れているようで、苦もなく歩みを進めていたが、フレリカの兵たちはそうはいかなかった。

　ただ一人、フレイを除いて。

「あ、あわわ……」

「うがっ、痛いっ！」

「お、おい押すな！」

　平地に慣れたフレリカ兵が足あし下もとの氷に滑すべって転び、目の前にある岩の柱に頭をぶつけ……それに加えて勾こう配ばいも激しく、場所によっては地熱によって溶とかされた雪や氷でやたらと滑りやすくなっている。鍛きたえられた兵士でも、かなり苦労する道だった。

「あう……ぅわっ！」

　ずるり、と足を滑らせ、バランスを崩くずすミオ。

　それを予見していたかのように、ベロニカがミオを抱き止めた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ベロニカが優しくミオの身体からだを受け止める。プレートアーマーに身を包んでいるが、ミオが身体を預けてもまるでびくともしなかった。

「なあベロニカ、あんた相当強いだろ」

　フレイがその様子を見て、思わず問いかけた。

「さあな。それよりフレイ将軍、あなたはこんな悪い道で一度もバランスを崩していない。もし余よ裕ゆうがあれば陛へい下かを背負ってくれないか。私がそうしてさしあげたいのは山々なのだが、道案内に集中したいのでな」

「あ？　ああ、いいぜ」

　ベロニカがミオを地面に降ろすと、フレイが腰こしを落としてミオに背を向けた。

「う……こ、これは……照れる、な」

　躊ちゆう躇ちよするミオに、ベロニカが背を押した。

「陛下、今は照れている場合ではございません。ここはフレイの背に」

「お、おうっ」

　ミオが、フレイの首に腕を回して身体をぴとっとくっつけると、フレイはミオの膝ひざの裏に腕を回して立ち上がった。

「ミオ様、本当はシエルの兄貴にしてもらいてぇだろうけど、こんな場所なんでね。少し我が慢まんしてくれ」

　フレイが屈くつ託たく無く笑うと、ミオはフードの下から覗のぞく唇くちびるをきゅっと噛かんでから、小声で言った。

「わ、私は別に……」

「はっはっは、気にしねぇで下さいよ。ミオ様の気持ちは、そういう事に鈍にぶいオレでもさすがに気づいてますから」

　フレイはベロニカと頷うなずき合い、再び歩き出した。

　ミオがフレイに背負われると、二人は後続の兵が何とかついてこれる程度の速さで歩き出した。フレイとベロニカは、この悪路をまるで優しい風が吹ふく平和な草原を行くかのように進む。後に続く兵は肩かたで息いきをして、やがて一人、二人と徐じよ々じよに遅おくれ始めた。

　そんな後ろを気にして、フレイが溜ため息いきをついた。

「ったく、情けねぇな。お前ら、それでもフレリカ王国の兵士か！」

　汗あせ一つかかず、暗闇の狭い洞窟を泳ぐように歩ける将軍が化け物なんだよ、と皆みなが思ったが、誰だれ一人それを口には出来なかった。

「フレイ、お前……本当に何も気づかないのか？」

　ミオがフレイの背中から、少し機き嫌げん悪そうに訊きく。

「は？」

「いや何でもない。私が悪かった」

　頬ほおを膨ふくらませるミオが、フレイの背中に頬をつけた。

「しかしよ、ミオ様はすげぇな」

　フレイが足下の岩をしっかりと踏ふみつけながら、ぽつりと言った。

「何がだ？」

「ミオ様は女性でありながら屈強な男どもに物もの怖おじしねぇ。生まれながらにして、王の風格を持っている」

「それは……ん、えへん。そうだろ？」

「ああ。以前兄貴が言ってたよ。フレリカの先王様は確かに名君だったが、ミオ様も先君に負けず劣おとらずの名君になれる器うつわだってな。オレもそう思うぜ」

「む……では、今は名君ではないという事か!?」

「あ、いや、そういう事じゃねぇと……思います」

　フレイはいらない事を言ったかな、と、苦笑いしながら誤ご魔ま化かした。

「しかし、あのニーアって軍師がフレリカに来てくれて、本当に良かったですぜ」

「！……何な故ぜ、そう思う？」

「だってよ、いつも兄貴は夜遅おそくまで策を練ってる。一度出した策でもそれが本当に上う手まくいくのか、頭の中で何度も何度も考えてんだよ。あんな事をこの先も一人でやってたら、身体の弱い兄貴じゃなくても倒たおれちまうぜ」

「そうか……あのシエルでも、プレッシャーを感じるんだな」

「前に兄貴とマギーと三人で杯さかずきを交わした時、言ってましたよ。軍師は常に頭の中が戦場で、そこでは何百人、何千人と殺し合っている。本当に苦しいのは実際に人を手にかけなければならない武官なんだろうが、軍師だって相応に胸を痛めているってね」

「それは、そうだろうな。私らの命令で数千人が命を懸かけて戦うのだからな。しかしそれでは、軍師としてやっていけないんじゃないのか？」

「オレも今のミオ様と同じ事を言いましたよ。そしたら兄貴は、人の命を左右する軍師が、軍において一番罪悪感を感じなきゃいけない。でなければ国の為ために命を落とした者たちが報むくわれないじゃないか、って。きっと実際に敵を何人も斬きってるオレら将軍より、兄貴の方が苦しいのかもしれねぇ」

「…………」

　それを聞いて、ミオは口を噤つぐんだ。

「だから、ニーアが少しでも兄貴の苦しみを分かち合ってくれたらって思うんだ。残念だけどオレやマギーじゃ、そういう面では兄貴の力になってやれねぇから」

「ありがとうフレイ。いい事を聞かせてもらった」

「いや……あ、兄貴には内ない緒しよですぜ!?　こんな事を言ったなんて後で兄貴に知れたら、怒おこられちまいます」

「わかってる」

　軍師の辛つらさ。人を人として見ていては成り立たない、戦場という独特の空間に隅すみから隅まで目を向け、神経を使わなくてはならない事がどれだけ心に負担をかけるのか。

　その現場を目まの当たりにしなくても、自分の指示一つで敵味方問わず命を落とすのだから、苦しくて当たり前なのだ。

「お前の目から見て、ニーアはどうだ？」

「軍師ちゃん？」

　フレイは暫しばし歩きながら、んー、と唸うなって考えた。

「さあ……わからねえです」

『わからないのか!?』

「いや、なんて言うか、軍師としては兄貴にはまだまだ敵かなわないと思うぜ。リルガ橋の時とかトゥルネー平原の時とか、あれがもし兄貴じゃなくて軍師ちゃんだったら……多分、負けてたと思いますしね」

「そうか、まだまだか……」

「でも、何かいいんだよな。特に兵の訓練の時なんか兄貴にはないモンを持ってるって感じました。フレリカの為にはいい事だと思いますぜ」

　フレイの言葉には表裏がないが故ゆえに、素直に聞く者の心に染み込んでいく。

　ミオはフレイの耳元に唇を寄せ、切り出してみた。

「で、では、異性としてはどうだ？」

『は？』

　予想外の質問に、フレイが動どう揺ようする。

「い、いやな、端はたから見ていると、お前たちは随ずい分ぶん仲が良さそうだからな」

「はは、そりゃミオ様と兄貴には負けますぜ」

「こら、茶化すなよ」

　ミオの言葉に、んー、と唸るフレイ。前を行くベロニカを見失わないよう歩きながら、フレイは中々ミオに答えを言い出さなかった。

「わからねぇですなあ、どうも」

『それもわからんのか!?』

　つくづく感覚で生きているのだな、と呆あきれるミオ。

「ただ……あいつといると楽しいんです。だから、出来る事ならずっと横にいて守ってやりたいとは思いますぜ。それじゃ、だめかな？」

　ぼむ、と赤くなったミオの顔から湯気が出た。

「お、おお、思ったより大だい胆たんだなフレイ」

「そうっすかね？　オレは長い事、戦場で矛ほこを振ふるってきた男ですから……あんま上手い事、言えねぇんですよ」

「いや、いいと思うぞ。飾かざり気がなくて、率直で」

「そうですかね？」

「女は意外と回りくどい言葉は嫌いやがるからな。い、いつかお前の気持ちが固まったら、その想いをぶつけてみるといい」

「それまでオレが五体満足でいられれば、考えてみますよ。今はミオ様を守る事しか頭にねぇんで」

　ミオがフードを上げ、ちらりとフレイの横顔を覗く。

　眉まゆ尻じりをきりりと上げた、武人の表情だった。
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　その時、前を進むベロニカが突とつ然ぜん足を止めて言った。

「フレイ将軍。そろそろ大きな分ぶん岐きがある。ここを間ま違ちがえるとガーネカモシカの縄なわ張ばりのど真ん中に出るから、くれぐれも間違わないよう兵に伝えてくれ」

　ガーネカモシカと聞いて、フレイが顔を上げた。

「ほう、そんな場所があんのか」

　ベロニカは注意を促うながしたつもりだったが、それは逆にフレイの好こう奇き心しんを大きく刺し激げきしてしまった。

「おいフレイ将軍、何を考えている？」

「あのデカいカモシカを捕つかまえて、馬の代わりにしてやろうと思ってる」

　それを聞いたベロニカが、深く、重い溜息をついた。

「ふざけた事を……ディアナ城で私が言った事を忘れたのか？」

「忘れてねぇよ。だからこそ、オレはガーネカモシカ騎き兵へいを復活させてぇんだ」

　がしゃり、とアーマーの音を立てて、ベロニカが振り返った。

「物分かりが悪いなフレイ。それが出来れば我々だって苦労はしない」

「うるせぇよ。要するにワーネスっていうカモシカの王をねじ伏ふせれば、他のカモシカ共も手に入るんだろ？」

「それはそうだが──」

『やってみろフレイ。私が許す』

　突然、フレイの背中から凜りんとした声が発せられ、坑こう道どう内に反はん響きようした。

　ミオだった。

「いいのかい、ミオ様？」

「フレイはフレリカ一の強つわ者ものだからな。お前は手勢を連れて上じよう山さん道どうに向かえ。我々はこのまま中ちゆう山ざん道どうに向かう」

「ありがてぇ！　その命令、確かに承うけたまわったあ！」

　フレイは喜び勇んで、声を上げる。

「待たれい陛下！」

　そのやり取りに口を挟はさんだのは、ベロニカだった。

「これまで幾いく人にんもの強者がワーネスに挑いどみ、一人として無事に帰ってこなかった。フレイ将軍がどれ程強いといっても、ワーネスに挑むのは無む謀ぼうです」

　びくん、とフレイの身体からだが震ふるえた。

「おいおいねーちゃん、このオレがあのデカいカモシカに負けるってか？」

「ワーネスに挑んだ者達は皆、お前と同じ言葉を吐はいていたぞ？」

　ぴりり、と場が張り詰つめる。

　反帝国軍リヴェラルウィングの千人斬ぎり将軍といわれ、ここまで一いつ騎き討うちで負けなしのフレイである。その迫はく力りよくは並の将軍が放つようなレベルではなかった。

　ところが驚おどろく事にベロニカの眼光はフレイと負けず劣らずの鋭するどさで、その中に凄すさまじい力を秘めていた。

　それは人じん智ちを超ちよう越えつしたモンスターに近く、フレイの額を一筋の汗が流れた。

「何でお前みてぇな将がいながら、エリューディンは滅ほろんだんだ？」

　ベロニカは殺気を鎮しずめ、瞳ひとみを閉じて答えた。

「その時に私はいなかったと言ったはずだ。覚えてないのか？　少々事情があってな、禁きん忌きの地から出られなかったんだ」

　噛かみしめた唇くちびるの間から、狼おおかみのような八や重え歯ばが覗のぞいた。

「フレイは窮きゆう地ちにあるフレリカにとって大事な将だ。こんなところで、平北軍と一戦も交まじえずに離り脱だつされるのは困る」

　フレイが、ぎろり、とベロニカを睨にらむ。

　ぐいい、と手に力が入った。

『いったああああいっ！』

　ぱかん、と頭を殴なぐられるフレイ。

　気づけば、フレイは背負っていたミオのお尻しりの肉を握にぎり締しめていた。

「何すん……何をするんだフレイッ！」

「あうあっ、も、申し訳ない！　この女がフザケた事ぬかすから、つい……」

　ぱちん！

　もう一度、ミオがフレイの頭を小こ突づいた。

「そこまで頭に血が上ってたら止めたってムダだろ！　行ってこいフレイ。そしてお前は上山道からカモシカに乗って、この地に誘さそいこんだ平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーを討ち取れ！」

　ミオに叩たたかれて、フレイは不思議と気持ちが落ち着いた。

　するりと背中からミオを下ろし、拳こぶしをベロニカに突つき出す。

「フレリカの将軍フレイ・フォルクの名にかけてワーネスを従えてみせる！　もう二度とオレを止めるんじゃねぇぞ？」

　涙なみだ目めでお尻をさすりながら、うんうん、と頷うなずくミオ。

　これ以上ないくらい重い息を吐くベロニカ。

　何いずれにしてもこれ以上の議論は不毛だった。

「既すでに命を下されているのだから、これ以上の反論は陛下への背信と同義だな。出過ぎた事を言い、申し訳ありません」

　そう言って、ベロニカが片かた膝ひざを突いて頭を下げた。

「ベロニカ殿どの、フレリカを思ってくれるその気持ちは嬉うれしく思う。現在、帝国平北軍がどこにいるのかはわからんが、我らがガーネ山さん道どうに現れれば確実に戦せん況きようは変化する。その隙すきを突き、帝国平北軍を叩くぞ！」

「「ははっ！」」

　ミオの号令に、その場にいた者達が応こたえた。

「では先を急ぐ前に、私を護衛する三百人長をここで伝えておく」

　副軍師ニーアの献けん策さくでミオがガーネ山道に身を晒さらす為ために、腕うで利ききの三百人長を二人、専属で護衛につけるようにと言われている。ミオはニーアが推すい薦せんしたロデアス、ジールという二人の三百人長をベロニカと併あわせて側に置き、闇やみの中の行軍を再開した。

　道中、ヒノトとベロニカが用意してくれた休きゆう憩けい所で食事をとり、テントで身体を休める。そしてフレリカ軍と共きよう闘とうする為に集まったエリューディン軍二〇〇〇を加え、中山道へと向かっていった。




　一方、道を分かつ事になったフレイは麾き下かの兵三〇〇を連れ、ガーネカモシカの縄張りへと進んでいた。

　上山道への道は、これまでよりも更さらに険しかった。氷柱つららが現れる程の寒さに襲おそわれ、足あし下もとは凍こおりついた剥むき出しの岩でやたらと不安定である。その上、まるで梯はし子ごを登っているかのような急勾こう配ばいが、兵士らの体力を一気に奪うばっていく。

　だがフレイは、そんな道をものともせずに進んだ。

「将軍、何な故ぜ、そんなにあのデカいカモシカに拘こだわるんすか？」

　フレイの横に、三百人長バネットが並ぶ。

　バネットは女ながらフレイ軍の中でも一番の度胸を持つ。馬術の達人でもあり、先にはミオ護衛の将にも名が上がったのだが、結局護衛の任には選ばれなかった。決して才能が劣おとっている訳ではなく、むしろ優すぐれた馬術の腕を買われてフレイが自軍に残したのである。

　フレイがガーネカモシカを従えられれば、その麾下の兵もガーネカモシカ騎兵として戦場に出る事になる。経験した事のない道を、未知の動物の背に乗って走るのだから、フレイがバネットを麾下に残したのは英断だった。

「オレぁこんな身体だからよ。いっつもオレより先に馬がくたびれる。あのワーネスってヤツなら、さすがにオレを乗せられんだろ」

「そっすね。将軍はデカいけど、あのカモシカもバカデカかったっすからね」

「そっか、お前も見たのか」

「目と身体は自じ慢まんできるっす」

「聞いてねぇよ」

「そっすか？　残念す」

　バネットの言葉を普ふ段だん通り受け流し、せり出た岩に足をかけてよじ登るフレイ。

　その胸にはベロニカの鋭い眼光が未だに突き刺ささっていた。

　ベロニカは、これまで出会ってきた誰だれよりも……強い。認めたくはないが、矛を交えずして自分より強いかもしれないと思った将に出会ったのは初めてだった。

　だからこそ、ワーネスをねじ伏せる。初めはワーネスならば思う存分自分を乗せて戦場を駆かけ回れるとだけ思っていたが、今ではそのベロニカが無理だと言ったカモシカの王を従え、自分の力を誇こ示じしたいという思いが生じていた。

　やがて上方から微かすかな明かりが差し込み、風が吹ふいてきた。

　微かに、風に混じって雪を踏ふむ音が流れてくる。

　かなり重量のある動物のようだった。

「モンスターっすかね？」

　バネットが背中から二本の剣けんを抜ぬく。

「それもあり得るな。ここは坑道だが、ダンジョンに近いからな」

　フレイも、腰こしに差していた剣を鞘さやから滑すべらせて構えた。

　顔を上げたフレイは、光を背にしたそのシルエットを目にして、思わず武む者しや震ぶるいした。

「……そうか、お前もオレと戦いたかったか！　ははっ、嬉しいじゃねぇかよ」

　枝ぶりの良い巨きよ木ぼくを思わせる角。

　鍛きたえ上げられた筋肉が盛り上がる四本の足。

　雄お々おしい獅し子しのように豊かな顎あご髭ひげ。

　上背のあるフレイを優に凌りよう駕がする巨きよ体たい。

　その威い厳げん、風格、圧力。

　全てが備わったガーネカモシカの絶対王、ワーネスだった。

『ワーネス！　望み通り会いに来てやったぞォ！』

　フレイが吼ほえる。

　その咆ほう哮こうは、目の前の野や獣じゆうにも匹ひつ敵てきする荒あら々あらしさを持っていた。

　これは、凄まじい戦いになる。

　フレイの部下達は、誰もがそう感じていた。

　ワーネスはぶるる、と鼻を鳴らし、ついてこいとばかりに振ふり返ってゆっくりと歩き出す。

　フレイはそれを見て、左手を後方に出す。部下はそれを目にすると、二人がかりで運んできたフレイの矛ほこを手て渡わたした。

「いいかお前ら、これはオレとあいつの一いつ騎き打うちだ。誰だれ一人、手出しをする事は許さん。バネット、お前、しっかりとこいつらを見張っとけ」

「「はっ！」」

「了りよう解かいっす」

　元々、手出しなど出来ようはずがない。部下達はこれまで通り主あるじの勝利を信じるだけだ。

　矛を持ったフレイを先頭に洞どう窟くつを抜けると、そこは雪が降り積もった平地になっていた。その先は崖がけになっているのだが、この場所なら一騎打ちには申し分ない。

「おお、おおお……」

　フレイの部下達は、その異様な光景に思わず声を漏もらした。

　洞窟の反対側に、数百頭のカモシカが王の戦いを観戦するかのように控ひかえていた。

「はっ、まるで人間の決けつ闘とうみてぇな事をすんだな」

　フレイが腕を振り、ざしゅ、ざしゅと雪を踏みつけて前に出る。

　そして矛先をワーネスに向け、高らかに叫さけんだ。

『我こそはフレリカ王国将軍フレイ・フォルクだ！　ワーネスよ、オレはお前を相棒として共に戦場を駆け抜けたいと願う。オレにその資格があるかどうか、試すがいい！』

　フレイの怒ど号ごうにも似た声量に、何頭かのカモシカが気け圧おされて後ずさる。

　そんな中でワーネスはフー、フーと喉のどを鳴らし、肩かた慣ならしをするかのように小刻みなステップを踏んでいた。

　見た目からは想像出来ない程、軽快な動きだった。

『さあ来い、来なければこちらから行くぞ！』

　フレイは腕に力を込め、矛を握り締めてワーネスに向かっていった。







　第四章　カリューノンの決戦







　ディアナを脱だつ出しゆつしたミオ、フレイらがそれぞれの道を進み、それぞれの戦いに身を投じる中、リンシアとアルガードはシエルの指示通りカリューノン台地に布ふ陣じんし、ガーネ山さん道どうから逃にげて来た兵を次々と自軍に組み入れた。

　ガーネ山道上じよう山さん道どうを守備していたアンバーもこの陣に戻もどり、後軍で帝てい国こく軍を防ぎつつ仲間を逃がしていたマギーも無事に帰ってきた。そしてランカスタより、シエル率いるフレリカ軍本隊一〇〇〇名もカリューノンに到とう着ちやくした。

　帝国平へい北ほく軍は増兵したフレリカ軍を、どこから崩くずして喰くらってやろうかとばかりに、そのままカリューノンの北側に強固な陣を張った。

　こうしてフレリカ軍と帝国平北軍はこの地で睨にらみ合う形となった。

　両軍の熱気を冷まそうとしているかのように、静かで清らかな寒気がカリューノンに舞まい降おりる。

　ランカスタから送られた兵三五〇〇。ガーネ山道より戻った兵一五〇〇。

　フレリカ軍、総勢五〇〇〇。

　その陣容は中央にフレリカ軍総司令官、天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハート。負傷しつつも前線に留とどまり続ける将しよう軍ぐんマギー・バイパーがシエルを守るように中央前方に。後方のセリム川付近に配備された後軍は、シエルの命令により素人しろうと兵を率いている将軍リンシア・ニース。

　右軍には先のルナリムの森の戦いで落命したザグロニア将軍にアーティファクト隆りゆう骨こつ杵しよを託たくされた、千人長ラミナ・ザグロニア。左軍にはラミナと同じくザグロニアの子である特とく殊しゆ千人長アルガード・ザグロニアと、フレリカ軍郷きよう導どう士しとしてガーネ山道で戦っていたアンバー・ルチルが布陣した。

　対する帝国平北軍は総兵士数一〇〇〇〇。

　泰たい然ぜんと中央に構えるは帝国の四将筆頭、平北将軍アルベルト・ベルガーである。ベルガーは平北軍総大将ながら、自ら主しゆ攻こうを担になう構えだった。

　その後ろには馬車に乗って戦況を見み極きわめようと目を光らせる、平北軍軍師オリバー・ブリックがいる。右軍にはベルガーの片かた腕うでである平北軍副将ザナーク・リアラ将軍が攻こう撃げき開始の合図を待ちわび、左軍では同じくベルガーが信しん頼らいを寄せているイザベラ・フィンチ将軍が静かに闘とう志しを燃やしていた。

　奇くしくも両軍が『菱りよう攻こう陣じん』で布陣していた。菱攻陣はその名の通り菱ひし形がたの布陣であり、本来は敵軍よりも兵が多く、力押しで攻せめられる状じよう況きようで使う陣である。故ゆえにこのカリューノンにおける布陣で首を傾かしげたのは、言うまでもなく平北軍軍師オリバーだった。

「何を考えておるのじゃ天翔虎カルーデイアは。およそ兵法を知る者とは思えん布陣じゃ。あれがディオラの愛まな弟で子しとは、信じられんな」

　帝国平北軍本陣の大幕ばく舎しやに諸将が集められ、軍議が行われている場で、オリバーが思わず吐はき捨てた。

「わざわざ川を背にしたり、攻撃的な陣を布しいたり……確かに、フレリカ軍の動きは不気味ですわね」

　イザベラが言う。

「川を背にしたのは、背はい水すいの陣じゃろうな。あやつらは我が軍の半数しかおらん。退路を断ち、兵どもの奮起を促うながす為じゃろ。じゃが、この菱攻陣はどうにも解げせん」

　オリバーは幕舎中央の円えん卓たくに広げられたフレリカ軍の配置図に目を落とした。

「オリバー様、どういう事だ？」

　ザナークが苛いら立だたしげに訊きいた。

「同じ菱攻陣なら数が多い方が圧あつ倒とう的に有利じゃ。レンギルを討うった敵将マギーをベルガー殿どのに当てるのは分かるが、両りよう翼よくの将は明らかに力不足じゃ。まさかザナークとイザベラに対して、千人将程度の者を当ててくるとは」

「単にフレリカに将がいねぇだけじゃねぇのか？」

「それもあるじゃろうが……なら何な故ぜ、もう一人の将軍リンシアが後こう陣じんにおる？　リンシアという将はモロの戦いの折、大軍師ユミカを穿うがった程の弓の名手と聞く。それが全く戦線に影えい響きようしない場所まで引っ込んどるのが気にくわん」

　オリバーは短く髭が生えた顎あごをさすった。

「その上、リンシアが率いて来たのは急きゆう遽きよ雇やとった一〇〇〇の素人兵らしい。一人でも多くの腕うで利ききを前に置いてこそ、菱攻陣は成り立つもんじゃ。それを知らんで天翔虎カルーデイアなどと呼ばれておるとは思えん」

　さすがにオリバーは鋭するどい。斥せつ候こうから得た情報だけで、シエルに何か企たくらみがある事を見み抜ぬいていた。

「敵軍がどうあろうと関係ありますまい」

　腕を組み、静かに目を閉じて話を聞いていた巨きよ漢かん、平北将軍ベルガーが口を開いた。

「我が帝国平北軍は無敵であり、俺が率いる精せい鋭えいは最強の部隊だ。いつも通り最初は相手の出方を窺うかがい、一気に戦せん勝しよう旗きでカタをつける！」

　ベルガーが言うとザナーク、イザベラの両将が頷うなずく。

　そしてオリバーが、皆みんなに告げた。

「我ら帝国平北軍は、大軍師ユミカの策の総仕上げを任されておる。フレリカ軍は背水の菱攻陣じゃから、最初の二、三日は士気も高いじゃろ。だがその後は神経を擦すり減らし、自じ滅めつしていくだけじゃ。ここは一気に攻め、細かい調整はその都つ度どしようかの」

「「「おうっ！」」」

　気合いを入れ、ザナークとイザベラが自陣に戻る。

　オリバーも後陣へと引き返していたが、その間もフレリカ軍の奇き妙みような布陣が頭から離はなれなかった。




　所変わり、フレリカ軍本陣幕舎。

　こちらでも時を同じくして軍議が開かれていた。

　集まった将はシエル、マギー、リンシア、ラミナ、アルガード、アンバーである。

「さて、いよいよフレリカの存亡をかけた戦いが始まる。皆、僕の言う事をよく理解して、確実に実行してもらいたい」

　口火を切ったのは、天翔虎カルーデイアの軍師シエルだった。

「まずはマギー。君の働きは特筆すべきものがあるが、怪け我がをしているという報告が来ている。大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　シエルがマギーに視線を投げると、マギーはにっこりといつもの笑顔を向けた。

「大丈夫ですっ！　確かに怪我をしていますですが、それはあにきだって同じはずですよ。一いつ騎き討うちにさえ持ち込まれなければ、問題ないです」

　シエルはその言葉を聞いて、眉まゆをぴくりと上げた。

　現時点で、帝国平北将軍ベルガーと真っ向から戦える将はマギーしかいない。だが手負いである以上勝ち目は薄うすく、もしマギーが一騎討ちを嘆たん願がんしてきたら絶対に止めようとシエルは思っていた。

　ところがマギーは自ら一騎討ちは無理だと判断した。それは三百人長、千人長程度の思考を超こえ、立派な将軍として成長を遂とげた証あかしでもあった。

「よく言ってくれた。それが将軍の決断だよ。フレリカのマギー・バイパーは用兵でも優すぐれているってところを見せてやろう」

「はいですあにきっ！」

　マギーが雪せつ中ちゆうの花のような笑顔を見せる。無理がみえみえの表情だった。

　戦場でマギーが負った怪我は、それほど軽くはない。

　だがマギーは滴したたる汗あせを拭ぬぐい、滲にじむ血を拭ふいてここに立っている。マギーをここまで成長させたのは征せい西せい将軍レンギルとの戦いと、ザグロニア将軍の存在が何よりも大きかった。あの時の大敗と、武人とはかくあるべきという最さい期ごを見せたザグロニアがいなければ、きっとマギーは武力頼だのみの凡ぼん庸ような将軍になっていただろう。

「では、マギーにはフレリカ軍の主攻を担になってもらう。精鋭二○○○を預けるから、合図を出したら討って出るように。そして敵軍の両翼がマギー軍を襲おそってきたら、それを合図だと思ってすぐに引き返してくれ」

「はい、です……??」

　マギーはシエルの指示に、困こん惑わくの色を見せた。

「次に両翼を担当するラミナ、アルガード、アンバー」

「「「ははっ！」」」

　三人が同時に返事をする。

「両翼にはそれぞれ一〇〇〇の兵を任せる。もし帝国平北軍の両翼がマギー軍に襲いかかったら、フレリカ軍の両翼はマギー軍の救きゆう援えんには行かず、まっすぐ進軍するんだ。そうすれば敵軍両翼は慌あわてて君達に兵を向けるだろう。そうなったら今度は反転し、敵の攻撃を避よけつつ退たい却きやくしてくれ」

「は……こちらも退却ですか??」

　ラミナが首を傾げる。

「そう。つまり緒しよ戦せんはどの軍も直線的な行動しか許さない。兵がどれだけ討たれようと、左軍や右軍が中央に行ったり、中央が左右に移動したりはしないでくれ。これは厳命だ」

　戸と惑まどい、互たがいに顔を見合わせる諸将ら。

　そんな中、リンシアだけは特に動どう揺ようせず、静かにシエルの言葉に耳を傾かたむけていた。

「あ、あにき。お言葉ですが、それだとかなりの被ひ害がいが出るですが……」

「無論、承知の上だよ。合かつ戦せんが始まれば互いに大きく兵を減らしていくだろう。でもこの戦いに勝利するには……仕方ない」

　シエルの表情で、皆の顔色が変わった。

　苦く渋じゆうの決断。まさにそれが相応ふさわしい、辛つらそうな顔だった。

「では、この背水の陣にも意味が？」

　アルガードが訊たずねる。

「当然さ。そもそもこれは背水の陣じゃないしね。とにかく三日だ。三日凌しのげれば、僕らの勝ちだ」

「「…………」」

　諸将はそれ以上、言葉を発する事はなかった。天翔虎カルーデイアの軍師シエルがそう言うのだから、何も言う事などない。後はただ、シエルを信じて戦い抜ぬくだけだった。

「右軍の将ラミナ。君の実力はよく知っているけど、帝国軍に君の名は聞こえていないだろう。対して平北軍左軍のイザベラは帝国でも名の通った将軍だ。でも、今回の戦いでフレリカにラミナありと思い知らせよう。いいね？」

「言われなくたってそのつもりだぜ！」

　ラミナが握にぎった拳こぶしを前に出して意気込んだ。

「左軍の将アルとアンバー。アルはラミナ程武勇に優れている訳じゃないけど、長らく特殊千人隊を率いて兵の扱あつかいに長たけている。そしてアンバーは僅わずか五〇〇の兵で帝国軍を防ぎきった実績がある。二人で協力し合い、右へ左へと敵を攪かく乱らんするように攻めるんだ」

「「ははっ！」」

　アルガードとアンバーがシエルに拝礼する。

　シエルは皆に、力を込めて告げた。

「普ふ通つうに考えれば兵力一〇〇〇〇の平北軍に急造の五〇〇〇の兵で真っ向勝負を挑いどむなんて、無む謀ぼうともいえる行動だ。でもそれが、帝国平北軍軍師アンバーの思考を混乱させる。フレリカ軍が本当に無策、自じ暴ぼう自じ棄きの愚おろかな集団で終わるかは、君らの働きで決まる。

　大丈夫だ、僕には策がある。とにかくこの三日間で全力を出し切って構わない。先の事なんか考えず、四日後には動けなくなってもいいくらいの気持ちで戦ってくれ。全兵士にそう伝えるんだ！」

「「「「おうっ！」」」」

　マギー、ラミナ、アルガード、アンバーは、高らかに返事をした。

　長期戦となると集中力が切れ、気が緩ゆるみがちになる。

　シエルはフレリカ軍がそんな心理に陥おちいらないよう、あえて短期決戦であると宣言する事で、全軍を鼓こ舞ぶするつもりだった。

「ではリンシアを除く全ての将は、明日あしたからの決戦に備えてほしい。兵にたっぷり酒と食事を与あたえ、ぐっすり眠ねむって英気を養わせてくれ」

「ははっ！」

　諸将がシエルに一礼し、幕舎を出て行った。

　残ったのはここまで一言も発していない将軍、リンシアのみである。

「さてと、そっちの様子はどう？」

　シエルは席に着き、リンシアに訊ねた。

「先にご報告した通り、順調です。今のペースを維い持じできれば、三日とかからず準備が出来るでしょう」

「そう、それはよかった」

　シエルが安あん堵どの表情を浮うかべた。

「みんなには三日と言ったけど、こちらの準備は早ければ早い程いい。リンシアはこのまま進め、準備が整ったら教えてほしい。それまで敵軍に悟さとられないよう、見張りを多めに立ててね」

「承知しました。では私も後陣に戻もどります」

「うん、よろしく頼たのむね」

　リンシアもシエルに頭を下げ、静かに幕舎を後にした。




　様々な思おも惑わくが、極ごつ寒かんのカリューノン台地に渦うず巻まいていく。標高が高いガーネ山において、夜は氷点下を軽く下回る程寒くなる。故にその日の夜は両軍共に火を焚たいて肉やパンを焼き、酒さか瓶びんを空け、翌日から始まる戦いに備えて身体からだと心を温めた。

　帝てい国こく暦れき三九年三月。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツが仕組んだフレリカ討とう伐ばつ作戦最後の戦いが明日、ここカリューノンの地で行われる事となる。




　翌朝のカリューノンはあらゆるものがキン、と冷え切っていた。

　数日前に降り積もった雪は氷ひよう塊かいへと姿を変え、小さな氷の柱が土を持ち上げていた。

　見上げれば雲一つない青空がどこまでも広がっている。混じりけのない岩清水のように透すき通った背景に、白く彩いろどられたガーネ山が、その雄ゆう大だいな姿を浮かび上がらせていた。まるで冷気を感じないように生まれたかのような小鳥たちが、僅かな餌えさを求めて澄すみ切った空気を切り裂さいて飛んでいく。地熱で温められた氷が溶とけて岩の隙すき間まに吸い込まれ、水蒸気をうねらせながらカリューノンの南側に集まり、下流へと流れていた。

　ガーネ山の恵めぐみともいわれている、セリム川である。

　その川を背にした一軍が、白い息を吐はきながら霜しも柱ばしらを踏ふみつけながら陣じん形けいを整えていた。

　正面は主しゆ攻こうを担うマギー将軍率いる精せい鋭えい二〇〇〇。

　右にはアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟を右手に持ち、炎ほのおのように闘とう志しを燃やしている千人長ラミナと兵一〇〇〇。

　左には兵を五〇〇ずつに分け、それぞれの先頭に特とく殊しゆ千人長アルガードと、旧エリューディンの将アンバーが馬上から前を見み据すえていた。

　彼らに囲まれ、中央に建てられた櫓やぐらの上には、天翔虎カルーデイアの軍師シエルがいる。シエルは各陣に目を向けて布ふ陣じんを確認すると、右手に持っていた短たん剣けんを前に向けて叫さけんだ。

「マギー軍、攻こう撃げき開始！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　シエルの合図でマギー軍が地面に張った氷や土を巻き上げ、怒ど濤とうの勢いで帝国平へい北ほく軍に向かっていった。

　その行動に驚おどろいたのは、帝国平北軍だった。

　何な故ぜならフレリカ軍は帝国平北軍の半数しか兵力がないのだ。常識的に考えて、この戦いくさは帝国平北軍が攻こう勢せい、フレリカ軍が守勢に回ると誰だれもが思っていた。

　だが、実際に口火を切ったのはフレリカ軍だったのだ。

　しかもマギー軍が目指す先は帝国の四将筆頭、平北将軍ベルガー率いる五〇〇〇の精鋭である。

　誰の目にも、フレリカ軍の攻撃は自暴自棄にしか映らなかった。

「我が軍を甘く見ているならば、すぐ後こう悔かいさせてやる！」

　ベルガーが円えん月げつ刀とうを振ふり上げる。

「刃は向むかう者に容よう赦しやはいらん！　全軍出陣だ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　その声量に、その響ひびきに、カリューノンが揺ゆれた。

　馬ば蹄ていの震しん動どうで周辺の木々に降り積もった雪が落ち、兵士らの喚かん声せいが木霊こだまして何倍も大きく聞こえる。先に動き出したフレリカ軍二〇〇〇に対し、帝国平北軍はベルガーの五〇〇〇、両りよう翼よく四〇〇〇という、ほぼ全軍が動き出している。

　そして、まずマギー軍とベルガー軍が中央で激げき突とつした。

　白銀の大地が、あまりにも目立つ赤で彩られていく。両軍は靴くつ紐ひものように規則正しく編み込まれ、混戦模様を呈ていしてきた。

　中でも目立っていたのは両軍主攻の将、マギーとベルガーだ。

　その首を討たんと詰つめ寄る互いの敵兵を、自ら斬きり伏ふせている。

　マギーは両手で馬の鞍くらに付けられたハンドルを握り、身体ごと浮かせて両足に穿はいた爪そう甲こう刀とうを振り回し、敵兵の持つ槍やりを弾はじきながら竜たつ巻まきのように敵兵を倒たおす。

　ベルガーは逆にその膂りよ力りよくを活かし、巨きよ大だいな円月刀に力を込めて大きく振り上げ、槍で受け止めようとするフレリカ兵を片かたっ端ぱしから槍ごと両断していた。

　まさに柔じゆうと剛ごう、技と力。相反するとはいえ、この二人の将軍の武力は、際きわ立だっていた。

　そして帝国平北将軍ベルガーを驚かせたのは、フレリカ兵の強さだった。

　数人単位で密集し、決して無謀に攻せめ込んではこない。一人が討たれれば、そこを穴あな埋うめするように後続の部隊から兵が前に出てくる。

　ベルガーがマギー軍の左を攻めればそこの守りを厚くし、ベルガー軍の左翼へ兵を送り込んで、深く、突つき刺さすように攻め入ってくる。左に兵を向ければ、直ただちにマギーは右軍の兵を下げ、左軍の兵を上げて圧力を強めた。

　そんな将軍マギーの指示は、千人長から三百人長、百人長、十人長へと川の流れのように伝えられている。フレリカ軍がよく訓練され、緻ち密みつに統制されている事の表れだった。

　ベルガーは緒戦で、フレリカ軍がかなり手て強ごわい相手だと認めざるを得なかった。兵力差こそあれ、互ご角かくの戦いを繰くり広げているのである。

　だが、そんなマギー軍の側面を、帝国平北軍の両翼が突いてきた。

　こうなるとさすがのマギー軍も徐じよ々じよに旗色が悪くなる。

　正面に五〇〇〇、横から二〇〇〇ずつ。

　合計九〇〇〇の兵に三方から攻められているのだから当然である。

　瞬またたく間まに兵を減らしていくマギー軍。

　シエルはその戦せん況きようを見極め、次なる指示を出した。

「マギーに退たい却きやくの合図を！　両翼のラミナ、アルガード、アンバー軍には突とつ撃げき命令だ！」

「ははっ！」

　シエルの命令はすぐさま笛ふえ矢やと火矢によって伝えられる。

　正面に放たれた火矢を確認したマギー軍は、駆かけ足で兵を下げていく。

　敵が潰かい走そうし始めたと思った帝国平北軍がマギー軍を追つい撃げきにかかる。

　そこで、ラミナらフレリカ軍の両翼が一気に戦場に躍おどり出た。

　現在、帝国平北軍の両翼はマギー軍を壊かい滅めつすべく中央側に向いている。つまりフレリカ軍の右軍ラミナは敵左翼の左側面を、フレリカ軍の左軍アルガード、アンバーは敵右翼の右側面に襲おそいかかったのである。

　ひとたまりもなかったのは帝国平北軍の両翼、ザナークとイザベラ軍だった。マギー軍が側面を突かれて兵を減らしたのと同じく、ザナークとイザベラの兵もフレリカの両翼によって次々と討たれていく。

　しかも、ここでラミナとアルガードが獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せた。

　父、アルバーノ・ザグロニアの敵討ちとばかりに、ラミナは父から譲ゆずられたアーティファクト〝隆骨杵〟を自在に操り、敵兵を一度に十人以上圧おし潰つぶす。

　アルガードはラミナのような武力は持たなかったが、臨機応変を求められた特殊千人長の経験を活かし、敵軍をうまく誘ゆう導どうして囲い込み、これを確実に殲せん滅めつしていった。

　このフレリカ軍両翼の活かつ躍やくによって、戦況は膠こう着ちやくした。フレリカ軍は中央のマギー軍が大きく兵を減らしたが、帝国平北軍両翼の被ひ害がいはそれと同程度だったのである。

　やがて日が暮れて両陣じん営えいから退却の合図が送られると、この日の合戦は終しゆう了りようとなり、両軍共に自陣へと引き上げていった。




　カリューノンの決戦一日目夜、帝国平北軍本陣幕舎。

　ベルガーは、思いの外ほか手強かったフレリカ軍への認識を改めざるを得なかった。

「はっはっは、フレリカ軍はどうじゃった、将軍達よ」

　からからと笑いながら各将を幕舎で迎むかえたのは、軍師オリバーだった。

「正直、ここまで歯ごたえがあるとは思わなかった。フレリカ軍は一兵に至るまで統制が取れていて、将も強い。相手にとって不足はない」

　ベルガーがどっかと椅い子すに座り、従者から酒が入った器うつわを受け取りながら言った。

「私がぶつかったラミナとかいう千人将も、何なに故ゆえ将軍ではないのかと思える程の手て練だれでした。さすがは旧ゼルバーグ王国大将軍ザグロニアの娘むすめです」

　イザベラも、素直にフレリカ軍を認めた。

「こっちは小細工ばかり弄ろうしおって……まるで霧きりを相手にしているようだったぜ、ちくしょう！」

　ザナークは苛いら立だちを隠かくさず、荒あら々あらしく酒をあおった。

「まあ、緒しよ戦せんは引き分けといったところかのう。こちらは右軍左軍がかなり兵を削けずられたが、向こうとて主攻の中央軍が大きな痛手を負っているはずじゃからのう」

　オリバーも着席し、皆みなにそう言った。

「老師、明日あしたは戦せん勝しよう旗きを使おうか？」

　ベルガーがそう訊たずねると、オリバーは首を振った。

「最後まで懐ふところにしまっていてこそ切り札であり、そう簡単に切る物ではなかろう。今日のような戦をしておれば、圧あつ倒とう的に兵が多い我らが勝つのは目に見えておる。このカリューノンの地で、戦勝旗は必要あるまい」

「そうか……ならば、どのように？」

　オリバーはふむ、とひとつ呟つぶやいて、腕うでを組んだ。

「フレリカ軍の力は大体わかった。これまで厄やつ介かいな将は主攻のマギーくらいかと思っていたが、敵右軍のラミナとかいう千人長が中々の武人じゃ。現に今日の戦では左軍が最も被害が大きかった。よって明日はこやつを全力で叩たたき、フレリカ軍の士気を下げるのが得策じゃろう」

「なるほど」

　ベルガーは酒を一気に飲み干し、立ち上がって諸将に告げた。

「イザベラ、お前の軍はどれくらいの兵をやられた？」

「は、およそ七〇〇人程やられました」

　イザベラは悔くやしそうに唇くちびるを噛かんだ。

「ならば俺の兵から二〇〇〇人補ほ充じゆうしてやる。敵右軍は一〇〇〇弱だ、それだけあれば充じゆう分ぶんだろう」

「ははっ、お任せ下さい！」

　イザベラがベルガーに頭を下げる。

「左軍が敵右軍を潰走させたなら、イザベラはそのまままっすぐ敵てき陣じんに切り込んだ後、中央の天翔虎カルーデイアを狙ねらうのが得策じゃろう。さすれば明日でこの戦は終わりじゃ」

　オリバーがそう言うと、諸将は込み上げてくる勝利の喜びを抑おさえきれなかった。

「ようし、今日は皆の慰い労ろうと勝利の前祝いだ。酒と食い物を運ばせよ。宴うたげを開き、兵の士気を更さらに上げようぞ！」

　ベルガーの言葉に、イザベラとザナークの顔が綻ほころびた。

　そしてこの日、帝国平北軍には全兵士に酒が許され、大だい宴えん会かいが催もよおされた。日が暮れ、身に浸しみる寒風を忘れるように、帝国兵は夜遅おそくまで酒を楽しんだ。




　一方、フレリカ軍の幕ばく舎しやでも、帝国平北軍と同じように諸将が集まって軍議が開かれていた。ただ一人、シエルより特命を受けているリンシアを除いて集まった面々は、意気盛んな帝国軍に比べて誰もが顔に疲つかれの色を浮うかべ、瞳ひとみから覇は気きが失われていた。

「みんな、ご苦労さま」

　シエルが労ねぎらいの言葉を発するが、誰もが項うな垂だれるだけで返事が出来なかった。そんな中、椅子に座り、ぐったりと机に頬ほおをつけるラミナが口を開いた。

「おい軍師……このままじゃこの戦、負けるぞ」

　ラミナは緒戦からアーティファクトを限界まで使って戦った。

　かつて父ザグロニアが所持していた〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟は、メイスのような打だ撃げき系武器で、そのヘッドの部分を巨大化して敵をなぎ払はらえる代しろ物ものである。だがその副作用セコンダリとして、一ひと振ふりで急激に体力を消しよう耗もうさせられる。ラミナの疲ひ労ろうの理由は、それだった。

「どうしてそう思う？　今日は上々の戦果だよ。あの平北軍と互角に戦ったんだからね」

「あたいらの方が数が少ないんだから互角じゃだめだろ！　マギー将軍、あんたのとこはどんだけやられたんだ？」

　ラミナに噛みつかれ、軽く萎い縮しゆくするマギー。

「ボ、ボクのところは五〇〇名くらいやられたです。その他、重傷者が二〇〇名。彼らはもう戦えないです」

　しゅん、とするマギー。

　シエルは立ち上がって、そんなマギーの頭にぽんと手を乗せた。

「だから、それが上々なんだよラミナ。今日の作戦はマギー軍が全ぜん滅めつしていてもおかしくなかった。それに右軍と左軍が帝国平北軍のかなりの数を倒してくれただろう？　被害は、向こうだって同じくらいでしょ」

「…………ッ！」

　ラミナは飄ひよう々ひようとして動じないシエルに、ついカッとなった。

「どの口が上々だなんて言えんだよっ！　あっちは一〇〇〇〇のうちの一〇〇〇、こっちは四〇〇〇のうち一〇〇〇。総数からしてこっちが圧倒的に不利じゃねぇか！　このままじゃあたいら、三日ももたねぇぞ!?」

「三日ももてば充分だ」

「はぁ？」

　ラミナがアルガード、アンバー、マギーと顔を見合わせながら首を傾かしげた。

「みんなは今、こう感じているんじゃないかな。僕は兵士達を数字でしか見ていない冷たい男だ。戦は数学の駆け引きかもしれないが、実際にそこでは多くの生きた人間が苦しみ、その命を絶たれている。なのに今日の戦は碌ろくな作戦も立てず、ただいたずらに兵を減らした。軍師という立場上、仕方ないかもしれないけど、もう少し兵や人を思った作戦を立ててもらいたい、ってね」

「「「…………」」」

　ラミナ、アルガード、アンバーが、思わず目を見開いて息を吞んだ。それはまさに、この軍議で三人がシエルに上申しようと思っていた事だったからだ。

「軍師っていうのは、どれだけ人の命が失われるかを考えたら何も思いつけないし、何も実行出来ない。その結果、国が蹂じゆう躙りんされ、今より多くの人が死に、このエリューディンの人々のように、生き地じ獄ごくに叩き落とされる事になる。

　だから今は我が慢まんしてもらいたい。もう一度言うけど、この戦は悪くない流れだ」

「……わあったよ」

　ラミナが下した唇くちびるを突き出し、胡う乱ろんな目をしながらも、シエルの言葉を飲み込んだ。

「それであにき、明日も今日みたいな作戦で行くですか？」

　マギーがシエルに問いかける。

「いや、たぶん明日、帝国平北軍は違ちがう動きに出るだろうから、こちらも戦術を変える。明日、真っ先に仕し掛かけてくるのは敵左翼のイザベラだろうから、マギー、アル、アンバー両軍から二〇〇名ずつラミナ軍に移してくれ」

「な……何でわかるです？」

　マギーだけでなく、ラミナらも首を傾げた。

「僕は櫓やぐらの上から戦せん況きようをしっかりと見ていた。今日の戦で帝国平北軍が一番被害を受けたのはラミナと戦ったイザベラ軍だ。だから明日はイザベラ軍を増ぞう援えんし、ラミナを潰すつもりで来るだろう。そこでこちらも右軍を増強して対応する。ラミナにはイザベラ軍と正面からぶつかってもらい、その後、イザベラ軍の側面を中央のマギー軍に突ついてもらう」

　シエルはテーブルに地図を広げ、駒こまを使ってその動きを再現して見せた。

　戦場中央付近で激げき突とつするラミナ軍とイザベラ軍。そしてマギー軍をまっすぐ出しゆつ撃げきさせて敵軍中央のベルガー軍に向かわせるふりをして右に転回、イザベラ軍の右側面を突く作戦だった。

「軍師、これでは……マギー将軍がベルガーの餌え食じきになりますが」

　そう発言したのは、アンバーだった。

「確かに、マギー軍は左側面をベルガー軍に叩かれるだろう。そこで左軍の君が残りの兵を率い、マギーと同じ動きでベルガー軍の右側面を突くんだ。アルは真っ直ぐ進軍し、敵右う翼よくのザナークを抑えてもらう」

　シエルが喋しやべりながら駒を動かす。まるで折り重なるように両軍が側面を突き合う形となっていた。

「これは、波は岩がんの陣じん!?」

　戦術に詳くわしいアルガードが、思わずそう口にした。

「その通り。これを知っているなら、明日一番の激戦地になる場所もわかっているね？」

　シエルがそう訊ねると、アルガードが強く頷うなずいた。

「はい。僕が敵右翼を抑えきれなければ、アンバー軍が壊かい滅めつします。そうなれば戦況は一変、我々が敵の波状攻こう撃げきを受ける事になり、全軍が窮きゆう地ちに陥おちいるでしょう」

「その通りだ。緒戦はマギーの所が激戦地になったけど、明日の鍵かぎを握にぎるのはアル、君だ。厳きびしい戦いになるけど、頼たのむ」

「……そのような大役を賜たまわり、むしろうれしく思います」

　アルガードは感極まり、深々とシエルに頭を下げた。

　これまでアルガードは特とく殊しゆ千人長という役職を与あたえられ、独立遊軍部隊としてフレリカ軍の穴を埋うめる存在だった。性格も見た目も派手な姉ラミナや父ザグロニアと違い、どこか地味な感が否めないアルガードだったが、その才能は両者に勝まさるとも劣おとらないとシエルは読んでいた。

「あにき、ボクには一つ不安があるですよ」

　マギーが、ベルガーの駒を指さして言った。

「ベルガーがもしあのアーティファクト〝戦せん勝しよう旗き〟を使ってきたら……正直言って、ボクらでは止められないです」

　ずん、と場の空気が沈しずんだ。

　ガーネ山さん道どうでの話は、この場にいる誰だれもが耳にしている。マギーは怪け我がをしているとはいえ、フレリカでも指折りの武将である。

　そのマギーが苦戦を強しいられ、多くのフレリカ兵がガーネ山道で散った。

　兵から痛覚を奪うばい、強制的に意識を高こう揚ようさせるアーティファクト、戦勝旗。まさしくこの場面では最も使ってもらいたくない物である。

　だがシエルは頭をわしわしと掻かき、澱よどんだ空気を払ふつ拭しよくするかのような笑顔で言った。

「ベルガーはまだ戦勝旗を使わない。使うとしたら明後日あさつてあたりだよ」

「……へ？」

　きょとん、とするマギー。

「ベルガーの戦勝旗は確かに恐おそろしいアーティファクトだけど、副作用セコンダリだって凄すさまじいはずなんだ。現にベルガーが戦勝旗を使った後の動きは鈍にぶかった。これはベルガー自身に重い副作用セコンダリがあったと読み取れる」

「でも、何で明後日なんです？」

「平北軍は僕らよりも圧あつ倒とう的に数が多いし、軍師のオリバーもいる。いきなりアーティファクトを使って、その副作用セコンダリを突かれて敗北した征せい西せい将軍レンギルと同じ事をしてくるとは考えにくい。だから明日あしたまでは戦術合がつ戦せんになるだろう。でも、もし明日もフレリカを倒たおせなければ、ベルガーの頭に戦勝旗が思い浮かぶだろうね。頭に血が上ったベルガーだったら、オリバーが止めたって無む駄ださ」

「でもでも、それじゃあ勝負が決まるのが一日延びただけじゃないです？」

「全く心配ない」

　シエルは自分の席に座り、再び頭を掻いて地図に目を落とした。

「もし相手がユミカなら僕の策を読んで、明日、強引に決戦に持ち込んだかもしれないけどね。平北軍敗北の理由は二つ。一つはこの一日の差がどれだけ重大だったのかを見み抜ぬけなかった事。そしてもう一つは……」

　皆みなが、固かた唾ずを吞のんでシエルの顔を見た。

「彼らの相手が、辛しん酸さんを舐なめて成長した今の僕だった事だ」




　翌日。

　それはまさに、シエルが前日フレリカの将らに話した通りの展開となった。

　前日と違い、先に動いたのはフレリカの右軍ラミナと帝国平北軍の左翼イザベラだった。

　両軍はカリューノンのほぼ中央で激突した。

　ラミナ軍約一五〇〇。

　イザベラ軍はその倍の三〇〇〇程である。

　序じよ盤ばんは、ラミナ軍が圧倒的な力を見せた。何せ帝国平北軍は、前夜に大宴会を開いて浴びるように酒を飲んでしまい、兵の顔色も動きも悪かった。

　それに対しラミナ軍は今日の戦いの為ためにたっぷりと食事を取り、少し長めに睡すい眠みんを取っている。これでは軍として動きに差が出るのは仕方なかった。

　だが、やはりベルガー麾き下かの兵が弱い訳がない。

　次第に帝国平北軍が盛り返し、戦況は拮きつ抗こうしてきた。

　そこへベルガー目がけて走っていた中央のマギー軍が、急に向きを変えてイザベラ軍の右側面に突とつ撃げきしたのである。
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　たまらなかったのはイザベラ軍だ。

　ようやく正面のラミナ軍と互ご角かくまで持ち直したところで、それを打ち砕くだくように横腹を突かれたのだ。

　シエルと同じく櫓の上でこの状じよう況きようを見ていたオリバーは、血相を変えてベルガーに助言し、今度は帝国平北軍の中央ベルガー軍がマギー軍の左翼を突き破やぶる。

　それを察知したアンバーが、覆おおい被かぶさるようにベルガー軍の右側へ突撃し、同時にアルガードがアンバー軍を守るように真っ直ぐ帝国平北軍右翼ザナークに切り込んだ。

「何と、この状況で波岩の陣か!?」

　オリバーが、冷や汗あせを垂らしながら呻うめいた。

　次々と波が岩に押し寄せるように敵を襲おそう、波岩の陣。士気は高いが、少数であるフレリカ軍がこんな戦術を仕掛けてくるとは思いもよらなかった。

　アルガードの奮戦によって右翼のザナークがベルガー軍を助けに行けなかった事で、左翼のイザベラ軍が壊滅的打だ撃げきを受けて退たい却きやく。その後、マギーとラミナが連合してベルガーに襲いかかった為、ベルガーも兵を退ひかざるを得なかった。

　シエルの戦術が見事に的中した形となったが、ザナークを必死に抑おさえていたアルガードが負傷して退却すると、両軍が兵を下げて膠こう着ちやく状態となり、そのまま日暮れを迎むかえた。

　この日の戦いはフレリカ軍が五〇〇名近い死傷者を出したものの、帝国平北軍はイザベラ軍が二〇〇〇弱を失うという大打撃を被って終しゆう了りようした。

「ふっざけるなぁああ！」

　帝国平北軍本ほん陣じんの幕舎で、怒いかり心しん頭とうのベルガーが机を蹴けり上げた。

「老師ぃ、明日は戦せん勝しよう旗きを使うぞ！　文句はあるまいな!?」

　ベルガーが獣けもののような瞳ひとみをオリバーに向ける。オリバーは眉み間けんに皺しわを寄せつつ、ただ首を縦に振ふるしかなかった。

「そうじゃな、仕方ない」

　今日の戦いでオリバーは、完全に裏をかかれてしまった。

　かつてディオラと同等といわれたオリバーだったが、シエルに戦術で負けた事を素直に受け止めなければならなかった。

　今になって思えば、大軍師となった天竜姫テユリオンユミカも、戦術面ではシエルに一歩先んじられていた。

　天翔虎カルーデイアの軍師、シエル・スノーハート。

　オリバーの策を読み、兵が少なく、戦力的に劣る面を逆に機動力という武器でカバーし、帝国平北軍と渡わたり合っている軍師。

　局地戦ではこれ程強い軍師はいないのではないか、とオリバーは背筋を凍こおらせた。

　オリバーはふう、と一息吐はいて、頭を冷やす。

　確かにシエルは見事な采さい配はいをしている。だが、そこに大きな落とし穴が待っている事に、オリバーは最初から気づいてはいた。

　即すなわち、戦場においてはやはり、数的優位は絶対である。

　これを覆くつがえすにはシエルがトゥルネー平原でそうしたように、相手の弱点を突くか、リルガ橋の戦いのような奇き襲しゆうしかない。

　だが、ここカリューノンは見晴らしが良く、夜や襲しゆうにさえ気をつければ他から奇襲される恐れはない。そして不用意にアーティファクトを使い、弱点を晒さらけ出さなければそこを攻せめられる事もない。

　つまり、このまま戦っていれば自おのずと勝つ戦いなのである。

　だがベルガーという男は、普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくで隙すきのない将軍だが、カッとなると見境が無くなる。

　そこに一いち抹まつの不安を感じつつ、オリバーは改めてフレリカ軍の戦力を分ぶん析せきしてみた。

　最も警けい戒かいすべきは、かつて帝国の征西将軍レンギルが所持していたアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟である。

　シエルは大軍師ユミカとの戦いでモロ城に籠ろう城じようし、この卸浄咎を使える状況にありながら、使用してこなかった。

　四将の持つアーティファクトは副作用セコンダリが強きよう烈れつである上に、使いこなすにはかなりの修練が必要である。征西将軍レンギルは元々弓の名手だった事を考えれば、フレリカ軍で卸浄咎を使えそうなのは……後こう陣じんにいる将軍、リンシアだ。

　その時、オリバーの白くて長い眉まゆが持ち上がる。

　老いてもなお素早く回転する頭脳が、ある結論を叩たたき出した。

「ベルガー殿どの。天翔虎カルーデイアの策、読めましたぞ」

「何っ!?」

　オリバーは少し興奮気味に、地図が乗ったテーブルに近づいた。

「よく聞きなされ。ここまでフレリカ軍と平北軍が拮抗した戦いを繰くり広げている理由は、何だと思われる？」

　オリバーの問いかけに、ベルガーを始めとした諸将は互たがいに顔を見合わせるだけで、口を開ける者はなかった。

「老師、それは一体？」

「天翔虎カルーデイアはのう、昨日今日とフレリカ軍に全力で戦わせたのじゃよ。あやつら今いま頃ごろ、へばって立てもしないじゃろうよ」

「それは……何な故ぜですか？　そんな事をすれば、明日は戦になりません」

　イザベラが、尤もつともな意見を出した。

「それが狙ねらいなのじゃ。この二日間で死力を尽つくし、明日、ベルガー殿を最前線に引っ張り出して戦勝旗を使わせるのが、天翔虎カルーデイアの狙いなんじゃ」

　オリバーの説明に、今度はザナークが噛かみついた。

「それのどこが策なんすか！　将軍が前線に立って戦勝旗を使えば終わりじゃないか」

「そうかのう？　ここまで何の役にも立っていない後陣のリンシアは弓の名手じゃ。ベルガー殿が目立つ位置に立てば、レンギルから奪ったあれの出番ではないのか？」

『『『!!』』』

　オリバーを除く三人の顔が、瞬しゆん時じに青ざめた。

「なるほど、それが答えですか。確かに老師の仰おつしやるとおり……卸浄咎ならば、後陣からでも俺を狙えるな」

　ベルガーが唸うなる。

「じゃあ明日も、戦勝旗は使わないんですかい？」

　ザナークがそう言うと、オリバーは首を振った。

「策が見抜ければ対策も立てられるというものよ。明日はベルガー殿が戦勝旗を使い、全軍で攻めてよいじゃろう。だが、本軍は平北軍大将の旗を掲かかげたままイザベラが率い、ベルガー殿自身は左軍を預かってもらう。

　イザベラは戦勝旗の効果に巻き込まれんよう、少し後方にいるがよい。フレリカ軍は卸浄咎で射られても動じない我らに混乱するはず。その隙を突つき、一気に天翔虎カルーデイアの首を取り、フレリカ軍を壊かい滅めつさせるのじゃ！」

「「おおっ！」」

　ザナークもイザベラも、前日とは顔つきがまるで違ちがっていた。

　オリバーの戦術が見抜かれたという失策もあるが、何より手痛いミスを引き起こしたのはこの両将だった。特にザナーク軍はフレリカ軍左翼のアルガードに十倍近い兵力を持ちながら、マギーに脇わきを突かれたベルガーを助けに行けなかった。

　帝国平北軍の諸将は、一人残らず悔くやしい思いをさせられていたのである。

「残った兵はどれくらいだ!?」

　ベルガーがイザベラに問う。

「はっ。我が軍が五〇〇、中央軍が二〇〇〇、右軍が一五〇〇、後軍に一〇〇〇。計五〇〇〇でございます」

「むう……敵軍は!?」

「詳くわしくはわかりませぬが、総軍で二〇〇〇程度かと」

「そうか。兵を半数近く失ったのは痛いが、向こうはもっと厳しそうだな」

　ベルガーはようやく落ち着きを取り戻もどし、腕うで組ぐみしてどっかと椅い子すに座る。

　ぎしり、と木が悲鳴を上げた。

「確かにここまではフレリカ軍が優勢でしたが、今日の戦いでザナークと戦ったアルガードという千人将が負傷し、その兵は全ぜん滅めつに近い状態でした。他の戦場でもフレリカ軍の死傷者は数多く、こちらが有利なのは揺ゆるぎない事実じゃ。これで明日あした、中央軍に戦勝旗を使って突撃させますれば、たとえフレリカ軍が総軍で止めに来ても無む駄だというもの。勝利は、我らの方が近ちこうございますぞ」

　オリバーにそう言われ、諸将は失いかけた闘とう志しを再び燃やした。

「軍師の仰る通りです。兵が少ないフレリカ軍のあの異常な強さは、川を背にしているという心理面で補っているに過ぎません。ここは平北軍の圧あつ倒とう的な力を見せつけ、敵軍の士気を削そぎ、恐きよう怖ふのどん底に叩き落とすのが最上でしょう」

　イザベラが長い髪かみをかき上げつつ進言した。

「それともう一つ、申し上げる」

　そう言って立ち上がったのは、軍師オリバーだった。

「天翔虎カルーデイアの器はおおよそ理解したのでな。今日は夜襲に備えるぞ。昨日は夜襲を仕し掛かけてこなかったが、だからといって今日もないとは言えんからな」

　オリバーの言葉は、諸将にとって意外な指し摘てきだった。確かに帝国平北軍は打撃を受けたが、フレリカ軍はそれ以上に疲つかれているはずである。

　故にこのオリバーの言葉は、諸将の耳じ目もくを覚ますものだった。

「よし、全軍に通達だ。我が軍は明日、敵に総攻こう撃げきをかける。ザナーク軍は夜襲に備え、前面に弓兵を配置しておけ。他の者は酒や夜よ更ふかしを禁じ、明日の準備に余念無きようにせい！　今日のような情けない戦は、絶対に許さんぞ！」

「「「ははっ！」」」

　戦力に勝まさる帝国平北軍が、本気でフレリカを倒たおす決意を固めた。

　この通達が全所に行き渡ると、いよいよフレリカ軍も明日までの命だと、兵士らは気持ちを引き締しめて眠ねむりについた。




　同時刻、フレリカ軍本陣幕舎。

　軍議の為ために集められたフレリカ軍の諸将は誰だれもが疲ひ弊へいし、まるで一週間くらい寝ねていないかのような顔になっていた。

　アルガードは今日の戦で深手を負い、本陣にある医い療りよう部隊の許もとへと運び込まれている為、その姿はない。尤も、フレリカ軍の負傷者はアルガードだけではなく、多くの兵がこの医療部隊へと送られている。

　シエルはランカスタを守っているエナに、食料や武器、医療用の薬品などを送るよう何度も遣つかいを出し、その度たびに大量の物資がカリューノンに届けられた。

　本陣幕舎に集まった将も、みな椅子に腰こし掛かけてぐったりとしている。シエルだけは元々、怪我で調子を崩くずしていたが、ここ数日は更さらに顔色が悪くなっていた。

　そんな中、この幕舎を訪れた一人の将がいた。

　後陣の将、リンシアである。

　諸将は、久方ぶりに姿を現したリンシアの姿に、目を見開いた。

「将軍……あんた、今まで軍議にも顔を見せねぇで何してやがったよ！」

　顔を見るや否や、ラミナが食ってかかる。

　それを制したのはシエルだった。

「リンシアは僕の命令で、今日まで密ひそかに動いてもらっていたんだ。この戦に勝つ為の、秘策を実現してもらう為にね」

「秘策？」

　ラミナが驚きよう嘆たんと落らく胆たんの混じった声を上げた。

「軍師……正直言って、今から何かやろうとしても厳しいぜ？　アルガードは今日の戦で身体中に傷を負い、その兵も殆ほとんど討たれた。アンバーもあたいも、マギー将軍のところだって無傷の兵の方が少ねえ。明日、戦えるかどうかもわからねぇよ……」

　ラミナの言葉が、今のフレリカ軍の全てを語っていた。

　今日の戦いはシエルの戦術が奏功し、敵左さ翼よくのイザベラ軍に甚じん大だいな被ひ害がいを与あたえたが、その代だい償しようも大きかった。

　兵達は極ごつ寒かんの戦場を休みなく走り回り、帝てい国こく平北軍相手に一歩も引かぬ戦いを繰り広げた。別の言い方をすれば、フレリカ軍はこの日に全力を出し尽くしてしまったのである。

「ラミナの言う通りです。今日、確かにボクらは多くの帝国兵を討つ事が出来たです。でも、もう一度同じ事を明日やれと言われたら……無理としか言えないです」

　マギーもかなり疲弊している。

　アンバーに至っては机に突っ伏ぷしたまま、言葉すら発しなかった。

　そんな諸将に対し、シエルはリンシアと視線を交わして言った。

「僕の策を話す前に、まず伝えておこう。明日は絶対にベルガーがアーティファクト〝戦勝旗〟を使ってくるよ」

　それを耳にして、マギーの顔色が真っ青になった。

　この中でベルガーの戦勝旗の恐おそろしさを知っているのはマギーのみである。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態にある今のフレリカ軍では、とても戦える相手ではなかった。

「あ、あにき……」

「最後まで聞くんだマギー。昨日今日と、君たちは本当によくやってくれた。明日はもう出しゆつ撃げきする必要はない。何故なら、この戦は今日を凌しのいだ時点で僕らの勝ちだからね」

「どういう事です？」

「明日の朝になれば全てがはっきりする。口で説明するよりも、目で見た方が早いでしょ。とりあえず、マギーは自軍の騎き馬ば隊三〇〇程を除いて、昨日今日と戦ってきた兵を休ませてくれ。リンシアはもう密かに動く必要はない。すぐ行動に移ってくれ」

「はっ」

　リンシアはにっと笑みを浮うかべ、すぐ幕舎を出て行った。

　どうにも解げせないのは残された将達である。

　後陣のリンシア軍はまともに訓練されていない、素人しろうと同然の兵士なのだ。

　マギーがラミナと目を合わせて訊きいた。

「あにき……まさか、明日からリンシアの軍を出す気ですか？」

　シエルは静かに微笑ほほえむ。

「まあね。きっと君達も敵軍も、度ど肝ぎもを抜ぬかれると思うよ。でもその前にマギー、今から一時間後に三〇〇の兵を率いて、平北軍に夜や襲しゆうをかけてほしい」

「えっ!?」

　マギーが目を丸くした。

　夜襲……というには少々早い時間である。

　日は落ちているので辺りは暗く、高所特有の霞かすみが発生し視界はかなり悪い。気温もぐっと冷えてきているので、奇き襲しゆうには向かない状じよう況きようだった。

「あにき、たった三〇〇で夜襲なんて……逆に危険じゃないです？」

　マギーの心配は、尤もである。

　だがシエルは、そんなマギーの肩に手を置いて言った。

「敵の軍師オリバーはこんな視界の悪い時にこそ、僕が奇襲攻こう撃げきを仕掛けてくると思っているはずなんだ。だからわざと奇襲をかけて、オリバーの言っている事が正しいとベルガーに思い込ませる必要がある」

「？？？？……言っている事がよくわからないです」

「今、こっちが奇襲をしなければ、オリバーに疑われるって事さ。そうなったらオリバーは逆に兵を出して様子を見ようとするだろう。それは少々、僕にもリンシアにも都合が悪いんだ」

「わかりました、騎馬隊を選んでおくです」

「うん、頼たのんだよ。それと平北軍はこの奇襲を読んでいるから、陣じん内ないにフレリカ軍を入れまいと弓兵を配置しているはずだ。だからマギーはあまり敵陣に近づかなくていい。奇襲をしかけたという事実があれば、それでいいんだからね」

「はいです！」

　マギーが腹の底から力を振ふり絞しぼるように答え、幕舎を出て行った。

「なあ軍師、あたいやアンバーはどうする？」

　そのやりとりをぐったりしながら耳にしていたラミナがたずねた。

「ああ、君らは休んでくれて構わないよ。明日からは、もう昨日今日みたいな激戦にはならないだろうからね」

「??」

　不思議そうに首を傾かしげるラミナと、既すでに疲ひ労ろうで眠ってしまっているアンバーを残し、シエルは幕舎を離はなれた。




　漆しつ黒こくの空から粉雪が舞まい降り、辺りの空気と大地を冷やしていく。泡あわのような姿を積もらせ、雪たちが自らを広大な白銀の世界に溶とかしていく。雪に篝かがり火びを消されぬよう夜通し見張りをしていた帝国平北軍の歩ほ哨しようは、あまりの寒さに数人がその場に倒れ、雪に埋うもれていった。

　雪は徐じよ々じよにその勢いを強め、兵から体力と視界を奪うばう。帝国平北軍本ほん陣じんには柵さくが設もうけられ、その内側で弓兵がかじかんだ手を吐と息いきで温めつつ、奇襲に備えて警けい戒かいしていた。

「本当に奇襲なんてしてくるのかねぇ」

「さあな、だが命令だから仕方ねぇ。俺だったら幕ばく舎しやから一歩も出たくねぇけどな」

「ったく、これで明日は将軍の戦せん勝しよう旗きだろ？　身が保もたねぇよ」

　帝国平北軍の兵士らが、揃そろって愚ぐ痴ちをこぼす。

　彼らからすればベルガーのアーティファクト〝戦勝旗〟は、恐怖の対象だった。

　突とつ然ぜん意識を刈かり取られ、気がつくと自分は傷だらけで、辺りは倒れた敵兵で埋め尽つくされている。

　そんな経験を、自分の意思とは関係なく、何度もしなくてはならない。それ故ゆえ、帝国平北軍は最強でありながら脱だつ退たい者が非常に多く、高給に惹ひかれて雇やとわれる者も多いという、特異な面を持っていた。

「おい、もう寝ようぜ。今日はもう奇襲なんて来ねぇよ」

「そうだな」

　兵らが氷づけになりそうな弓を振って雪を払はらい、幕舎に戻もどろうとした……その時だった。

　白い闇やみの奥から、微かすかに馬ば蹄ていの震しん動どうが響ひびいて来た。

「おい待て！　まさか……」

　耳を澄すませる兵たち。

　その音は、徐々に大きくなる。

　間ま違ちがいなく、騎馬隊が突とつ撃げきしてくる音だった。

『夜襲だ！　フレリカ軍だ！』

　一人が叫さけぶと、帝国兵の間に緊きん張ちようが走った。

「弓だ、弓を構えろ！」

「矢を持ってこい！」

「どこだ、どこから……がっ！」

　突然、一人の兵士の胸を、長い棒が貫つらぬいた。

　それは、投げ槍やりだった。

『気をつけろ、敵は投げ槍を持ってるぞ！』

『ザナーク将軍に知らせるんだ、急げ！』

　帝国兵は弓を構え、虚きよ無むの空間に向かって矢を放つ。

　フレリカ軍からすれば篝火を目印にすれば、攻こう撃げき目標が定められる。

　だが帝国兵側から見ると、放ったとたんに白の空間に吸い込まれて消える矢では、攻撃しているという感覚が全くなかった。

　困こん惑わくしていると、次から次へと槍が投げ込まれる。

　視認する事も出来なければ、避よける事も出来ない。

　ただ言えるのは、それ程多い数ではないという事だけだった。

　そんな混こん沌とんとした陣じんに、ザナーク将軍が到とう着ちやくした。

「何て事だ……お前ら、ありったけの矢を放て！　それと誰だれか、軍師にお知らせしろ！」

「ははっ！」

　ザナークは崩れそうになった帝国兵に細かく指示を出し、とにかく矢を放たせる。敵だって何も見えないはずなのだから、矢の雨を降らされれば脅威に違いない。

　帝国兵がしばらく矢を射続けていると、馬のいななきが徐々に遠ざかり、ついには風雪が吹ふきすさぶ音だけが残された。

「軍師の言った通りになった……お前ら、また夜襲があるかもしれん。警戒を怠おこたるな」

「ははっ！」

　帝国兵は、その静かな奇襲に底知れぬ恐きよう怖ふを感じ、弓を握にぎる手から力を緩ゆるめる事が出来なかった。




　奇襲が終わると、シエルはマギーと奇襲隊を労ねぎらい、暖めておいた幕舎で休むよう伝えた。

　マギーを始めとする奇襲隊は、昼も戦いっぱなしの兵である。

　横になった途と端たん、すぐ睡すい魔まに襲おそわれて寝ね息いきを立てた。

　その後。

　シエルとリンシアは、外がい套とうをまとって後こう陣じん一〇〇〇の兵に指示し、とある作業を進めていた。かなり大規模な動きだったが、帝国平北軍はおろか、自軍のフレリカ軍ですら疲つかれ切って眠ねむっており、誰だれ一人としてこの行動に気づく者はなかった。

　その作業は夜通し行われ、リンシアとシエルは寝る暇ひまもなく声を出し続けた。
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　そして、また日が昇のぼる。

　ベルガーはかっと目を見開いてベッドから飛び起きると、すぐに真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに身を包んで本陣幕舎へと急いだ。

　雪はもうやんでいたが、風の強い日だった。

　その乱暴な風は昨晩降った雪を引き剥はがすように削けずり、宙に巻き上げ、辺りを真っ白なベールで覆おおってしまっていた。

　ベルガーはぎゅ、ぎゅ、と雪を踏ふみつけつつ、幕舎に入る。

　暖だん炉ろが付ふ設せつされた本陣幕舎には、既に軍師オリバー、将軍ザナーク、イザベラがテーブルを囲んで座っていた。

「昨夜は老師の言葉通り、フレリカの連中が奇襲をかけてきた。これは、昨日の老師の言葉が正しいという裏付けになる。今日は俺の戦勝旗でフレリカの犬どもを一人残らず討ち果たすぞ。皆みな、準備はいいか」

「「おおっ！」」

　ザナークとイザベラが、ベルガーに呼応する。

「昨日の戦いでワシは天翔虎カルーデイアに裏をかかれたが、フレリカ軍はもう疲ひ弊へいしきっておる。それに対し、こちらは半数の兵がまだ無傷で戦える。今日の日暮れを待たず、勝利のワインを手にする事が出来るじゃろうて」

　オリバーにそう言われ、ベルガーも勝利を確信した。

「よし、各軍に伝えよ。今日は先手を取るぞ。先陣はイザベラ率いる中央軍だ。ザナークと俺は中央軍と足並みを揃えて進軍する。いいな！」

「「ははっ！」」

『行くぞ、今日こそ奴やつらに帝てい国こく平北軍の恐おそろしさを思い知らせてやる！』

『『おおおっ！』』

　帝国平北軍の面々は、急いで出陣準備にかかった。

　舞い上がる雪で視界が悪い事も、帝国平北軍にとっては有利に働いた。この機に乗じてフレリカ軍に切り込み、そこで戦勝旗を使えば、鬼き神しんと化した数千の兵士が瞬またたく間まにフレリカ軍を粉ふん砕さいするだろう。

　そうなれば、戦は終わりである。

　ベルガーは口くち許もとが緩みそうになるのを堪こらえ、愛馬グラフトに跨またがって円えん月げつ刀とうを振った。

『よし、出陣だ！』

「おおおおおおおおおおおおっ！」

　この戦で帝国平北軍から動き出したのは今日が初めてである。

　ベルガーは後続の兵を率い、真っ直ぐフレリカの先陣目指して進む。

　だが……どういう訳か、そこにフレリカ軍の姿がなかった。

「何だ？　どういう事だ？」

　ベルガーが慌あわてて辺りを見回す。

　その時だった。

『放てっ！』

　叫び声と共に、帝国平北軍の上から大量の矢が降ってきた！

「うおお、おおお!?」

「ぐあああっ！」

　フレリカ軍を討たんとして、意い気き揚よう々ようと進軍してきた帝国兵は予想外の方向から飛んでくる矢に対応が遅おくれ、ばたばたと倒たおれていく。

『何だ、何が起こっている!?』

　大混乱に陥おちいる帝国平北軍。

　その時、一陣の風が目の前を覆っていた純白のカーテンを緩やかに押し流し、その奇き妙みような物体を曝さらした。

「な…………？？？？」

　矢の雨をも意識の外に放り投げてしまう程、帝国兵はその威い容ように目を奪われた。

　確かに先日まで、そこには何もなかった。

　だが今、霧きりのように細かい雪の向こうに姿を現したのは……。




　紛まぎれもなく、巨きよ大だいな氷の砦とりでだったのだ。




　フレリカ兵はその上から矢を射ている。

　帝国平北軍は、ただただ忽こつ然ぜんと姿を現した謎なぞの城を前に、逃にげる事すら思考に入れる余地がなかった。

『くそ……退ひけ！　退たい却きやくだっ！』

　ベルガーの号令でようやく我に返った兵士たちが、慌てて砦に背を向けて走り出す。その背中を狙ねらいすましたかのように矢が穿うがたれる。

　帝国平北軍は、まさかの強きよう襲しゆう失敗で潰かい走そうを余よ儀ぎなくされた。
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　一夜にして現れたこの砦の存在は帝国平北軍を心底驚おどろかせたが、同じように目を丸くしていたのはマギー、ラミナ、アンバーら、前日までフレリカ軍の前線を預かって戦ってきた将兵たちだった。

　昨夜、眠る前は確かに平地だった。それが起きてみると、辺りが頑がん強きような城じよう壁へきに囲まれ、その中にいたのである。驚かない訳がなかった。

　マギーとラミナ、アンバーが集まり、この不思議な建築物を調べてみた。

　背後にはセリム川が流れ、天然の堀ほりになっていた。その上流から下流にかけて、城壁がコの字型に二つの塔とうのような建物を囲んでいる。その塔から城壁の上へと通路があり、すぐ行き来が出来るようになっていた。

　そして何より特筆すべきは、この砦の全てが一いつ般ぱん的な煉れん瓦がではなく、土と氷で造られていた事だった。

「これは一体……いつの間に、こんな……!?」

　ラミナが絶句する。

　マギーもアンバーも、状じよう況きようを全く理解出来なかった。

「みんな揃そろってるね。上がって来てみるかい？」

　マギーらの頭上から明るい声が降ってきた。

　塔の上から顔を出した、シエルだ。

「あにき!?　何ですかこれは!?」

「まあ、いいからおいでよ。ちょうど今、平北軍を追おい払ったところだからね」

「え、え、ええっ？？？？」

　もはや、マギーらの頭でこの状況を理解するのは不可能だった。

　三人は塔の後方に用意された梯はし子ごから上に向かう。

　そこには本ほん陣じん用の幕舎が建てられ、その周囲を兵士らが守っていた。

「ようこそ、カリューノンの一いち夜や砦へ」

　シエルが微笑ほほえむ。

　何がどうなっているのかわからないマギーらは、驚くほど高く造られた城壁を、目を疑うように眺ながめていた。

「あにき、説明してもらっていいです？」

　マギーが、シエルに訊たずねた。

「いいとも。さあ、幕舎に入ろう」

　三人はシエルに促うながされ、幕舎に入った。

　床ゆかには絨じゆう毯たんが敷しかれており、妙みようにひんやりしている。だが室内である為ため、意外と暖かい。幕舎の中央にはテーブルがあり、軍議に使う地図が広げられ、燭しよく台だいが置かれていた。

　シエルは皆を椅い子すに座らせ、温かい香こう茶ちやを出すよう部下に命じ、自らも席に着いた。

「これが僕の秘策だよ。驚いた？」

　シエルの言葉に、ラミナが返した。

「軍師、教えてくれ。どうしたらこんな事が出来るんだ？　アーティファクトなのか？」

　シエルは頭を掻かきながらラミナの言葉に笑い、説明し始めた。

「この戦いくさが始まる少し前から新たに雇やとった一〇〇〇の兵をそのままリンシアに預け、後陣でセリム川沿いの土を掘ほり、麻あさの袋ふくろに詰つめて土ど嚢のうを作り、許の場所に戻もどす。これを繰くり返していたんだ」

　シエルは部下が持って来た香茶のトレイを受け取ってテーブルに置くと、カップにお茶を注いで皆に配った。

「そんな事を……でも、それをどうやってこんな立派な砦に出来たのですか。それも、たった一晩で」

　アンバーがラミナに続く。

「僕がセリム川を背に軍を布ふ陣じんさせた最大の理由は、まさにそこにあったんだよ」

　シエルは香かおり立つお茶を一口飲み、話を続ける。

「昨晩、僕とリンシアは八〇〇の兵に命じ、これまで作ってきた土嚢を一気に積み上げさせた。そしてもう二〇〇名にはセリム川から水を汲くませ、それを土と混ぜて組み上がった土嚢の城壁の上から振ふり撒まいたのさ」

『ああっ、そ、そういう事ですかっ！』

　マギーが思わず膝ひざを叩たたいた。

「昼でも雪が溶とけないこのカリューノンなら、一晩あれば水を氷にするには充じゆう分ぶんです！」

「そういう事。僕はこの戦いにおいて、背はい水すいの陣でがむしゃらに攻せめるように見せかけた。でも本当の狙いは、守城戦に持ち込む事だったんだ」

「で、でもですよ、ベルガーには戦勝旗があるです。あれを使われれば、この砦があっても、ひとたまりもないのでは？」

　シエルは頭を掻き、マギーの瞳ひとみを覗のぞき込む。

　そして次に発する言葉に、力を込めた。

「マギー、君が討った帝国の四将が一人、征せい西せい将しよう軍ぐんレンギルが何な故ぜ、帝国最強と呼ばれていたか、わかるかい？」

「それは……あっ！」

　レンギルの強さの秘密。それは間ま違ちがいなく、超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきを可能とするアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟の存在である。

　超長距離射撃。

　その言葉でマギーはついに、シエルの狙いに到とう達たつした。

「将軍、何か気づいたのかよ。教えてくれよもう！」

　まだシエルの策を飲み込めないラミナが、悲鳴に近い声を上げた。

「レンギルが最強と呼ばれたのは、まさに守城戦においてです。何せ卸浄咎は、遠くの敵を一いち撃げきで仕留める攻こう撃げき力を持つです。仮にベルガーが戦勝旗を使ったとしても、卸浄咎がこの砦の上にあるなら……平北軍本陣そのもの、いや、ここカリューノン台地の全てが、卸浄咎の射程圏けん内ないに入るです！」

「満点の解説だよ、マギー」

　シエルは嬉うれしくなって、頭を掻く手を早めた。

「卸浄咎を見ればベルガーじゃなくたって気づくだろう。この狭せまいカリューノンでは、どこにも逃げ場はないってね」

　シエルがそう言ったその時、砦の外から喚かん声せいが聞こえてきた。

　帝国平北軍が、再び攻めてきたのだ。

　だがシエルは落ち着いて幕舎の入り口を開かせ、もう一つの塔を指さした。

「さあ、リンシアに合図を。帝国平北軍に見せつけてやろう！」

　シエルが叫さけぶと、兵士が塔に向かって青い旗を振る。

　するとリンシアがいる塔の上空に、金色に輝かがやく巨大な弓矢が現れた。

　これこそがシエルの奥の手、アーティファクト〝卸浄咎〟である。

『あ、あ、あれは！』

『レンギル将軍の、卸浄咎じゃないのか!?』

『うわ……あああああああ、逃げろおおおおお！』

　その姿を目にした帝国兵が、夜襲を受けた時と同じように混乱に陥った。

　帝国平北軍の古参の兵ならば、卸浄咎の破は壊かい力は身に染みている。

　平北将軍ベルガーが戦勝旗を切り札にしているのと同様に、フレリカ軍もまた、この卸浄咎を奥の手として取っておいたのだ。

　ぎりぎり、と空中に現れた卸浄咎が軋きしむ。

　矢が向けられたのは、一夜砦に攻め込んできた帝国平北軍だった。

　カッ、と辺りが閃せん光こうに包まれると同時に雷かみなりのような轟ごう音おんが鳴り響ひびき、帝国兵が数十人、雪と土と共に吹ふき飛ばされた。

　卸浄咎の凄すさまじい破壊力を目にした帝国兵は、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように硬こう直ちよくする。

　そして再び卸浄咎がぎりりと音を立てると、完全に戦意を喪そう失しつした帝国兵が我先にと逃げ出した。

　だが、卸浄咎の狙いは足あし下もとではなく、もっと遠い位置にあった。

　平地からでも目にすることが出来る、帝国平北軍後こう陣じんに建てられた軍師用の櫓やぐらである。

　ヒン、と空気を裂さき、卸浄咎の矢が放たれる。

　次の瞬しゆん間かん、櫓が弾はじけ飛び、粉々に砕くだけ散った。

　それを見て、帝国兵はますます生きた心地ここちがしなかった。この狭いカリューノンにあっては、帝国平北軍の後陣ですら卸浄咎の射程圏内なのである。

　帝国平北軍はカリューノンを離はなれない限り、いつでもフレリカ軍に穿たれる事を心配しなくてはならなくなったのである。




「ご、ご報告します！　お、オリバー様が……先の一撃で、戦死なさいました！」

「急報！　砦を攻めた我が軍は、総そう崩くずれです！」

「将軍、敵は次にここ本陣を狙うは必ひつ定じよう。は、早くお逃げを……うわぁああっ！」

　ズドン、と縦たて揺ゆれの衝しよう撃げきが帝国平北軍本陣を襲おそった。

　卸浄咎が、いよいよ本陣を直接狙ってきたのである。

「卸浄咎は副作用セコンダリで使用者がその場から動けなくなる。誰だれか、そやつを討ち取って来い！」

　ベルガーがそう叫ぶと、兵の一人が頭を下げて進言した。

「しかし将軍、あの卸浄咎は砦の上空に浮うかんでおります。となると、使用者は間違いなくあの中にいます。それを討つとなれば、まずあの砦を落とさなくてはなりません！」

「ぐぐ……むうう……妙な砦と卸浄咎が出現し、老師を失い……くそっ！」

　ベルガーは血を吐はくように呻うめいた。

　帝国平北軍の知ち恵え袋ぶくろであり、熱くなりがちな将らを諫いさめ、良い方向に導いていた軍師オリバーの死は、数千の兵を失うよりも痛手だった。

　そこへ、更さらなる報が訪れる。

『将軍、一大事です！』

「またか！　今度は何だ！」

　伝令が騎き乗じようしたまま慌あわててベルガーの許へ駆かけてきて、叫んだ。

『ガーネ山さん道どうに、突とつ如じよとしてフレリカ軍が現れました！　フレリカ王女ミオの軍勢との事です！』

「な……にぃ??」

　その報告は、一夜砦と卸浄咎の出現によって圧あつ倒とう的不利になったカリューノンの帝国平北軍にとっては、致ち命めい的なものだった。

「しまった……我が軍の糧りよう道どうはどうなった！」

「はっ、輸送部隊では武装した兵に歯が立たず、ガーネ山道はフレリカ軍に封ふう鎖さされ、糧道も断たれましてございます」

「そう、か」

　ベルガーは、思わず天を仰あおいだ。

　現在、帝国平北軍は兵五〇〇〇程。

　糧道を断たれたままではこの大軍を維い持じできず、いずれ軍として崩ほう壊かいする。

　そして何より、ベルガーのアーティファクト戦勝旗は副作用セコンダリを抑おさえるために大量の食しよく糧りようが必要になる。

　つまりベルガーは、切り札をも封ふうじられたのだ。

「正面に卸浄咎、背後にフレリカ軍か……ならば、まず糧道と退路を確保しつつ、フレリカ王女ミオの首を頂くとしよう。全軍、ガーネ山道に向かうぞ！　先せん陣じんはザナーク、後陣はイザベラ、俺は中央を行く。すぐ通達せよ！」

『ははっ！』

　数人の兵が、慌てて本陣幕舎を飛び出していった。

　この急な陣じん払ばらいは、見晴らしのいい城じよう壁へきを築いたシエルの目にはっきりと映っていた。

　もし帝国平北軍に軍師オリバーが健在なら、もう少し違ちがった退ひき方をしただろう。

　そして、きっと気づいたはずである。卸浄咎が放ってきた矢は三発のみで、その後は飛んで来なかった、という事実に。
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　その頃ころ、シエルらフレリカの諸将はリンシアの許に集まっていた。

　リンシアは左手に持った卸浄咎の副作用セコンダリで、下半身が氷と土の床ゆかと一体化しおり、前ぜん傾けい姿勢でぐったりとしていた。

「リンシア、だ、大だい丈じよう夫ぶです？」

　真っ先にそんな彼に駆け寄よったのは、マギーだった。

「しょ、将軍……だ、大丈夫です。さすがは帝国四将のアーティファクト……中々、強きよう烈れつな副作用セコンダリですよ」

　弱々しくそう言うリンシアの表情から、強がっているのは見え見えだった。

「リンシア、よくやってくれた。お陰かげで平北軍は撤てつ退たいの準備を始めている。この戦、僕らの勝ちだ」

　おお、と諸将も思わずそう口にした。

　帝国平北軍一〇〇〇〇対フレリカ軍五〇〇〇、しかもフレリカ軍のうち一〇〇〇人は急きゆう遽きよ雇やとった兵であり、実質は四〇〇〇だった。

　それが、帝国平北軍に勝利したのだ。

　思えばシエルの戦いは常に少数対多数である。帝国の大軍師ユミカには惨ざん敗ぱいしたものの、今回もまた勝ちを収めたのだから、シエルに対する諸将の信しん頼らいはますます深まっていた。

「軍師、はや、早く追い討ちを。卸浄咎は、私の意識が途と切ぎれれば……消えてしまうでしょうから」

　リンシアが辛つらそうに言う。

「わかってる。ラミナ、アンバー。後陣で動ける兵を全て集め、すぐ帝国平北軍に切り込むんだ。特に荷駄隊を集中的に狙ねらい、火矢で焼いてしまおう。そうすれば平北軍はますます厳きびしくなる」

「「ははっ！」」

　ラミナとアンバーは意気込んで返事をし、城壁の上を走っていった。

「あにき、ボクは……」

　マギーが、リンシアの肩かたを抱だいたまま訊たずねる。

「マギーはこれまでよく動いてくれた。怪け我がもしているし、リンシアの側にいてくれ。何かあればすぐ衛生兵を呼ぶんだよ？」

「は、はいです！」

　マギーはシエルに笑顔を向けた。

　シエルはそれを受け取り、リンシアの許を離れて再び自分の幕舎に戻もどる。砦の上空には、巨きよ大だいな卸浄咎が陽光に照らされてきらきらと輝いていた。

（こんなものを向けられていたら、敵兵もたまったものじゃないね）

　シエルは幕舎に入る前、ぴたりと足を止めた。

（……しかし妙みようだな。何な故ぜ、平北軍はこんなに急いで撤退準備を開始したんだ？　オリバーなら、もっと巧うまく兵を退かせられるはずなのに）

　シエルは幕舎に入らず、そのまま城壁に向かって、そこから敵軍の姿を眺ながめた。

　リンシアが放った攻撃は三発。

　一発目は砦付近の敵兵を大地ごと抉えぐった。

　二発目は軍師用の櫓を破壊した。

　三発目は、敵本陣を狙った。

（まさか二発目か三発目が……オリバーに当たった？）

　シエルはそう予想すると、すぐ蜂はち蜘く蛛も隊たいを呼んで帝国平北軍陣営に潜せん入にゆうし、様子を探ってくるよう命じた。

　ラミナとアンバーはすぐに動ける兵一〇〇〇を選せん抜ばつし、帝国平北軍陣営に奇き襲しゆうをかけた。

　撤退準備に追われていた帝国平北軍は守備兵の防ぼう御ぎよが薄うすく、ラミナの進しん撃げきを止める事が出来なかった。

　ラミナらは辺りに火矢を射かけて馬車や幕舎を燃やし、手当たり次第に帝国兵を打ち倒たおす。後陣を任された将イザベラが慌てて幕舎を出た頃には、フレリカ軍はもう離り脱だつしてしまっていた。

　そのフレリカ軍に混じっていた蜂蜘蛛隊員は、どさくさに紛まぎれて混乱する帝国兵と接せつ触しよくし、貴重な情報を持ってシエルの許へ帰ってきた。

「が、ガーネ山さん道どうに、ミオ陛へい下かの軍が現れただって!?」

　それを耳にしたシエルは驚おどろきのあまり、手にしていたペンを落とした。帝国平北軍を追い払った今をおいて、ディアナに閉じ込められたミオらを救うチャンスはないと考え、ランカスタにいるエナに救出隊の出撃を要よう請せいしようと手紙を認したためている最中だったのだ。

「すぐアンバーを呼んで！　ラミナにはこのまま兵を率いて、機を見て平北軍を襲うよう伝えてくれ！」

「はっ！」

　蜂蜘蛛隊の男は、シエルの命を受けてすぐさま行動を開始した。落ち着かず、幕舎の中を歩き回るシエルの前に、アンバーが現れた。

「話は聞きました。ガーネ山道に陛下が現れたとか」

「これはどういう事だい？　ディアナからガーネ山道に繋つながる道があるなんて、聞いてないよ？」

　シエルの言葉には僅わずかながら怒ど気きが含ふくまれていた。

　そもそもシエルの策はディアナにいるはずのミオとフレリカの将兵を救出する、という目的を前提としている。それが敵軍の背後に現れてしまったのだから、あまりにも大きな誤算だった。

「申し訳ありません。確かにディアナから坑こう道どうに入り、ガーネ山道へ抜ぬける隠かくし通路は存在します。ですが、その通路はエリューディンの王族しか通過出来ないアーティファクトで塞ふさがれているのです。まさかあの方が動かれるとは、思っておりませんでした」

「エリューディンの王族？　帝てい都とで処しよ刑けいされたご一族の他に、まだそんな方が？」

「はい。ヒノトリウス第七公子です。この方は、言うなればエリューディン王の妾しよう腹ふくでして正式に公子として認められなかったお方でもあります。故ゆえに国が滅ほろんだ際、帝国に連れて行かれずにすんだのですが……」

　アンバーの表情が曇くもる。

「かつて西せい征せい将しよう軍ぐんレンギルの暴政に耐たえかねて、ヒノト様を新たな王として立て、大規模な反乱を起こそうという計画がありました。ですがヒノト様はそれを断り、自らガーネ鉱山に赴おもむいて労ろう役えきについてしまわれたのです」

「ふーむ……つまりアンバーは、そのヒノト殿どのがミオ陛下を助けるなど、予想もしていなかったんだね？」

「はい。ヒノト様は反乱を起こそうと集まった者たちに、はっきりと自分は王になるつもりはなく、エリューディンを再興する気はないと宣言なさいましたから」

「…………」

　シエルは頭を掻かきながら、アンバーの言葉を細かく分ぶん析せきしていた。

「わかった、おおよその状じよう況きようは掴つかめたよ。ありがとう」

　シエルがそう言うと、アンバーは目を開いて身体からだを震ふるわせた。

「私の言葉を、信じて下さるのですか？」

　シエルはアンバーに近づいて、告げた。

「僕らは君をフレリカの大事な客将だと思っている。これまでの君を見ていて、僕らを陥おとしいれるような人じゃないのは理解しているつもりだよ」

「あ、ありがとうございます。てっきり、違う言葉を頂くものと思っておりました」

　シエルに言われ、アンバーは一気に緊きん張ちようから解放された。

「そんな事はないさ。この国をよく知る君ならば、帝国によってガーネ鉱山に幽ゆう閉へいされている人々の場所もわかるはずだ。これから直ただちにそこへ行き、フレリカ王国の名において、皆みなを解放してほしい」

「おお……それを、お許し下さるのですか!?」

「フレリカ軍は帝国と戦う為ため、一人でも多くの勇士が必要だからね」

「か、重ねて御おん礼れい申し上げます！　早さつ速そく、行って参ります！」

　アンバーはシエルに深く頭を下げ、幕舎を出て行く。

　シエルはふう、と溜ため息いきをついて、きつく目を瞑つぶり、現状を整理した。

　帝国平北軍は、カリューノンの戦いで半分弱の兵を失った。そして一いち夜や砦とりでのフレリカ軍は二五〇〇。こちらも半数が帝国平北軍に討たれた事になる。

　そのうち一〇〇〇はラミナに与あたえ、追つい撃げき隊に任じた。

　残るは一〇〇〇の素人しろうと兵だが、彼らには今回、戦いくさ仕事を殆ほとんどさせず、一夜砦の建造に力を注がせた。

　マギーは戦で負傷し、リンシアも徹てつ夜やで砦造りを指揮した上に、不慣れなアーティファクトを使って疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

「動けない、か……こんな時、ザグロニア将軍がいれば……」

　思わず、そんな言葉が口をついた。

　シエルもリンシアと同じく不ふ眠みんであり、マギーと同じく傷を負っている。その極限の状態が、ついつい惜おしまれつつ命を落とした名将の名を出させてしまった。

　今のシエルを支えているのは、ミオを救出したいという気持ちだけだ。

　がくり、と片かた膝ひざを突くシエル。

　もはやシエルに出来るのは、フレイとニーアがミオを守ってくれる、と信じる事だけだった。







　第五章　一いつ騎き討うち







　カリューノンを退しりぞいた帝てい国こく平へい北ほく軍は、そのまま一直線にガーネ山さん道どうへと進軍した。

　後方から追おいかけてくるフレリカ軍は、守備戦や撤てつ退たい戦が得意な副将イザベラに任せている。イザベラの兵はカリューノンでの戦いで大きく戦力を減らしていたが、本ほん陣じんから一五〇〇人程補ほ充じゆうして防備を固めさせた。

　ガーネ山道は隘あい路ろなので、何千率いていても大した意味はない。ベルガーはそれを悟さとり、本陣は一〇〇〇とし、残りの兵を全て前線のザナークに預けた。

　まずは退路を確保しなければ、そのうち兵が次々と脱だつ走そう、もしくはフレリカ軍に投降してしまうだろう。事は迅じん速そくに行わなければならなかった。

　ガーネ山道をフレリカに抑おさえられたのはまさしく不運としか言いようがない。だがそこにフレリカ王女ミオがいるとなると話は変わる。その不運を帳消しにして余りある程の幸運へと変化したのだ。

　帝国大軍師ユミカからは今回の侵しん攻こうで天翔虎カルーデイアの軍師シエルかフレリカ王女ミオの首を取れば上出来で、その身み柄がらを確保できれば最上だと手紙で伝えられている。信しん頼らいしていた軍師オリバーを失ったこの状況で二人共を生け捕どるなど実質不可能となったのだが、ミオの首を持ち帰れば戦いくさに勝利したも同然である。

　ベルガーはガーネ山道に入る手前で一日だけ兵馬に休息を与え、山道の様子を調べさせた。フレリカ軍が現れたのはランカスタと帝国領トラインのちょうど中間地点だという。

　ディアナに閉じ込めたはずのミオがどうしてその場に現れたのかを考えれば、自おのずとミオがまたその場から逃にげ出せるルートがある事に至る。進軍してきた時は全く気づかなかったが、確実に隠かくしルートの出入り口があるのだ。

　折せつ角かく敵の国王が姿を現したのに、再び隠れられては厄やつ介かいである。

（王女ミオを逃がしてでも退路の確保を最優先にすべきか、それともフレリカ軍を蹴け散ちらし、ミオ王女の首を取るべきか……）

　こういう時、ベルガーは常にオリバーに意見を求めてきたが、今は相談できる者はいない。軍師を失うという事がどれ程の痛手か、改めて思い知らされていた。

　結局ベルガーは考えがまとまらないまま朝を迎むかえ、とにかくガーネ山道へ進軍しなければ始まらぬと、全軍に進軍命令を出した。

　ガーネ山の朝は激しく冷え込む。帝国平北軍の面々は、カリューノンに向かう時とは全く違ちがう表情で、足取りも重かった。

　昨晩のうちに、数百人単位で兵が脱走していた。

　カリューノンには一いち夜や砦とりでと卸おん浄じよう咎きゆうが待ち構え、退路は塞ふさがれている。

　少しでも気が弱い者は帝国平北軍に勝ち目なしと見て、早々に武具と赤い鎧よろいを捨ててフレリカのラミナ軍へと投降していたのである。

　刻々と状況が悪化する中で、ベルガーは王女ミオの姿にだけ集中していた。

　将兵らの士気は想像以上に低い。だが、いざとなれば副作用セコンダリに苦しんででも戦せん勝しよう旗きを使う。そう心に決めて、ガーネ山道を進んだ。

　前線を行く副将ザナークがフレリカ軍の防ぼう護ご柵さくに突とつ撃げきをかけたという報告が入ったのは、その日の昼前だった。

　フレリカ軍は帝国平北軍に無数の矢で攻こう撃げきし、一歩も寄せつけまいと必死だった。

　対するザナーク軍も後ろに下がる訳にはいかず、夥おびただしい数の犠ぎ牲せい者しやで道が塞がってしまいそうだった。

「行け！　こちらも矢で応戦だ！」

　ザナーク将軍の無む慈じ悲ひな言葉が、帝国兵の耳にねっとりとこびりつく。

　カリューノンへの進軍前とは状況が違い、帝国平北軍は何としてもここを突とつ破ぱしなければならない。兵の命をいくつ犠牲にしても、フレリカ軍への突撃をやめる訳にはいかないのだ。

　ガーネ山道は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずと化した。互たがいに譲ゆずらぬ両軍の死し闘とうは、終わりのない階段を登り続けるように兵たちを苦しめる。だが、後方からの矢で援えん護ごを得た帝国平北軍が、盾たてを構えてじりじりとフレリカ軍に迫せまり始めた。

　このまま進めばフレリカ軍の防護柵を打ち破り、歩兵がなだれ込める。

　ところがその時、戦場に異変が生じた。

　突とつ然ぜん、帝国平北軍側からの矢が小雨のようにまばらになり、やがて一本も放たれなくなった。

　フレリカ軍への有効な攻撃手段である矢が、底をついたのである。

　糧りよう道どうを断たれ、物資が乏とぼしい事が災わざわいした。

　フレリカ軍は息を吹ふき返したかのように矢を射る。

　敵軍に切り込もうとしていた最前線の帝国兵が、いいようにやられだした。

「しょ、将軍！　ここは一度退たい却きやくを！　このままではぜんめ──」

　ザナーク将軍にそう進言した兵の首が、ぼたりと地面に落ちた。

『ふざけるな！　ここで下がれば、命を落とした者らの苦労が水の泡あわだ！　一歩たりとも下がる事は許さん。ベルガー将軍に援えん軍ぐんを求め、数で押し込むぞ！』

　無情な命令の前に、帝国兵は泣きたい気持ちになった。

　ザナークの命令は直ただちに実行され、ベルガーは前線に更さらに半数の兵五〇〇を送り込んだ。

　より厚みを増したザナーク軍が、穿うがたれた仲間を踏ふみ越こえてフレリカ軍に迫る。帝国平北軍は多大なる犠牲を出しつつも、ついにフレリカ軍の防護柵を押おし倒たおす事に成功した。

「よくやった、帝国の誇ほこり高き勇士たちよ！　このまま一気に犬どもを蹴散らせ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　これまで散々痛めつけられた帝国平北軍は、その仕返しとばかりにフレリカ軍に迫る。

「退ひけ！　下がれっ！」

　その時フレリカ軍に馬上で命を下したのは、目ま深ぶかにフードをかぶった若い女だった。

　女の言葉で、兵たちが槍やりを帝国平北軍に向けたまま後退していく。

　その統率力。

　その威い厳げん。

　ザナークはもう一度、将兵を奮起させる為に声を張り上げた。

『いたぞ、あれがフレリカ王女ミオだ！　あやつを討ち取れば、一生遊んで暮らせる程の褒ほう美びが手に入るぞ！』

「おおおおおおおおおおっ！」

　褒美と聞いて、帝国兵らの目の色が変わった。

　じりじりと押し込み、もうすぐ刃はが届く距きよ離りまで近づける、と思ったその時だった。

「第二陣、矢を放て！」

　女がそう叫さけぶと、最前線で戦う帝国兵の頭上を再び矢の群れが覆おおった。

　矢を受け、混乱する帝国平北軍。

　その隙すきを見てフレリカ軍が脱だつ兎との如ごとく後ろへ走って行く。

　フレリカ軍の奥には、またも防護柵が待っていた。

「おのれミオ……ふざけんなああああああ！」

　怒いかり心しん頭とうだったのは、ようやくフレリカ軍に斬きり込めたと思ったザナークだった。

　顔を真っ赤にし、円えん月げつ刀とうを片手に馬を前へ走らせ、前面に立つザナーク。

　その前に、美しい白銀の鎧をまとった女が馬を進めてきた。

「ベルガーじゃないな。お前は誰だれだ？」

　長い銀の髪かみをなびかせ、鋭するどい目つきで睨にらみつけてくる女。

　しゃらり、と鎧の音を響ひびかせて女が馬の足を前に出す。いつの間にか二人による一騎討ちの様相を呈ていし、帝国兵の足は止まり、フレリカ軍の矢も止まっていた。

「俺は平北軍副将ザナークだ！」

「そうか。私は旧エリューディン王国近この衛え騎兵隊隊長ベロニカだ。格下に興味はない。見み逃のがしてやるから今すぐベルガーを連れてこい」

『な、何だと!?』

　ザナークは円月刀を握にぎる手に力を込め、ふう、と一息吐はいた。

「ふん。惨みじめに死んだゼルバーグのザグロニアや、貴様のような過去の人間まで……全くフレリカの連中は、よく野良犬を集めてくるもんだぜ」

　ぎらり、と輝かがやく刀身をベロニカに向けるザナーク。

　その全身から、強きよう烈れつな武の臭においがした。

「ほう、そこそこの将のようだな。ならば、ベルガーとやる前に貴様を叩たたいておくか」

　ベロニカはそう言って、レイピアを腰こしから引き抜ぬいた。

「馬ば鹿かにしやがって……後こう悔かいしろ！」

　ザナークが円月刀を構え、ベロニカに向かって駆かけた。

　レイピアは細身だけに、円月刀のような重い武器を受け止めるようには出来ていない。だがベロニカはそれ以外の武器を使う気はないらしく、ヒュン、ヒュンとレイピアで空気を切り裂さいているだけだった。

　だがその刀身は、淡あわい緑色に輝いている。

　それに馬上からレイピアというのも、奇き妙みような取り合わせだった。

　二人の距離が、一気に縮まる。

『うぉらァ！』

　多少の違い和わ感かんを抱いだきつつ、ザナークは円月刀の巨きよ大だいな刃を振ふり上げ、ベロニカの右みぎ肩かためがけて斬り下ろす。

　その時だった。

　ベロニカがレイピアを軽く振るとザナークは妙みような手て応ごたえを感じ、円月刀の軌き道どうが逸それて大きく空から振ぶりした。

　ブォン、という風音と共に、地面に降りていた雪が巻き上げられ、渦を巻く。

　ザナークは手た綱づなを操あやつり、咄とつ嗟さにベロニカと距離を取った。

「……？」

　不思議な感覚だった。まるで綿に押されたかのような弾だん力りよくを感じ、強制的に円月刀の軌道を変えさせられた。

　ザナークがベロニカを睨む。

　ベロニカはその赤い瞳ひとみを輝かせ、緑のレイピアを構えたまま微び動どうだにしていなかった。

「なるほど……アーティファクトか」

　ザナークは円月刀を頭上で振り回し、気合いを込め直した。

「たった一合ごうでそれを見切ったか。思ったよりやるじゃないか」

　ベロニカがそう言ってレイピアを構えると、その周囲の雪が自然の摂せつ理りに逆らって天へと舞まい上がっていく。

「アーティファクト〝逆さか雪ゆき〟。私の相棒だ」

　ピン、とベロニカがレイピアを横にすると、舞い上がった雪がその周りで渦を巻いた。

「風を、操っているのか!?」

　ザナークが円月刀を握る腕うでに力を込める。

「察しがいいな。だが、我が刃はガーネ山の恩おん恵けいそのものだ。貴様に受けられるかな？」

　次の瞬しゆん間かん、ザナークの足あし下もとの空気が逆巻き、風の刃に包まれた。

『うぐぉッ』

　鋭えい利りな刃は物ものを内包したかのような竜たつ巻まきは、ザナークとその馬の身体からだをざくざくと刻む。ザナークはたまらず馬を跳はねさせてその場を飛び退のいた。

「薄うす皮かわ一枚斬るだけのアーティファクトとは面白い。表皮なんぞいくらでも切らせてやる。その代わり、貴様の首を貰もらうぞ！」
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　駆け出すザナーク。

　瞬しゆん時じにしてベロニカとの間合いを詰つめ、今度は刃を弾はじかれないようベロニカの脇わき腹ばらを狙ねらって横よこ薙なぎに円月刀を振った。

　対するベロニカはそれを風の壁かべで受ける。

「……重い！」

　その力任せの斬撃は風を裂き、ベロニカを圧あつ迫ぱくする。

『うぉらああああッ』

　ザナークの刃は届かなかったが、それでも馬ごとベロニカを吹き飛ばした。

　再び距離を取る両者。

　風を操り、中ちゆう距きよ離り攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを同時にこなすベロニカ。

　重厚な円月刀を凄すさまじい膂りよ力りよくで操り、一いち撃げき決殺の力を持つザナーク。

　両者は互いに睨み合い、一瞬の隙も与あたえない構えだった。

「大した馬ば鹿か力ぢからだな。これは思ったより厄やつ介かいだ」

　ベロニカが風を纏まといつつ、軽かる口くちを吐く。

「貴様こそ、驚おどろいたぜ。アーティファクトに頼たよらず、力を巧うまく操っている」

「見かけに囚とらわれぬ事だ。私の風は痛いぞ？」

「……いい女じゃねぇか。俺のモノにしたくなるぜ」

「ほう、いい女などと言われたのは久しぶりだ。たとえそれが不細工な禿はげ坊ぼう主ずでも、悪い気はせんぞ」

『言い過ぎだコラぁ！』

　ザナークが烈れつ火かの如く怒り、間合いを詰めて円月刀を振る。ベロニカはその素早い連撃に対し、風のレイピアで打ち合っていた。

　二合。三合。四合。

　ガーネ山さん道どうにカモシカの鳴き声のような甲かん高だかい音が響く。

　二人の力は、互ご角かくだった。
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　その頃ころ。

　帝てい国こく平へい北ほく軍の後こう陣じんを任されたイザベラは、執しつ拗ように攻せめてくるフレリカのラミナ軍を巧たくみに迎むかえ撃うっていたが、平北将軍ベルガーはザナークが進むのを待たなければならない状じよう況きように陥おちいっていた。

　隘あい路ろでは身動きが取れない。ベルガーはザナークが持つ円月刀と同じ物をぎりりと握り締め、苛いら立だたしげに大声で叫んだ。

「ザナークは一体何をしている！　このままでは埒らちがあかんぞ！」

　ベルガーは二メートル以上ある巨きよ漢かんである。その声は騎き馬ば隊の頭の上からびりびりと響き、まるでベルガーの怒りに殴なぐられているかのようだった。

　その時、前線から伝令兵がベルガーの許もとに走って来た。

「ベルガー将軍、ザナーク将軍は前線でベロニカとかいう女と交戦中との事です！」

「なぁにぃ？　こんな時に、一いつ騎き討うちで遊んでおるのかあの馬鹿者は……ん？」

　伝令からの報告に、ベルガーは眉まゆ根ねを寄せた。

「ベロニカというのは、旧エリューディン軍にいた女か？」

「前線の兵からの情報ですと、相手は確かに旧エリューディン軍の近衛騎き士し団長と名乗っていたそうです！」

「そうか……あの女か」

　ベルガーは、ベロニカを知っていた。

　平北将軍としてラーカスの北西部を制圧した後、一度だけ征せい西せい将軍レンギルの援軍としてエリューディン領だったトライン攻略に参戦した事があった。

　当時、征西将軍レンギルが所持していたアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟は、身動きが取れなくなるという副作用セコンダリの為ため、野や戦せんでは使いづらいものだったので、野戦で帝国軍最強といわれたベルガーに声がかかったのだ。

　その時、唯ゆい一いつベルガーと一騎討ちで互角に渡わたり合ったのが、ベロニカだった。

　ベロニカの存在は大きく、帝国征西軍と平北軍の連合相手に、エリューディンは互角以上の戦いを繰くり広げたが、ある日突とつ然ぜん、ベロニカは味方を数十人斬り倒たおして姿を消したという。それからベロニカの姿を見た者はなく、帝国軍によるエリューディン攻こう略りやくは征西軍が成し遂とげた。

　ベルガーは考える。ザナークの腕はベルガーに勝まさるとも劣おとらないが、相手がそのベロニカであれば、中々決着はつかないだろう。

「ちっ……ここは戦せん勝しよう旗きしかないか……」

　至し近きん距離でアーティファクト〝戦勝旗〟を使えば、ザナークにもその威力が及およぶ。

　狂戦士と化したザナークならば、相手がベロニカでも討ち取れるかもしれない。

　ベルガーの円月刀に巻かれた旗が、しゅるる、と音を立てて広がり、淡く輝き出す。

「ようし、一気に決めてやる！」

　片手で戦勝旗を天に掲かかげ、その力を解放しようとした……。

　その時だった。

『突とつ撃げきだああああああああああっ！』

　どこからともなく、雷かみなりのような声が帝国平北軍本陣を襲おそった！

「敵てき襲しゆうか!?　何ど処こから!?」

　ベルガーが慌あわてて前を見る。だが、味方が崩くずれたような様子はない。

　続いて右手を見るが、こちらは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきであり、人どころか生命の息吹いぶきすら感じない。

　とすると後陣が突とつ破ぱされたのか、と馬の手綱を引いて後ろに目を向けるが、やはりそこに敵兵の姿はなかった。

「……!?」

　まさか、と思う。

　ゆっくりと進軍方向左手、崖がけ上の方に目をやると……陽光を背負い、枯かれ木の群れのような物が、垂直に近い崖を跳ねながら降りていた。

　初めは見知らぬモンスターの襲しゆう撃げきかと思ったベルガーだったが、その一軍の中にフレリカの国旗を見て、思わず叫さけんだ。

『バカな！　上からだと!?』

　信じられない光景だった。

　よく目をこらしてみると、枯れ木に見えたのは大きなカモシカの角だった。そしてその角を握り、片手に矛ほこを持った男が背にまたがっていた。

「うおおおおおおおお！」

　やがて男が中ちゆう山ざん道どうに降り立ち、槍やりを構えた帝国兵を一ひと突つきすると、そのまま兵の身体を持ち上げて宙へと舞い上げた！

「て、敵襲だ！　迎え撃て！」

「しかし……」

　将兵が動どう揺ようするのも、無理はなかった。

　その男の膂力もさることながら、男が乗っていたカモシカの大きさは化け物級だった。

　見事な角が樹木のように広がり、豊かに蓄たくわえた顎あご髭ひげが貫かん禄ろくを醸かもし出す。鋭するどい眼光は凶きよう暴ぼうな肉にく食しよく獣じゆうのようで、その体たい躯くは帝国兵を見下ろせる程である。

　そしてその後方……と言うよりは上方から、雪崩なだれのようにガーネカモシカがたち降ってくる。その一頭一頭に、兵が乗っていた。

「こんな化け物ども相手に……がっ！」

　皆みなが先頭のカモシカに気を取られているうちに次々と崖からフレリカ兵が駆かけ下りてきて、呆ぼう然ぜんとする帝国兵の胸を槍で突いていった。

「お、応戦しろ！　将軍を守れ！」

　こんな場面で奇き襲しゆうに遭あう事など全く予想できなかった平北軍は、慌てながらもベルガーを中心に円えん陣じんを組んだ。

　奇襲してきた兵の数はそう多くない。

　きちんと陣じん形けいさえ保っていれば、怖おそれる事などない。

　……はずだった。

「こうなりゃオレらの方が有利だ！　お前ら、オレらの力を見せつけてやれ！」

『おおっ！』

　フレリカ軍が、白銀の隘路で躍やく動どうする。

　カモシカらは帝国兵を乗せた騎馬を角で突き刺さし、怯ひるんだ帝国兵をフレリカ兵が槍で倒す。

　歩兵はもっと悲ひ惨さんだった。巨きよ大だいなカモシカの蹄ひづめで蹴けられ、角で突き飛ばされ、兵に討たれ……僅わずか数百しかいない奇襲部隊に、帝国平北軍は右往左往していた。

　量こそ圧あつ倒とう的てきに多い帝国平北軍だが、質がまるで違ちがった。

　山さん岳がく戦に強いガーネカモシカ騎兵は、傾けい斜しやをも武器とする。騎馬兵と違い、劣れつ勢せいと感じれば崖の僅かなスペースに逃にげ込み、そこから跳ちよう躍やくして頭上から襲いかかる。

　前後を塞ふさがれている帝国平北軍にとっては、まさに窮きゆう地ちだった。

　ベルガーはかっと目を見開き、カモシカを操あやつるフレリカ兵に向かって吼ほえた。

『我こそは帝国平北将軍、アルベルト・ベルガーである！　この俺を恐おそれぬ命知らずがあらば、前に出て戦えっ！』

　ベルガーは戦勝旗を再び円えん月げつ刀とうの柄えに巻き付けて愛馬を駆ると、一瞬で三騎のカモシカ騎兵をその刃で薙なぎ払はらった。

　さすがに武力で名を上げた将軍である。カモシカの角を頭ごと叩たたき斬きり、返す刀で兵を斬り飛ばす。並のカモシカ騎兵など、ものともしなかった。

「お前が平北将軍ベルガーか？」

　その時、あの巨大なカモシカに乗った男が、ベルガーの前に進んできた。

「貴様が、この奇襲部隊の将だな……見事なものだ」

　何が見事なのかは敢あえて言わなかった。

　カモシカの貫禄、その背に乗る男の武ぶ威い……この奇襲そのもの。

　数を減らしたとはいえ、五〇〇〇からなる帝国平北軍を前後に分断し、その中ちゆう核かくを突く。その手並は、敵ながら鮮やかとしか言いようがなかった。

　ベルガーと対たい峙じする男が、ギン、と鋭い目つきになり、燃えるような赤い髪かみの上に矛を翳かざして咆ほう哮こうした。

『我こそはフレリカ王国将軍フレイ・フォルク。かつて反帝国軍リヴェラルウィングで千人斬ぎり将軍と謳うたわれた男だ！　ベルガーよ、オレの矛の味を存分に味わえ！』

　千人斬り将軍と聞いて、帝国兵の身体からだが硬こう直ちよくする。

　そんな中でただ一人、ベルガーだけは笑みを浮うかべていた。

　リヴェラルウィングの千人斬りといえばかなりの豪ごう傑けつで、帝国兵の間ではかなり有名な人物である。

「そうか、貴様がそうなのか！　かねてから一度、刃やいばを交えたいと思っていた。何な故ぜ、俺が帝国の四将筆頭なのか、たっぷり教えてやるぞ！」

　ベルガーが愛馬の頭を撫なでる。

　その馬は周りのものとは違い、全身が雪のように真っ白で馬体も大きく、胴どうと頭に赤い装そう甲こうをまとわされている。特に頭には一いつ角かく獣じゆうのように鋭い角がある鉄製のマスクが付けられていた。

　ベルガーの愛馬は何万頭と存在する馬の中から、選えりすぐられた名馬なのである。

「貴様のその鈍のろそうな鹿しかが俺の愛馬グラフトに勝まさるとは思えんが……勝敗の言い訳にするなよ？」
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　ぎらり、と目を輝かがやかせ、全身から闘気を発してフレイに向かうベルガー。

「お前こそ四将筆頭の理由は馬のお陰かげでした、なんてオチにならねぇよう、オレを楽しませろよ？」

　フレイも久々の強敵相手に、血を滾たぎらせてワーネスを駆った。

　ゴキン、という鈍にぶい音と共に、ベルガーの愛馬グラフトの頭とガーネカモシカの王ワーネスの角が激げき突とつする。

　互たがいに規格外の二頭も目の前の相手を敵と認め、首を下げて力比べを始めた。

　その上から、ベルガーの円月刀がフレイに向かって振ふり下ろされたが、矛を横にして受け止めるフレイ。まるで岩でも落ちてきたのかというような衝しよう撃げきがフレイの全身を駆け抜ぬけ、ワーネスの膝ひざを痺しびれさせた。

「ぬ……ああああああああああああ！」

　一いつ瞬しゆん止まった身体を奮い立たせ、ベルガーの円月刀を弾はじくと、今度は通常の矛四本分で作らせたフレイ専用の特別な矛がうなりを上げて半円を描えがく。

　空気を巻き込み、渦うずを巻いてベルガーの左ひだり肩かたへと襲いかかるフレイの矛。ベルガーがそれを円月刀の柄で受け止めると、愛馬グラフトの身体が右へと泳いだ。

　ワーネスが機を見て後ろへと跳はね、間合いを取る。ベルガーも体勢を崩したグラフトの手た綱づなを強く引いて、再びフレイと相対した。

『おお……おおおおおおおおおおお！』

　いつの間にかフレイとベルガーの周囲にいた兵は円陣を組み、二人の戦いに驚きよう嘆たんの声を漏もらし、歓かん声せいを上げていた。

「さすがにやるな」

　にやりと笑うフレイ。

「貴様こそ、中々だ」

　まだ余よ裕ゆうを見せるベルガー。

　二人は息を整えると、手にした武器を大きく振りかぶった。

「「うおおおおおあああああああ！」」

　声を上げながら、再度激突する両者。

　今度は一いち撃げきではなく、連撃での勝負となった。

　二人の猛もう将しようと二頭の獣けものが、何度も何度も相手を穿うがとうと攻こう撃げきを繰り出す。

　防いで、斬る。

　避よけて、突く。

　いなして、撃うつ。

　払って、穿つ。

　幾いく度どとなく繰り返される攻こう防ぼうに、やがて周囲の兵は声を出すのも、瞬まばたきをするのも忘れ、ただこの嵐あらしのような激げき闘とうの行方ゆくえを見守っていた。

　誰だれの目にも、この二人の膂りよ力りよく、速度、技のキレは五ご分ぶに映った。当人たちはそれに加え、少しばかりの困こん惑わくを覚えていた。

　これほどの将が敵軍にいるとは、と。

　今ここで何とかしておかねば、後の大きな災わざわいになりかねない。

　だが、ベルガーの方は状じよう況きようが少し違っていた。

　確かにフレイ・フォルクを討っておけば、フレリカはザグロニアに続いて大きな戦力を失う事になるが……それは、今絶対にしなければならない事なのか、と。

　そもそもこのエリューディン侵しん攻こうの目的はフレイの首ではなく、あくまで王女ミオと天翔虎カルーデイアの軍師シエルを倒たおす事である。

　これだけ激戦の中にあって、平へい北ほく将軍ベルガーの頭は冷静だった。

　ちらり、とベルガーが目を逸そらす。

　周りの者は皆、この一騎討ちに夢中になっている。

　目を戻もどすと、再びフレイが矛を翳してベルガーに斬りかかろうとしていた。

（このままでは決着がつかん）

　ベルガーの頭が、素早く回転する。

　フレイが乗っているガーネカモシカは、確かに山岳戦では馬より勝る。だが、単純に走る速度を比べてみれば……。

　フォン、とフレイの矛が風を切る。

　ベルガーはフレイの攻撃を馬ごと避けると、そのまま帝てい国こく平北軍本ほん陣じんに向かって駆け出した！

「な、はあっ？」

　フレイも、周りで見守る帝国兵やフレリカ兵も、ベルガーの行動が理解できず、呆然とした。

　その隙すきを、ベルガーは見み逃のがさなかった。

　正面に立ち塞がっていたフレリカ兵を馬の体当たりで弾き飛ばすと、円えん月げつ刀とうに巻き付けていた旗を広げて叫さけんだ。

『呼び起こせ、戦せん勝しよう旗き!!!!』

　旗が目映まばゆい光を放つ。

　するとその場にいた帝国兵の目つきが変わり、雄お叫たけびを上げてカモシカに乗ったフレリカ兵に襲おそいかかった。

「逃げんじゃねぇ！　戻って来やがれコラぁ！」

　ようやく事態を把は握あくしたフレイが、帝国兵をワーネスの角で突き飛ばしながらベルガーを追う。

　だが、痛みも恐きよう怖ふも感じなくなった帝国兵は重なるようにフレイの前に立ちはだかり、思うようにベルガーを追いかけられなかった。

「くそ……ちくしょう！　汚きたねえぞベルガーぁあああ！」

　フレイの悔くやしそうな声は、我を忘れた帝国兵の怒ど号ごうにかき消された。
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　ベルガーが戦勝旗を発動させる、少し前。

　フレリカ軍と帝国平北軍がぶつかり合う前線で起こったベロニカ対ザナークの一騎討ちも、佳か境きように入っていた。

「まさか……はあ、はあ……ここまでやるとは」

　肩かたで息いきをしているのは帝国平北軍の副将ザナークだった。

「確かにお前は強い。だが、まだ私の敵じゃなかったな」

　そんなザナークに対し、ベロニカはまだ幾いく分ぶん余よ裕ゆうがあった。

　ベロニカはレイピアを構え、再びザナークに襲いかかる。

（ここは、一気に攻せめる！）

　ベロニカが選んだ攻撃は、シンプルな突つきだった。

　ザナークは自分の胸を貫つらぬかんとするレイピアを弾こうと円月刀を下から振り上げたが、疲ひ労ろうで思うように力が入らず、軌き道どうを変えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「うがっ！」

　レイピアがザナークの左肩に突き刺ささる。ばきり、と、ザナークの身体の中で何かが砕くだける音がした。

　手て応ごたえを感じたベロニカはすぐにレイピアを戻し、馬を操あやつって体勢を整え、再びザナークに向かって走った。

「これで終わりにしよう」

「うぐ……」

　ザナークの顔がひきつった。

　左肩の骨は砕けている。もう一度、ベロニカの刺し突とつを受けきる事は不可能だ。

　勝負あった。ベロニカだけでなく、誰もがそう思った……。

　その刹せつ那な。

『うおおおおおおおおおおおおっ！』

　突とつ然ぜん、後方の帝国兵が雄叫びを上げた。

　何か様子がおかしかったが、ベロニカには目の前のザナークしか映っていなかった。

　ザナークは痛みと疲労からか、頭こうべを垂れてぐったりしている。

　その左胸にレイピアを突き立てれば終わる。そう思って勢いをつけ、攻撃を繰くり出したその時、信じ難がたい事が起きた。

『うがあああああああああああ！』

　ザナークは咆ほう哮こうすると、突然右手に持っていた円月刀を上げ、ベロニカの頭に向かって凄すさまじい勢いで振り下ろしてきた！

（まずい！）

　咄とつ嗟さの判断で手を引き、レイピアに風を巻いて頭上の斬撃を受け止める。

　バギン、と凄まじい音が響ひびき、ベロニカは馬もろとも後方に弾き飛ばされた。

　攻撃を受け止めた手が痺れている。何が起きたのかわからず、ほんの一瞬だけ呆ぼう然ぜんとさせられた。

「な……何だ？」

　ベロニカがザナークに目を向けると、戦意を失いかけていた男とは思えない程の眼光をベロニカに向けていた。その瞳ひとみは飢うえた獣のように血走り、唾だ液えきを体内に戻す事すら忘れ、だらだらと喉のど元もとまで垂らしている。

「はっ、人の事を犬呼ばわりしていた男が、獣に成り下がったか！」

　ベロニカがそう挑ちよう発はつしても、ザナークの耳には全く入っていない様子だった。

　ちらりと周囲を見るとザナークだけではなく、他の帝国兵も同じような状態に変へん貌ぼうしていた。

「これは……ベルガーか！」

　こうなると、もはや戦場のルールなど一切通じなかった。

　人として、武人としての誇ほこりすら封ふうじられてしまった帝国兵は、一騎討ちという武人最大の舞ぶ台たいへの乱入という、軍人として最悪の行動を起こし始めた。

「ベロニカ殿どのを守れ！　帝国兵を寄せつけるな！」

　フレリカの将校が叫ぶと、戦場は瞬またたく間まに両軍入り乱れる混戦となった。

　その中でも、特に厄やつ介かいなのがザナークだ。

　ベルガーと同等の膂力を持つ男が、全てを投げ出して向かってくる。

　ベロニカはザナークを止めるのに全力を出さざるを得なくなり、崖がけ側を疾しつ走そうする一軍を視界に入れる事が出来なかった。

　そして、とうとうフレリカ軍の防ぼう護ご柵さく前に、その男が到とう達たつしてしまった。

　帝国の四将筆頭、平へい北ほく将軍ベルガーである。

　これだけの乱戦ともなると味方にも矢を当ててしまう恐おそれがあったので、矢を全く放っていなかった事が災いした。ベルガーは手にしていた円えん月げつ刀とうの一ひと振ふりで防護柵を吹ふき飛ばし、手勢と共にフレリカ軍へと突とつ入にゆうして叫んだ。

「馬に乗って逃げる女を狙ねらう！　俺が通れるよう道を作れ！」

　戦勝旗で意識を飛ばされた兵にとって、ベルガーの命令は絶対だった。凶きよう暴ぼう化した帝国兵は槍やりを横に構え、フレリカ兵を強引に押しのけ始めた。

「行かせるな！　あいつを止めるんだ！」

　フレリカの将が必死にベルガーを止めようとするが、帝国兵は斬きられても突かれても倒れず、不気味な程の力でフレリカ兵を押さえつけた。

　そしてついに、ベルガーは少し先にフードを被かぶった小こ柄がらな騎き兵へいがいるのを見つけ出した。

　その体たい躯く、その身なりから、ただの騎兵ではないのは明らかだった。

『見つけたぞ！　我に続け！』

　ベルガーの声に反応できる兵は、槍を振ふり回しながら突とつ撃げきを敢かん行こうする。

　フレリカ軍もよく守っていたが、ただですら強いのに、戦勝旗を使われた帝国平北軍の兵の進しん撃げきは止められない。

　状況を察知したミオが、背を見せて逃にげる。そしてミオと入れ替かわるように二人の騎兵がベルガーに向かっていった。

　ニーアが護衛としてつけた三百人長である。

「ベルガー！　お前を討って手て柄がらにしてやる！」

　フレリカの青い鎧よろいを輝かがやかせ、意気高々に馬を走らせる。

『邪じや魔まするな雑ざ魚こがぁ！』

　そんなフレリカの二人を丸飲みするかのように大口を開け、ベルガーが叫ぶ。

　戦勝旗をはためかせて馬を走らせるベルガーが、上から円月刀を振り下ろす。

「そんなもの──」

　持っていた矛ほこで、その円月刀の一いち撃げきをいなし、すぐさまベルガーの喉元を突き刺す……つもりだった。

　ガキリ、と刃やいばが交こう錯さくすると、ベルガーの刃が全てを砕き、三百人長の身体からだを馬ごと斬り裂さいた！

「な!?」

　後に続いていたもう一人の三百人長が、一振りで敗やぶれた仲間を見て怖おじ気づいた。

『その程度の腕うでで俺に挑いどむな！』

　ベルガーはそのままスピードを緩ゆるめず、くるりと円月刀を回して刃先を前に出す。

　ずん、と、三百人長の胸に円月刀が突き刺さると、主あるじを失った馬だけがベルガーの横を通り抜ぬけていった。

「ご、護衛がやられたぞ！」

「陛へい下かを守れ！」

　当とう惑わくしたフレリカ兵が、ベルガーの進路を塞ふさぐ。

　だがベルガーの前でその行動は、無意味に等しかった。

　愛馬グラフトを走らせながら、ミオを守るべく集まったフレリカ兵を悉ことごとく斬り伏ふせる。

　気づけば、ベルガーの目の前には馬で必死に逃げる白いコートの女の背中が迫せまっていた。

『フレリカ王女ミオ、覚かく悟ごォ！』

　円月刀を振り上げるベルガー。それを脇わき目めに、身体を硬こう直ちよくさせるミオ。

　その瞬しゆん間かん、周りの者は時間がゆっくりと流れているように感じた。

　ベルガーの円月刀が、ミオに向かって弧こを描えがく。




　そしてベルガーの刃が……ミオの背中を、裂いた。




　白銀の世界に、朱しゆの霧きりが舞まう。

　ミオは意識を失い、力なく落馬した。

「はあ、はあ……やった、やったぞ」

　ベルガーは一いつ騎き駆がけで敵てき陣じん深くに入り込み、ついにフレリカ王女ミオを斬り倒たおした。

　手応えは、充じゆう分ぶんだった。

『フレリカ王女ミオ、このベルガーが討ち取ったぁああ！』

　ベルガーが、女を見下ろして勝ち鬨どきを上げる。

　フレリカ兵はその光景を目にして、がくり、とその場に膝ひざを突いた。

　ミオはラーカスの希望だった。トーレ帝てい国こくを倒し、ラーカスに真の平和をもたらすのは、彼女をおいて他にないと信じていた。

　それだけに、ミオ戦死の報はフレリカ兵から士気を根こそぎ奪うばい去ってしまった。

　それと同時に、ずしんとベルガーの腹を痛みが襲おそった。

　副作用セコンダリが出始めているのだ。

　王女ミオを討たれ、周囲のフレリカ兵は立ち上がる事も出来ない。

　絶好のチャンスだった。

『全軍に告ぐ！　フレリカ兵どもなどに構わず、全力でガーネ山さん道どうを駆かけ抜けろ！』

　戦勝旗の力で、伝令を使わずとも瞬しゆん時じに後こう陣じん以外の兵にベルガーの命が行き渡わたる。

　フレリカ王女ミオ、ベルガーに討たれる。

　その報は皮肉にも、悲しみの声を上げるフレリカ兵の口から帝国平北軍の後陣へと伝わった。カリューノンからの追つい撃げきを抑おさえていた後陣はそれを聞いて中ちゆう山ざん道どうではなく、上じよう山さん道どう側からトライン方面へと退しりぞいた。中山道を通れば王女ミオを討たれたフレリカ軍の猛もう反はん撃げきにあうと思った、イザベラの機転だった。

　こうしてガーネ山道での戦いも、その幕を下ろした。
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「ミオ陛下が討たれただと!?」

　フレイがそれを耳にしたのは、逃げるベルガーを追っている最中だった。

　帝国平北軍の兵士らは口々にミオ討ち死にと叫さけび、フレリカ兵の士気を削そぎつつ走り去る。フレイは兵をかき分けるのが面めん倒どうになり、ワーネスを走らせて崖を進み、ようやくその場所にたどり着いた。

　周囲には将兵が集まっており、その中にはベロニカの姿もあった。ベロニカは馬を下り、血にまみれたコートに身を包んだ女性を腕に抱だき、眉み間けんに力を込めていた。

　今も背後では帝国平北軍の兵が駆け抜けていく。

　だが、帝国兵もフレリカ兵も、もう槍を交える事はなかった。

　無論、ベロニカやフレイとて同じである。

「お、おい、一体、何があった!?」

　フレイがワーネスから降り、ベロニカの肩かたを掴つかんで訊きいた。

「勇ゆう敢かんな人だ……フレリカの為ために、ここまで身を張るとは」

「何の話だよ！」

　フレイがベロニカの肩を掴んだ時、白いフードがはらりとめくれた。

「…………は？」

　生気を失ってしまったかのような白い顔色。

　薄うす青あお色の、短い特とく徴ちよう的な癖くせっ毛。

　ぐったりとベロニカに身体を預けているその少女はフレリカ王女ミオではなく……。
















フレリカ軍副軍師、ニーア・リーベルンだった。







『ニーアぁあ!?』

　フレイは我を忘れ、ニーアの横に膝を突いた。

「フ……レイ？」

　ニーアは薄うす目めを開き、フレイの名を呼んだ。

「こりゃどういう事だ！　お前、いつからミオ陛下の代わりになってやがったあっ!?」

　フレイの身体が、わなわなと震ふるえる。

　ベロニカはニーアの身体をフレイに預けた。

　ニーアの唇くちびるは失血によって紫むらさき色いろに変色し、体温も雪のように低下している。

　頬ほおには自分の血がこびりついていた。

「へへ……でぃ、ディアナを出た、時からだよ」

　途と切ぎれ途切れの声が痛々しく、掠かすれていた。

　ニーアはディアナで、ミオとヒノトにこれを献けん策さくしていたのである。

　ミオの身代わりとなってニーアがガーネ山さん道どうに現れ、帝国平北軍を引きつける。そしてカリューノンのフレリカ軍を救い、この場でベルガーを討とうと考えていたのだ。

　残念ながらその目もく論ろ見みは外れたが、ベルガーはこの場を去り、帝国平北軍もこの地を去ろうとしている。

　そしてミオもシエルも健在だ。

　ニーアはミオの身代わりになる事で、フレリカ王国を救ったのである。

「バカが……お前、本当にバカじゃねぇのか？」

　フレイは、完全に混乱していた。

「うー、だっ、仕方、なかったのよ。ミオさまと、同じくらいの体格の、女の子って……私くらいじゃん……いっ！」

　ニーアが顔をしかめる。

　斬きられた背中の傷は深く、フレイの腕や膝はニーアの血がべっとりと付着していた。

『ベルガーぁ……あ、あの野や郎ろうォ』

　フレイは腹の底が猛もう烈れつに熱くなるのを感じた。

　身体が震えて上う手まく動かない。

　それは今まで感じたことのない、激しい怒いかりだった。

「はは、ったく、あんたにベルガー、任せたじゃん……な、なにしっぱいしてんのよ」

「うぐ……面めん目ぼくねぇ……」

　ニーアは痛みで顔をしかめ、息を乱しながらもフレイに悪態をつく。

　自然と、ニーアの肩を抱くフレイの腕に力がこもった。
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「フレイ……私の事は、いいから……シエルに、ミオ様は、くっ……はぁ、はぁ、ディアナで、ヒノト様とご一いつ緒しよに、橋を作ってもらってるから……お迎むかえに……」

「わかった、わかったからもう喋しやべるな！」

　ニーアが、フレイに微笑ほほえむ。その笑顔はフレイが知っているものを全て超ちよう越えつしている、儚はかなさを秘めた美しさだった。

　そしてフレイの腕にかかった重みがずしりと増すと、ニーアががくんと首を落として意識を失った。

『ニーアぁ！』

　フレイの目に、涙なみだが溢あふれる。

　ニーアはこの小さな身体からだで、想像できない程の覚悟と責任を胸に秘めて、ミオの身代わりを務めたに違ちがいない。

　フレイはニーアの頭をしっかりと、胸に抱だきしめる。

　その後ろで、ベロニカがぽつりと呟つぶやいた。

「まだ微かすかに息がある。副軍師は万が一に備え、鎧よろいの下に布を詰つめ込んでいた。それが幸いしたが……傷は思ったより深い。だがあいにく、ここには医い療りよう部隊がない。今すぐ治療を受けさせれば何とかなるかもしれんが──」

『医療部隊ならカリューノンにあるっ！』

　その時、フレイの背後からラミナの声が響ひびいた。

「ラミナ!?　おま、何で──」

「細けぇ話は後だ将軍！　軍師がカリューノンで帝国平北軍を破り、医療部隊を連れて砦とりでを築いている！　副軍師を急いでそこに連れて行け！」

　ラミナの叫びは、ニーアを救いたい者達の心に、小さな希望の火を灯ともした。

　カリューノンにいるシエルの許もとに運べれば、ニーアを助けられるかもしれないのだ。

『誰だれか、毛布とロープを持って来い！　オレが……こいつを助けてみせる！』

　フレイが叫ぶと、すぐさま後方から兵が厚手の毛布を持って駆けつけてきた。フレイはニーアの身体をその毛布で包み、しっかりとロープで自分の腰に固定する。

　その時、のし、のしと歩み、フレイに頭を垂れる巨きよ体たいの姿があった。

　ワーネスだった。

　その目は誇ほこり高く、王に相応ふさわしい威い厳げんを放っていたが、自分を負かした男への敬意が含ふくまれているように見えた。

　フレイがワーネスの首を撫なでながら、僅わずかに口許を緩ゆるめた。

「そうか……お前、走ってくれるか？」

　ワーネスは当然だ、と言っているかのようにぶるる、と鼻を鳴らした。

「フレイ、私にカモシカを一頭よこせ。カリューノンまで道案内をしてやる。馬で街道を行くより森の獣けもの道みちを使った方が早い！」

　そう申し出たベロニカに、フレイは頷うなずいた。

　フレイは立ち上がり、思い切り声を張り上げた。

「全軍に告ぐ！　フレリカ王女ミオ陛下は生きている。だが、身を挺ていして陛下の身代わりとなった副軍師ニーアが負傷した！　この勇敢な軍師を死なせる訳にはいかねぇ！

　今から大急ぎでカリューノンまで運ぶから、道を開けろと通達しろ！　カリューノンの兄貴にも早馬を飛ばせ。急ぎやがれェ！」

「「ははっ！」」

　ミオが健在であり、副軍師ニーアが重傷である。

　その事実は即そく座ざにガーネ山さん道どうのフレリカ軍全軍に伝えられた。

　フレリカ兵たちはミオが生きていた事に安あん堵どしつつ、これまで将兵を支え続けてきた副軍師ニーア重傷の報に心を痛め、次々と立ち上がった。

　それからフレイはベロニカの先導で、ワーネスを走らせた。

　戦せん闘とう能力ではワーネスに敵かなうカモシカはいないが、ベロニカが見立てたカモシカは丈じよう夫ぶで悪路も気にせず、走りに特化したものだった。

　カモシカの走りは馬よりも揺ゆれるので騎き乗じようするのは難しい。エリューディン育ちのベロニカはともかく、傷ついたニーアを胸むな元もとに抱かかえ、片手でワーネスの角を握にぎるフレイの騎乗術はかなりのものだった。

　二人はガーネ山道を一気に抜ぬけ、直進して森に入る。最短距きよ離りでカリューノンに向かうには、どうしてもこのルートで行かねばならなかった。

「ん……」

　道中、激しい揺れでニーアが呻うめく。まだ意識は混こん濁だくしている様子だった。

「ニーア、お前の策はむちゃくちゃだぜ。オレがワーネスに殺されてたらどうすんだよ。お前がベルガーに首を刎はねられてたら、どうすんだよ。もっとマシな策を立てろよな」

　そう言うフレイの口調はいつもと違って優しく、尊敬の念が込められていた。

「もっとも、お前がこんな目に遭あったのはベルガーを討ち漏もらしたオレのせいだ。お前が元気になったら、いくらでも詫わびをいれてやるから……今だけは頑がん張ばってくれニーア！」

　雪を跳とばし、邪じや魔まな枝を折りつつ、凄すさまじい勢いで深しん雪せつの中を駆けるベロニカとフレイ。

　そんな中、力強い温もりに守られたニーアの唇が……微かに緩んだ。







　第六章　白の世界のフレリカ王国







　帝てい国こく暦れき三九年、三月。

　帝国平へい北ほく軍によるエリューディン侵しん攻こうという危機を迎むかえたフレリカ王国は、天翔虎カルーデイアの軍師シエルの知ち恵えと、副軍師ニーアの勇気によって辛からくも勝利を収めた。

　そして、翌月。

　ガーネ山さん道どうはリンシアと一〇〇〇の兵で堅けん固ごに守られ、トラインの砦とりで跡あと地ちで再び軍を立て直そうとしている帝国平北軍を牽けん制せいしていた。

　だが、帝国平北軍はカリューノンの戦いで軍師オリバーを失ったのが響いている上に、ガーネ山道を守るのがアーティファクト〝卸おん浄じよう咎きゆう〟を持つリンシアという事から積極的な侵攻の動きを見せず、平北軍フレリカ軍双方が互たがいに斥せつ候こうを出して様子を見ている状態が続いていた。

　帝国のシュルツ将しよう軍ぐんによって破は壊かいされたディアナへの橋は、吊つり橋だけディアナの職人の手によって復旧された。

　その橋を、フレリカ王女ミオと旧エリューディン王国のヒノト公子が渡わたって来る。

　出で迎むかえたのは、エナ率いる二〇〇のフレリカ兵だった。

　ミオはエナからニーアの容態を聞くと、血相を変えて名医をカリューノンに送るよう命じ、自身は急いでランカスタへと無事に帰き還かんした。

　それからエリューディンの地は、急速に再興し始めた。

　ガーネ山から採さい掘くつされる鉱石はディアナで研けん磨ま、装そう飾しよくなどの加工が為なされている。物流が滞とどこおるのを嫌きらった商人たちは、橋の再建に多額の資金を融ゆう資ししてくれたのだ。

　そんな中、フレリカの諸将は王女ミオの号令でランカスタへと集められた。

　ランカスタ城の大広間はミオらフレリカの者が入る前は絢けん爛らん豪ごう華かに飾かざられていたが、それらは全てオルム商会に売り払はらわれ、今は必要最低限な調度品のみ置かれた簡素な部屋へと変えられていた。以前は西せい征せい将軍レンギルが座っていた豪ごう華かな玉ぎよく座ざも安い物にして、それに王女ミオが腰こし掛かけている。

　左尚しよう書しよエナ・ワトソンが寄り添そうように胸を張り、右尚書ドリス・カーターが一輪の花のように佇たたずんでいる。

　その後ろにはフレイ・フォルク、マギー・バイパー両将軍が並び、続いてラミナ・ザグロニア、ヴィジー・マードックら千人長が堂々とした風格を醸かもし出す。

　そしてその一団より少し離はなれて、エリューディン勢も揃そろっていた。

　旧エリューディン王国の公子ヒノトを最前列に、ベロニカ、アンバー、そして鉱山に囚とらわれていたエリューディンの諸将も列席していた。

　だが、その中にフレリカ王国軍師シエル・スノーハート、副軍師ニーア・リーベルン、特とく殊しゆ千人長アルガード・ザグロニアの姿はなかった。

「さあ陛へい下か、皆みなにお言葉を」

　右尚書ドリスが、ミオにそう促うながす。

　ミオは頷き、立ち上がって口を開いた。

「皆……まずはこの日を迎えられた事を喜ぶ前に、私は一人の勇ゆう敢かんな戦士に黙もく祷とうを捧ささげたい。窮きゆう地ちに陥おちいったフレリカの宝を守ってくれた……アルバーノ・ザグロニア将軍に」

　ミオは胸の前で手を組み、目を閉じてその冥めい福ふくを祈いのる。

　諸将らもそれに倣ならい、同じように黙祷を捧げた。

　暫しばらくそうした後、再びミオの言葉が紡つむがれた。

「此こ度たびの帝国軍の侵攻で我がフレリカ王国は、新王都ルイユノーク、モロ、ヒューレという貴重な拠きよ点てんを全て奪うばわれた。だが軍師シエルの機知により、ここエリューディンにてランカスタ、ディアナ、ルナリムという新たな土地を手にすることが出来た。まずはこの地をフレリカ領にする事を認めてくれたエリューディンの諸氏に、厚く御おん礼れいを申し上げる」

　ミオはエリューディンの一団に対し、深々と頭を下げる。

　それを見たエリューディンの人々の間に、動どう揺ようが走った。

　この中には、まだフレリカがエリューディンを侵しん略りやくしたと見る者が少なからず存在していたのだが、その美しいフレリカの王女が、目の前で頭を下げているのである。

　その姿にエリューディンの人々は、フレリカが帝国西征軍とはまるで違うのだという事を理解した。

「頭を上げて下さい、陛下」

　実質的にエリューディンの代表であるヒノトが、ミオに声をかけた。

「フレリカ王国は最初からこの地を帝国から解放すると宣言して軍を動かしてくれました。この地を蹂じゆう躙りんしてきた帝国の連中とは大きく違う。ここはもうエリューディン地方にある、フレリカ王国です」

「ありがとう、ヒノト殿どの」

　ヒノトの言葉は、エリューディンの各拠点が全てフレリカ王国のものであると認めるものだった。そしてフレリカ王国軍がこの地に入ってからの行いを知っているエリューディンの面々も、それに大して異議を唱える事はなかった。

「今より、ここにいる全員がフレリカ王国の者である。それを不服と思う者は、ここを去って良い。咎とがめはせん。だが、この国をより良くし、悪逆の限りをつくす帝国を倒たおしてラーカスに真の平和をもたらすという意志のある者は、私に力を貸してもらいたい」

『おおおおおおおおおおおおおお！』

　フレリカの諸将だけでなく、エリューディンの者らも声を揃えた。

「では、今回の戦いくさで功があった者を賞したいと思うが、此度の戦いは皆の力を合わせて得た勝利である。あの帝国大軍師、天竜姫テユリオンユミカ・ローレンツと渡り合い、パルディナと有利な同盟を結び、カリューノンの地にあってはその天才的な策で、ランカスタに帝国平北軍を一歩も入れなかった天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハート。

　各戦場を駆かけ巡めぐり、傷を負いつつも決定的な仕事をいくつもこなしてくれた将軍、マギー・バイパー。ガーネカモシカの王ワーネスに果か敢かんに挑いどんでこれを御ぎよし、ベルガーと互ご角かくに打ち合った将軍フレイ・フォルク。シエルの策を堅けん実じつに実行し、今もガーネ山道で帝国軍に睨にらみを利きかせている将軍リンシア・ニース。

　千人長ながら、将軍にも匹ひつ敵てきする働きでフレリカの為ために戦ってくれたラミナ、アルガード、マードック。エリューディンの勇敢さを示してくれた、アンバー、ベロニカ両将。

　その他、数多あまたの将兵が一いち丸がんとなって戦った。皆の功はどれも甲こう乙おつつけ難がたく、このミオ・フレリカの名において後日、厚い恩賞を与あたえる事で報むくいる事を誓ちかおう」

　わああああ、と歓かん声せいが上がり、拍はく手しゆが沸わき起こった。

「だが、その中でも私は三人の者に、特別大きな恩賞を与えたいと考えている」

　大広間が、ざわざわと囁ささやき声に包まれた。

　三名の功労者とは誰だれなのか、その予想をし合っていたのである。

　そしてミオが、皆に向かって声を上げた。

「まず第一の功は文句なしに、亡きザグロニア将軍である。この者はガーネ山道で帝国平北軍を良く防ぎ、フレリカの支柱である軍師シエルと左尚書エナを命いのち懸がけで救出した。よってザグロニア将軍にはフレリカ王国上将軍の位を与えると共に、救国の英えい雄ゆうとして王国史に名を刻ませる事を約束する」

　ミオの言葉に、大きな拍手が起きた。

　ザグロニア将軍の娘むすめラミナは元気な頃ころの父を思い返し、目め頭がしらを熱くした。

「次に第二の功労者だが」

　拍手が消え、場が静まりかえる。

　そんな中、ミオがすうっと息を吸い、言葉を発した。

「エナ・ワトソン、前へ！」

「は？……ははっ！」

　突とつ然ぜん名を呼ばれたエナが驚おどろきのあまり身体からだを震わせ、一歩、前に出た。

「彼かの者は私を帝国から救出して今日に至るまで、数え切れぬ程の手て柄がらを立てている。ラーゼンの砦で旗はた揚あげした時はその内政力を存分に発揮して兵を養い、新王都として定めたルイユノークを見事な都市として成長させた。

　此度の戦でも常にフレリカ軍の兵ひよう糧ろうを絶やさず、兵を飢うえさせぬよう心を砕くだいてくれた。前線でフレリカ軍が普ふ段だん以上の活かつ躍やくを見せているのは、左尚書エナの功績が大きい。

　よって──」

　ミオはエナに優しい瞳ひとみを向け、微笑ほほえみながら告げた。

「本日より左尚書と右尚書の位を廃はいし、ドリス・カーターを尚書令とする。そしてエナ・ワトソンには、フレリカ王国の丞じよう相しようとなるよう命ずる！」

　どおお、という歓声と、雨のような拍手がエナに降り注いだ。

　突然の事で困こん惑わくするエナに、ミオは任官状を従者の手より受け取りつつ、自らエナに歩み寄って、手を握にぎった。

「丞相。これからもよろしく頼たのむぞ」

「は……ははっ、ありがとうございます。このエナ・ワトソン、粉ふん骨こつ砕さい身しんして職務に当たります」

　任官状を手て渡わたされたエナは、感無量だった。

　エナが下がると、ミオも再び玉座の前に戻もどる。

「次に第三の功労者である」

　今度は、緊きん張ちよう感かんを含ふくんだ沈ちん黙もくが広がる。

　順当に考えれば、やはり軍師シエルではないか、と誰もが思った。

　シエルはユミカに敗北して本国を奪われたが、その後のカリューノンの戦いでは帝国平北軍に劇的な勝利を収めている。

　シエルがいなければ、今のフレリカは存在しないのだ。

　だが……。

「この者は残念ながらここには列席しておらんが、その傷は本来この私が負うべきものだった。それを、その者は自ら受ける覚かく悟ごで帝国平北軍の前に現れ、カリューノンの戦いにおける平北軍撤てつ退たいという、決定的な策を決めて見せた。私はその者の名を、名めい誉よと誇ほこりを込めて口にしよう」

　ミオが胸に拳こぶしを当て、敬礼する。

　大広間に集まった者は皆、ミオの姿に倣って敬礼した。




『第三功労者。フレリカ王国副軍師ニーア・リーベルン！』




「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　この日一番の歓声が、ランカスタの大広間をびりびりと揺ゆらした。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　今回の論功でエナは丞相となり、ニーアは副軍師から軍師になった。

　更さらにザグロニアの娘ラミナとマードックが千人長から将軍へ、そしてルナリムをよく守ったカリノが三百人長から千人長へと昇しよう格かくした。

　フレリカを助けてくれたエリューディンの旧臣アンバーとベロニカは、客将という立場で今後もフレリカに尽じん力りよくして貰もらう事になった。

　現在のフレリカは外交を司つかさどる者が存在しないので、アンバーはフレリカの外交官に任じられ、ガーネ山道で帝国平北軍副将ザナークと互角の戦いを繰くり広げたベロニカは将軍待たい遇ぐうで迎むかえられる事になった。

　広間での論功発表が終わると、エナは早さつ速そく仕事を始める為、ドリスと共に内政府へと向かっている。ミオの命で将兵に特別報ほう奨しようを与えられるよう、王国の資産を計算しなければならなかったのだ。

　マギーはまだ身体の傷が完全に癒いえておらず、ミオの言葉を聞いた後、リンシアに肩かたを借りて自分の部屋へと戻っていった。

　そしてミオはフレイを連れ、とある一室へと移動した。

　ドアを開けると、窓が開かれたその部屋の白いレースのカーテンが風に踊おどっていた。

　ここは、ランカスタ城の医い療りよう棟とうである。

　部屋には二つのベッドが置かれ、二人の人物が横になっていた。

　一人は、ガーネ山道でミオの身代わりとしてベルガーに斬きられたニーア。

　もう一人は、シエルだ。

　シエルはルナリムの森で傷を負い、それが癒える間もなくランカスタへ移動して兵を指揮し、カリューノンでは身も凍こおる寒さの中、徹てつ夜やで一いち夜や砦とりでを造り上げた。

　だがその時の反動は大きく、帝国平北軍侵しん攻こうを防いだ後、シエルは突然意識を失った。

　奇くしくもフレリカ王国が誇る二人の軍師が、揃って倒れたのである。

　ミオとフレイの顔を見たニーアは、身体を起こした。

「無理はしなくていい。具合はどうだ、ニーア」

　ミオが声をかけると、ニーアは逆立つ癖くせっ毛を手て櫛ぐしで直し、はだけた胸むな元もとを整えて頭を下げた。

　ニーアはフレイの手によって、あれからすぐカリューノンの砦に担かつぎ込まれ、テントの中で手当を受けた。傷は深かったが、ベルガーの円えん月げつ刀とうの刃はがあまりにも鋭するどかったのが不幸中の幸いで、針を入れて繋つなぎ合わせると、すぐに塞ふさがってくれた。

　とはいえ、かなりの量の血と体力を奪うばわれてしまったので、暫しばらくはこの部屋で安静を余よ儀ぎなくされたのだった。

「お陰かげさまで、順調に回復しております。もともと身体は頑がん丈じような方なので……隣となりのコレよりは元気です」

　コレ呼ばわりされたシエルは、枕まくらに頭を預けて寝ね息いきを立てていた。

「全く、フレリカの軍師はどうしてこう身体を張りたがるのか」

　ミオはそう言いながら、窓際のベッドで眠ねむるシエルの横に腰こしを下ろした。

「私は好きで怪け我がした訳じゃないです。どっかのエロ将軍がしっかりベルガーを討うってくれれば、こんな目には遭あいませんでした」

　ニーアが意地悪くそう言うと、フレイがうぐ、と息を詰つまらせた。

「そりゃよう、確かにベルガーを討ち損じたのは悪かったけどよ……まさか、お前がミオ様の代わりになってるとは思わなかったしよ……」

「あら、じゃあミオ様だったら良かったの？　フレリカの将軍として問題発言だわ！」

「ち、ちが、そういうワケじゃねぇ！」

　フレイは俯うつむいて、ニーアに言った。

「とにかくだ、お前をそんな目に遭わせたベルガーは必ずこのオレが倒す。オレはベルガーを超こえる将軍になって、この借りを返してもらうぜ」

　固く拳を握り、まるで誓うように言った。

「そうね、そう感じてもらわなきゃ困るわ。今回は私だったから良かったけど、ミオ様にもしもの事があったら笑ってらんないわよ？」

「……傷ついたのがお前だって、笑えねえよ」

「え？」

　フレイの顔が赤い。

　ニーアの顔も、熱くなっていた。

「う、痛い！　いたた……」

「お、お、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　うずくまるニーアを、フレイが気き遣づかった。

「あ、あんたがヘンな事言うから、傷が痛むじゃないの！」

「お……すまねぇ」

「それにさー、お前が生きてたら、何回でも詫わびを入れてやるって言ってたじゃん。今すぐ詫びろ～！　さあ、無ぶ様ざまに跪ひざまずけ～！」

「おま……聞こえてやがったのかこの野や郎ろう！」

　ぎゃあぎゃあと喚わめくフレイとニーア。

　そんな二人に苦笑いするミオが、眠り続けるシエルの額を撫なでる。

　焼けた石のように熱かった。

「なあシエル、お前はいつもこんな目に遭っているが、今回はいつも以上に大変だったな。だがフレリカを天下の覇は者しやにするならば、天竜姫テユリオンの軍師ユミカは絶対に超えなくてはならん壁かべだぞ」

　ミオの手が、額から頬へと流れる。

　シエルには聞こえていないだろうが、それでも、ミオは声をかけ続けた。

「ユミカだけじゃないな。天翼狼ジオードの軍師アレイアもそうだし、他にもまだ見知らぬ軍師がいるかもしれん。お前はその誰にも負けない軍師になれ」







[image: ]







　ミオが、身を乗り出してシエルの顔を覗のぞき込んだ。

　長い髪かみがはらりと落ち、ミオとシエルの横顔を隠かくす。

「あ」

「う」

　その様子を目にしてしまったニーアとフレイが、互たがいの胸元をつかみ合いながら、彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくした。

　二人からはミオがシエルに何をしたのか、正確に見えたわけではない。だが、様々な状じよう況きようを総合的に考こう慮りよすると……出せる答えは、一つだった。

　ミオは暫くそうしていて、その間ニーアとフレイは顔を赤くしてその様子に目を奪われていた。

　そしておもむろに顔を上げると、ミオはそのまましゅっ、と立ち、何事も無かったかのようにドアへと向かった。

「フレイ、ニーア」

「「はい」」

　ミオの呼びかけに、思わず声が揃そろう。

「こんな世の中だ。お前たちも悔くいがないよう、妙みような意地を張るなよ。お前たちは私と違ちがって、一いつ緒しよになるのに何の障害もないのだから」

「「な、何の話ですか!?」」

　再び、フレイとニーアの声が重なる。

　そんな二人にミオは優しい春風のような笑みを見せると、ほんの一いつ瞬しゆんだけ憂うれいのある表情を浮うかべ、部屋を出ていった。




　時に、帝てい国こく暦れき三九年五月。

　フレリカ王国は王女ミオ・フレリカと丞じよう相しように任じられたエナ・ワトソンにより、国土をルイユノーク、ヒューレ、モロの三都市からランカスタ、ルナリム、ディアナのエリューディンに移し、新王都をランカスタに定めると正式に発表した。

　それはフレリカ王国が未だ健在であると公言したに等しく、リュナス、パルディナ両国は胸むねを撫で下ろし、トーレ帝国の者達には忌いま々いましい思いをさせた。

　フレリカの滅めつ亡ぼうを阻そ止しした功労者、天翔虎カルーデイアの軍師シエルは未だに身体からだを起こす事が出来なかったので、早々に回復した軍師ニーアがしばらくフレリカ軍総司令官代行として、軍の立て直しを任されていた。




　帝国の大軍師ユミカの策により一時は滅亡の危機に瀕ひんしたフレリカ王国は、二人の軍師の知ち恵えと勇気によって帝国平北軍を撃げき退たいし、復活を遂とげた。

　これよりフレリカ王国は更なる戦いに身を投じる事になるが、この時、ラーカス最大の事件が、北の大都市で起きていた。







　第ＸＸ章　トーレ帝てい国こくの暗雲







　ランカスタ攻こう略りやくに失敗した帝国平へい北ほく軍は、先に帝国に対して反乱を起こし、大だい元げん帥すいジンと大軍師ユミカの手によって完全に崩ほう壊かいさせられた、トラインの砦とりで跡あと地ちに集結していた。

　その数、三〇〇〇。一二〇〇〇の兵を率い、威い風ふう堂どう々どうとしていた平北軍の貫かん禄ろくは、今や見る影かげもなかった。

　帝国の四将、平北将しよう軍ぐんベルガーは自国の領土より三〇〇〇の兵を呼び寄せるよう命令を出した。今度はガーネ山さん道どうではなく、セラックから侵攻してルナリムを落とし、フレリカ王都ランカスタを狙ねらう作戦を立てていた。

　だが、ガーネ山道で戦せん勝しよう旗きを使った事が響ひびき、ベルガーの右みぎ腕うでであるザナーク将軍が全身の筋肉を痛めて床とこにあり、動ける将は傷だらけのイザベラしかいなかった。

「くそ、我が軍が万全であれば今すぐ進軍したものを！」

　ベルガーが拳こぶしで机を叩たたき折って苛いら々いらを爆ばく発はつさせると、幕ばく舎しやの中にいたメイドや護衛兵はびくんと身体を震ふるわせた。

「こうなればザナークは療りよう養ようの為ため、ここに置いておく。三〇〇〇の兵が到とう着ちやくし次第、イザベラと六〇〇〇の兵は出しゆつ陣じんの準備だ！」

「その命令は今すぐ撤てつ回かいしてもらうわ」

　ベルガーが叫さけぶと同時に、一人の少女が幕舎に入ってきて、そう窘たしなめた。

　長い黒くろ髪かみに、あどけない顔つきと、幼い身体つき。

　帝国の大軍師ユミカ・ローレンツだった。

「大軍師……殿どの？」

　ベルガーは片かた膝ひざを突つく事なく、椅い子すにどっかと腰を下ろして腕うでを組む。

「何の用だ。フレリカを攻略出来なかった俺を裁きにでも来たのか？」

　ベルガーが眉み間けんに力を込め、悪態をつく。

　だがユミカは、眉まゆ一つ動かさずベルガーに訊きいた。

「オリバー様が戦死されたと聞いたわ。オリバー様は何な故ぜ、フレリカ軍が持つ卸おん浄じよう咎きゆうを警けい戒かいしなかったの？　私はあれを警戒して、アーティファクトまで使ったのに」

「大軍師殿よ、あれは守城戦でこそ効果を発揮する物だ。あの野戦でフレリカが卸浄咎を使ってくれば、こちらも戦勝旗で対たい抗こう出来る。だが、まさかあの平地に一いち夜や砦とりでが出現するなど、誰だれが予想できるというのだ？」

　砦の出現と聞いて、ユミカの表情が変わった。

「……私はオリバー様の戦死しか聞いていないわ。詳くわしい話は、帝てい都とで聞かせて」

「帝都でだと？」

「平北軍は今すぐ私が率いる帝国軍と共に、帝都ヴァスガイア・トーレに引き返すの」

『何ぃ!?　俺はまだ戦える！　フレリカとの戦いくさは、終わってな──』

　ユミカは憤いきどおるベルガーの前にとことこと歩み寄り、懐ふところから命令書を出し、それを広げて見せた。

「従う従わないは勝手だけど、これは大元帥さまからの厳命よ。もちろん平北軍だけじゃない。鎮ちん南なん軍も、定てい東とう軍も、その他の将も、皆みなにこの命令書は届けられているわ」

「ぬ……ぐう……」

　ベルガーは鼻をさすり、その書状に目を近づける。

「確かに大元帥殿の書状だな。しかし、俺の所にはその命令書は来ておらんぞ？」

「この書状が全国に送られたその時、将軍はカリューノンにいて、ガーネ山道をフレリカに封ふう鎖さされている時だった。だから将軍には私から直接伝えると使者に言っておいた」

「なるほどな」

　ベルガーは膝ひざに肘ひじを置き、鬱うつ陶とうしそうに手を頬に当てた。

「しかし、何故こんな時に全将軍を帝都に招しよう聘へいする？　何かあったのか？」

　ベルガーの問いに、ユミカは悲しそうに目を伏ふせ、ゆっくりと口を開いた。

　このユミカの言葉が近い将来、ラーカスに新たな混迷を呼び起こす事となる。
















『皇こう帝てい陛へい下かが、ご危き篤とくになられたわ』







　あとがき







　こんにちは、上総かずさ朋とも大ひろです。

　本書をお手に取って頂き、ありがとうございます！




　今回のお話は三、四巻でひとつのまとまりになるように書きました。

　ですので三巻の原げん稿こうが終わった時点でこの巻のプロットは、ほぼ終わっているようなものです。なのに、後は書くだけという段階だったのに……。

　原稿が上がったのは割と締しめ切りギリギリでした。

　あとがきだからバラしちゃいますと、今回は締め切りに間に合わないかもしれない、と思ったのは初めてです。

　では何が原因なのか。

　はい、この巻の原稿執しつ筆ぴつ作業中に全国のゲーマー諸氏待望のアレが発売されてしまったのです。




　そう……某ぼうモンスター狩人ハンター４が。




　原稿を最優先にしようとしばらく封ふう印いんしていたのですが、耳を澄すまさなくても聞こえてくる狩人達の話につい、手が伸のびてしまいました。

　次の巻を書く頃ころにはもう遊び尽つくしていると思うので、問題ないでしょう。

　たぶん。きっと。




　さて、今回はこれまで名前ばかりで殆ほとんど姿を見せてこなかったもう一人の軍師、アレイアにしょっぱなから出演してもらいました。

　それと何と言ってもフレイとニーア、マギーとリンシアというコンビですね。

　この人らを書くの、楽しすぎです。天翔虎カルーデイアの軍師とフレリカの王女様を差し置いて何してるんだって感じです。

　このキャラ達のやりとりで、にやにやしていただければいいなあと思います。

　次の巻では、もう少しシエルくんにも良い思いをさせてあげられ……るかなあ。







　さてさて、このような試練と紆う余よ曲きよく折せつはありましたが（主に僕の意志の弱さが原因ですが）、本シリーズも無事に四巻まで来れました。

　ここでお礼の意味も込こめて、軽く裏設定でもお話ししちゃおうと思います。

　実はこの軍師シリーズ、僕の前作「カナクのキセキ」と世界を同じくしています。向こうはアレンシアという独立した大陸でしたが、ラーカスはその北東に位置する半島です。

　そして年代的には紅くれないの魔ま女じよがアレンシアを旅した時期と重なります。

　カナクの五巻でマールがラーカスも旅していた事に少しだけ触ふれていますが（カナク五巻の63ページですね）、それが本作の舞ぶ台たいとなっているわけです。

　最終巻までにその辺りを少しでも描えがければいいな、と思っております。




　さてさてさて、今回も執筆に当たって様々な方々に力を頂きました。

　まずは担当の萩はぎ原わらさんと近こん藤どうさんに、感謝の言葉を贈おくらせて頂きます。

　次巻から本格的に近藤さんに移行していくと思いますが、引き続きこの未熟者をどうぞよろしくお願いします。

　イラストの庄しよう名な泉みつ石いし先生。

　毎回本当に気合いの入ったイラストを描いて頂き、言葉もありません。まだサイダーをご一いつ緒しよしておりませんが、いつか、いつか必ず！

　そしてツイッターで気さくにお声をかけて下さる皆みな様さまに、この場を借りてお礼を申し上げます。いつもあいさつばかりで大した事をつぶやかない僕を応おう援えんし、励はげまして下さり、大変嬉うれしく思っております。本当です。




　最後に、この物語を追って下さっている読者の皆様に。

　本当にありがとうございます。




　では次巻かそれ以外の物語か、ツイッターでお会いしましょう。

　ばいばいです！


上総朋大












天翔虎カルーデイアの軍ぐん師し４








上総かずさ朋とも大ひろ
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